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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（……やっぱり無理）

【バー・フロート】のカウンターで、川かわ島しま直なお己みはひとりうちひしがれていた。

　ここは有名なゲイタウン内にある店で、比ひ較かく的てき客筋もよくて飲みにくるのにいい場所だからと、大学の友達、宮みや澤ざわに連れられて一度だけ訪おとずれたことのある場所だった。

　いろんな意味でちょっと鈍にぶい直己が、自分がゲイだと気づいたのは大学生になってから。

　それ以前から周囲にゲイだとカミングアウトしていた宮澤にそれを告げてみたら、同じ性せい癖へきの人々が集つどう場所があるんだけど行ってみないかと、この店に案内されたのだ。

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しんからここを訪れた直己は、突とつ然ぜん色目を使われてお尻しりを撫なでられたり、ふたりきりになれる場所に行こうと露ろ骨こつに誘さそわれることにかなり戸と惑まどった。

　元から真面目まじめな性格で、ゲイだと自覚する以前は告白してくれた女の子達とぎこちないながらも一対一の誠実なつき合いをしていたものだから、出会ったその日に遊びを前提とした肉体関係を求めるその感覚に馴な染じめなかったのだ。

　そのせいもあって、それ以降はすっかり足が遠のいていたのだが、卒業を間近に控ひかえた今、切実な欲よつ求きゆうに唆そそのかされるまま、ひとりでここに足を運んでしまっていた。

（俺に、ああいうのはできないなぁ）

　椅い子すのない立ち飲みスタイルの店内には、今夜のお相手を探すハンターの如ごとき目つきの男達が少なからずいる。

　彼らはここで好みの相手を物色し、これと決めたら一直線に突とつ撃げきして熱ねつ烈れつに求愛するのだ。

　直己もなけなしの勇気を振ふり絞しぼって一夜限りの恋こい人びとを探しに来たものの、ここに来るまでに勇気を使いすぎてしまったようで、もはや勇気はエンプティ状態。

　相手を物色するだけの気力も残っておらず、カウンターで注文したウイスキーを舐なめるだけでいっぱいいっぱいだ。

（柄がらにもないことはするもんじゃないか）

　そもそも、ここに来ること自体が間ま違ちがっていたのだ。

　一夜限りのかりそめの恋人を探すより、これまで無む償しようの愛情を与あたえてくれた人々の許もとへ帰る準備をしたほうがいい。

　直己は、ひとつため息をついてから店を出た。

　アパートに帰ったらすぐに荷造りしよう、などと、ぼんやり考え事をしながら歩いていたら、いきなり背後から二の腕うでを摑つかまれた。

「よう、ベイビー。天国見せてやるから俺につき合えよ」

　耳元で囁ささやかれたベタな台詞せりふに、なんだそれ？　と条件反射的に笑いの衝しよう動どうがこみ上げる。

　だが、「なんの冗じよう談だんですか？」と苦く笑しようしながら振り向いた直己は、腕を摑む男の黄色く濁にごった目や、赤黒い顔色と酒さけ臭くさい息に一気に血の気が引く思いがした。

（やばっ、完全にイっちゃってる人だ）

　常習的に酒を飲み、頭のてっぺんからつま先までみっちりアルコールに毒されている男は、良識や常識をすっかり見失っている顔つきをしている。

「ちょっ……あの、腕を放してくれませんか？」

　直己は慌あわてて腕をふりほどこうとしたが、男の手は直己の腕をがっしりと摑んだまま、まったく緩ゆるまない。

「フロートのカウンターで、もじもじしてたの見てたぜ。男が欲しいんだろう？　好みじゃないが、俺は親切だからな。相手してやるよ」

　来いよ、と摑まれた腕を引っ張られた。

　ついていく気のない直己は立ち止まったまま踏ふん張ったが、ずるずるっとスニーカーを履はいた足の裏が道路の上を滑すべって行く。

（すっごい力）

　直己は大学でバスケットをやっていた。

　身長と才能が人並みだったので本格派は諦あきらめ、いわゆるストリートボールと呼ばれる屋外でプレイする遊び感覚の同好会に所属していたのだが、それでもそれなりに鍛きたえていたのだ。

　だが男の力は、直己が恐きよう怖ふを覚えるほどに強い。

　このまま裏路地か公園にでも引きずり込まれたらと思うだけで肝きもが冷えた。

　それでも一応は成人男子の身なので、助けて～っと周囲に救いを求めるのもみっともない。

「放せよっ！　俺だってあんたなんか趣しゆ味みじゃない！　お断りだっ！」

　ずるずるずるっと引きずられつつ、頑がん張ばって抵てい抗こうしてみる。

　自由なほうの手で男をガンガン叩たたいてもみたのだが、アルコールのせいで痛覚が鈍くなってでもいるのか、男はまったく意に介かいさない。

（これは……本気でヤバイかも）

　見み栄えを張ってないで、遠巻きにしている通行人達に警察への電話を依い頼らいしたほうがいいかもしれないと、さすがの直己も考えはじめたとき、

「嫌いやがってるじゃないか。その手を放してやれ」

　直己の腕を摑む酔よっぱらいの手首を、品のよさげな白い手が摑んだ。

　助かった、と一いつ瞬しゆんほっとした直己は、白い手の持ち主を見て軽く息を吞のむ。

（うわ……超ちよう美形）

　そこにいたのは、年の頃ころは三十前後、革かわのショートコートを羽織った遊び人風の出いで立ちの長身の男だ。

　男の色気を感じさせる切れ長の目と酷こく薄はくそうな薄うすい唇くちびる、ちょっと見ないぐらいに整った彫ほりの深い顔立ちをしている。

　柔やわらかそうな茶ちや髪ぱつは前まえ髪がみが長めで、額にはらりと落ちかかっている感じがこれまた壮そう絶ぜつに色っぽい。

　そのきらびやかな姿にひとめで心を奪うばわれてしまっていた直己は、腕に食い込む酔っぱらいの手の痛みでハタと我に返った。

（いや、この人じゃ無理だろ）

　その立ち姿や身み形なりから、この美形の男がそれなりに上のクラスの人間、いわゆるお坊ぼつちゃま育ちだってことが見て取れる。

　どう贔屓ひいき目めに見ても、この馬ば鹿か力ぢからの酔っぱらいに太刀たち打うちできるとは思えない。

　色男、金と力はなかりけり、などという先人達の言葉が直己の脳のう裏りをよぎる。

　この人を巻き込むわけにはいかない、なんとかしなきゃと思いつつ、酔っぱらいと色男の顔を交こう互ごに見ていると、どうしたわけか酔っぱらいの赤黒い顔が徐じよ々じよに赤みを増していった。

「て、てめぇ、なにしやがんだっ！　放せっ!!」

　さらに不思議なことに、直己の腕を摑んでいた酔っぱらいの手の力が不意に緩む。

　今がチャンスとばかりに、直己は慌ててその手を振り払はらって自由になった。

　どうやらこの色男、酔っぱらい以上に怪かい力りきだったようで、ギリギリと手首を締しめ上げられた酔っぱらいは、やがて「手首が千切れる、止やめてくれ」と情けない声で訴うつたえた。

「どうする？　こいつ、警察に突つき出すか？」

「え、あ……。いえ、いいです。これ以上関かかわり合いになりたくないので」

　というか、実際問題、直己にはそんなことに関わり合っている時間の余よ裕ゆうがない。

「そうか。──おい、おまえ。今度こんなみっともない真似まねをしたら、次こそ警察に放り込んでやるからな」

　色男は酔っぱらいの耳元で、「わかったか？」と強く念押しして、突き飛ばすようにしてその手を放した。

　酔っぱらいは、「覚えてろよ！」と、やっぱりベタな捨てぜりふを吐はいて逃にげ去って行く。

　ぼうっとその後ろ姿を見送っていた直己は、「怪け我がは？」という色男の声に振り向いた。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。──助けていただいてありがとうございました」

　色男の顔をしっかり見てお礼を言ってから、きっちり頭を下げる。

「お安い御ご用ようだ。──今時の若い子にしては珍めずらしいぐらいに礼れい儀ぎ正ただしいな」

　顔を上げた直己に、色男はなんとも魅み力りよく的な笑えみを向けた。

「両親が商売をやってるんで、自然に覚えたんです」

「いいご両親に育てられたようだ」

「はい」

　両親を誉ほめられたことが嬉うれしかった直己は、その顔に明るい笑みを浮うかべた。

　さらさらの黒くろ髪かみにくっきりした二ふた重えの目、直己は優やさしげで清潔そうな顔立ちをしている。

　そこそこ整った顔立ちなのだが、ちょっとぼうっとして見えるせいか美形という印象はない。

　だが、そのアクの少ない顔に浮かぶ素す直なおそうな微笑ほほえみは、老ろう若にやく男なん女によにもれなく好感を与えるようで、初対面の相手でもすぐにうち解けてもらえたり、親切にしてもらえるという素す晴ばらしい特典つきだ。

「その表情、いいな」

　色男も例外ではなかったらしく、直己の笑顔に切れ長の目を細めた。

「助けてあげたお礼に、一いつ杯ぱいつき合ってくれる気ある？」

「あります！　っていうか、むしろ俺に奢おごらせてください！」

「じゃ、決まりだ」

　行こう、と色男が直己の肩かたに腕を回して、歩くようにと促うながす。

（……こんな格好いい人と飲みに行けるなんて夢みたいだ）

　一夜限りの相手と夜を過ごすより、このとんでもなく魅力的な笑みを前にしてグラスを傾かたむけるほうが何百倍も幸せだ。

　夢ゆめ心地ごこちになった直己は、促されるまま夢のような一夜へと足を踏み出していた。







（……ヤバイかも）

　今夜二度目のピンチに、直己の背中を冷や汗あせが伝った。

　どうやらこの色男、金も力もあるらしい。

　促されるままタクシーに乗せられ向かった先は、銀座のお洒落しやれなショットバー。

　奥の落ち着いたふたり用の席に案内され、きょろきょろと見回した店内は調度品も客層もあからさまに高級で、平均的な大学生である直己にははじめて見るきらびやかな世界だった。

（俺、奢るって言っちゃったよな）

　いつも学生向けの居酒屋ばかりだったから、こんな高そうな店で飲む酒が一杯いくらぐらいするか想像もつかない。

　冷や汗をかきつつ、サイフにいくら入ってたっけと考えていると、目の前に座っていた色男が薄い唇に愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべた。

「心配するな。俺の趣味でこの店を選んだんだ。当然、ここは俺の奢りだ」

　バレバレだったことに赤面しつつ、「ありがとうございます」とお礼を言ってみる。

「こちらこそ。思いがけず君みたいに素す敵てきな子と同席できて嬉しいよ」

　直己は、優ゆう雅がな仕草で足を組みながら切れ長の目を細める色男の顔に、ぼうっと見とれた。

　注文した酒が来ると、「この出会いに」と気き障ざな台詞せりふを吐いた色男がバーボンの入ったショットグラスを掲かかげる。

　直己も慌てて、ウイスキーソーダの入ったグラスを手に取った。

（なんか、もう、格好よすぎ）

　普ふ通つうの人間が口にしたらお笑いになってしまう気障な台詞も、ちょっとレベルの違ちがう美形が口にすると一気にその真価を発揮する。

　グラスを手にするしなやかな白い指の動きも、額にはらりとかかる柔らかそうな癖くせ毛げも、微かすかに首を傾かしげて見つめてくるその切れ長の目も、なにもかもが素晴らしい。

　勇気を振ふり絞しぼって本当によかったと、直己は心の底から思った。

　凡ぼん庸ようで真面目まじめに生きてきた直己にとって、これは最初で最後の夜遊び。

　ゆっくり恋れん愛あいする時間は残っていないから、一夜限りの偽にせ物ものでもとりあえず恋愛気分を味わってみたくて、ゲイバーに足を運んでみたのだが……。

（一夜だけの恋こい人びとは見つからなかったけど、一ひと目め惚ぼれしちゃったよ）

　ゲイだと自覚して以来、直己はいつか自然にこの気持ちが動いて誰だれかに恋をするはずだと、ぼんやりとその出会いやきっかけを待ってばかりいた。

　勇気を振り絞って一歩踏ふみ出した途と端たんのこの素敵な出会い。

　元から一夜限りの覚かく悟ごだったからこの先は望まない。

　望んだところで生きる世界が違う人のようだから、この先会う機会もないだろう。

（こんな素敵な人とこんな素敵な店で過ごせるだけで、もう充じゆう分ぶんだ）

　初対面の相手を携帯で撮とるわけにもいかず、せめてこの素敵な姿を脳裏に焼き付けておこうと、ウイスキーソーダを舐なめつつちらちらと色男に視線を向ける。

「名前、聞いてもいいか？」

「あ、はい。そっか、まだ名乗ってなかったですね。川島です。川島直己」

　テーブルに指先で文字を書くと、君にぴったりな名前だと誉めてもらえた。

「あの……あなたは？」

「俺はタカシだ」

「タカシさん？」

　自分がやったように名前の漢字を教えてもらえないかと思ってちょっと待ってみたが、生憎あいにくとタカシにはそのつもりはないようだ。

（そっか。そうだよな）

　たまたま出会って一いつ緒しよに飲んでいるだけの相手に、フルネームを教える義理はない。

　むっとするより、むしろ危機管理意識がしっかりしてるんだなと逆に感心した。

「直己くんは、あのあたりでよく遊んでるのか？」

「いえ、あそこに行ったのは二度目です。それも三年ぶり」

「へえ。パートナーと別れたばかりとか？」

「あ、いえ、そういうんじゃないんです。っていうか、そういう相手が今までいなかったから、一回ぐらい経験してみたいかなって思って、あの近くのフロートって店に遊びに行ってみたんですよ」

「好こう奇き心しんに駆かられたってことか」

「それも違います」

　茶ちや化かすようなタカシの言葉に、直己はきっぱりとした調子で言った。

「だったら、どうして？」

　興味をそそられたようで、タカシが重ねて聞いてくる。

「それは……」

　直己は答えに詰つまって口ごもった。

　その答えが、気安く口に出せるような内容じゃなかったからだ。

（……でも、この人になら言っちゃってもいいか）

　お互たがいどこの誰だか知らない者同士だから、事情を知られたとしても影えい響きようはまったくない。

　直己は思い切って口を開いた。

「俺、もうじき死んじゃうんです。……だからその前に、その……一夜限りでもいいから恋人が欲しいなって思って……」

　直己の言葉に驚おどろいたのか、タカシは細い眉まゆを軽くひそめた。

「穏おだやかじゃないな。──まさか、自殺志願者？」

　そんな風には見えないが、とタカシに言われて、直己は慌あわてて首を横に振った。

「違います。病気で……その……残り時間が少ないみたいで……」

「本当に？　なにかの勘かん違ちがいじゃないのか？　君はとても健康そうに見える」

「ですよね～。俺も、ずっとそう思ってたんですけど……」

　せっかくの素敵な時間をしんみりした雰ふん囲い気きにしたくなくて、なんとか無理に笑って誤ご魔ま化かそうとしたのだが、目の前のタカシが本気で心配そうな表情になるのを見て、不意にぼろっと目から水すい滴てきが零こぼれてしまう。

「うわっ、すみません。みっともないとこ見せちゃって……」

　この件に関しては、まだ誰ともはっきりしたことは話していなかった。

　自分のせいで大切な人達の表情が曇くもるところを見たくなくて、もう少しだけと打ち明ける日を引き延ばし黙だまっていたのだ。

　だから、この件をはっきりと口に出したのもこれがはじめてで、余計にナイーブになってしまったようだ。

（ヤバイ。泣きやまないと……）

　このままじゃタカシに引かれてしまう。

　直己は手の平をかざして目元を隠かくした。

　基本的におっとりしている直己は、感情の起き伏ふくが本来あまり激しくない。

　常にのんびり脳天気に微笑んでいる感じで、自分の身体からだのことを知ってからも、あまり実感がないせいか動どう揺ようすることもなく過ごしてきたのだが……。

「いいんだ。気にするな」

　タカシの手が直己の頭にかかり、軽く俯うつむかされた。

「泣きたいだけ泣いていいから……」

　そのままタカシは直己の髪かみに触ふれ、やさしく撫なでた。

　どうやら店内の他の人達の目から直己の顔が見えないよう隠してくれているようだ。

「す……みません」

　我が慢まんできなくなった直己は、そっと手て渡わたされたハンカチで目元を覆おおった。




　直己が生まれた家は代々酒屋で、今では手広くチェーン展開もしており、地元ではけっこう有名な商家だった。

　坊ぼつちゃん育ちの父親は夢見がちなおっとりした性しよう分ぶんで、そんな彼を支えるためにもしっかりした人をと張り切った親しん戚せき一同が探し出してきた花はな嫁よめは、そりゃもう機き関かん銃じゆうのようにしゃべりまくる元気で過保護で愛情深い女性だった。

　兄弟は男ばかり三人で、直己はぽつんと年の離はなれた末っ子。

　上の兄弟達はとっくに家業を継ついでおり、両親は直己もそうすることを望んだが、生憎と直己には家業を継ぐつもりはなかった。

　家業のほうは、兄ふたりがやってくれているから自分が手伝う必要はない。

　都会に出て、自分の力で生きてみたかったのだ。

　正直言って、女の子達とのつき合いがあまりうまくいかなかったことも、地元に残りたくない理由のひとつだった。

　狭せまいコミュニティの中に組み込まれれば、いずれ必然的に結けつ婚こんを迫せまられることになる。

　その当時は、それがなんだかひどく怖こわかった。

　父親と兄弟達はすんなり直己の望みを認めてくれたが、過保護で愛情深い母親はなかなか認めてくれなかった。

　それでも諦あきらめずしつこく母親を説得したら、なんとか条件付きでの東京進学を認められた。

　その条件とは、不ふ馴なれなひとり暮らしで体調を崩くずすことがあるかもしれないから、三ヶ月に一度はかかりつけの医者の問もん診しんを受け、一年に一度は人間ドックに入ること。

　正直、面めん倒どう臭くさい条件だとは思ったが、それで母親が納なつ得とくするのならと直己が承しよう諾だくすると、世話焼きな彼女は、東京で働く地元出身の医者を探し出し、直己の主治医となることをさっそく依い頼らいしてくれた。

　そうしてはじまった直己の大学生活は、それなりに楽しく充じゆう実じつしたものになった。

　母親が探し出してくれたまだ若い主治医はとても気さくなひとで、ちょっとした捻ねん挫ざや風邪かぜでも時間を気にせず気軽に診みてくれて、随ずい分ぶんと助けてもらったものだ。

　そして一週間前、恒こう例れいになった年に一度の人間ドックの結果を聞きに行ったのだが……。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。……なにも問題はないよ」

　主治医は、なんだか気落ちしたような顔でため息をつきながらそう言った。

「君のご両親の連れん絡らく先さき、今も変わってないのかな？」

　なんでそんなことを聞くのかと不思議に思いつつ頷うなずくと、今年の夏祭りには参加したの？　とまた不思議な質問をされた。

「いえ……。大学のほうが色々忙いそがしかったんで、今年は帰省しなかったんですけど」

「そうか。惜おしいことをしたね。今年は祭りがはじまって二百五十年目だってことで、随分と盛大だったんだ。ああいうのはもう二度と見られないんだから帰省すればよかったのに……」

　主治医は少し遠い目をしてそう言った。

「……はあ、まあ、そうですね」

　なんか変だ？　と直己は内心で首を傾かしげる。

　気さくな人だが、基本的にこの手の世間話をダラダラすることはないのだ。

　その後も、どうでもいいような地元話をダラダラとしゃべり続けられて、直己は少々辟へき易えきしてしまった。

　そしてその三日後、母親から突とつ然ぜん電話が入った。

『直己、あのね……』

　電話の向こうで、突然言葉を詰まらせた母親が深々とため息をつく。

　いつもは機関銃の如ごとく元気にしゃべりまくる母親のこの異変に、直己は不安になった。

「なに？　なにか言いにくいこと？　なに言われても平気だから、はっきり用件を言って」

　らしくないよ、と母親を促うながすと、母親はもう一度ため息をついてから言った。

『あのね、直己、もう帰っておいで……。いい子だから、家に帰ってきてちょうだい』

（いい子だからって……）

　中学卒業以来聞いたことのないフレーズに、直己は首を傾げた。

　希望していた一流企き業ぎようへの内定が決まったとき、頑がん張ばって勉強した甲斐かいがあったねと、確かに母親は喜んでくれたはずなのに、なぜ今になって帰って来いなんて言うのか？

　考えてみてすぐ、ああ、そういえば……と主治医との会話が脳のう裏りに甦よみがえってきた。

　実家の連絡先を確かく認にんされ、帰省はしたかと聞かれた。

　もう二度と見られないんだから帰省すればよかったのに……とも言われた。

（ああ、そうか……。そういうことか）

　カチカチカチとパズルのピースのようにそれらすべてのことが組み合わされ、ひとつの事実へと集約する。

　その瞬しゆん間かん、すうっと直己の血の気が引いた。




「……医者に事実確認はしたのか？」

　泣きやんだ直己が涙なみだのわけを説明すると、タカシが心配そうに言った。

「それが……休きゆう暇か中みたいでなかなか連れん絡らくがつかなくて……。でも俺、こうして待ってる時間も惜しいんです」

　もう時間が残されていないのならば実家に帰りたい。

　最後の時間は大切にしてくれた家族と過ごしたいから。

　でも、その前に……。

「一生に一度くらい、恋こいをしてみたいなって思ったんです」

「君はかなりもてそうなタイプに見えるがな」

「う～ん、女の子からならよく声をかけられるんですけど。それじゃ駄だ目めだし……」

　何人かの女の子とつき合ったがずっと違い和わ感かんを抱いだいていたこと、ゲイだと自覚したのは大学生になってからで、自覚してからは無理に相手を探すようなことはせず自然の成り行きに任せていて誰だれともつき合わないまま今に至ることを、直己は訥とつ々とつと語った。

「本当の恋をする時間はもうないけど、せめてその雰囲気だけでも味わってみたくて……」

「そうか」

「はい。今日は一世一代の勇気を振ふり絞しぼって、一夜限りの恋こい人びとを探しにあの街に行ったんです。ご存じの通り、あんな変な奴やつに絡からまれるばかりで失敗しちゃいましたけど……。──でも、そのお蔭かげでタカシさんと会えて、こんな素す敵てきな思い出ができたから、もう充じゆう分ぶん」

　満足です、と直己はまっすぐにこちらを見つめるタカシに微笑ほほえんでみせた。

　機関銃のように話す母親に育てられたせいか、直己は本来聞き役に回るほうで、どちらかというと口数が少ないタイプだ。

　だが今夜は、この素敵な出会いに興奮しているせいか、つるつると口が滑すべる。

（でも、いいよな。どうせ、もう会うこともない人なんだし……）

　軽く目を伏ふせ、グラスごと中の氷を揺ゆらしているタカシの姿に、直己はしばしぼうっと見とれた。

　だが、知らず知らずのうちに握にぎりしめていたグラスが手の平の温度で温められ、中の氷がカランと音を立てた瞬間、ふっと我に返る。

「す、すみません。変なこと言っちゃって……。こんなこと言われたら気持ち悪いですよね」

　初対面なのに、余命が少ないことを告げられたうえに大泣きされて、しかもこんな至し近きん距きよ離りでうっとり眺ながめられるなんて、自分の身に置き換かえて考えたらかなり気持ち悪い。

　せっかく素敵な思い出になりそうだったのに自分で台無しにしてしまったと、直己は慌あわてて頭を下げた。

　が、タカシは特に気を悪くした様子もなく、その顔にうっとりするような色っぽい微笑みを浮うかべた。

「気持ち悪くなんかないさ。むしろ気を許してもらえて嬉うれしいよ」

「ありがとうございます」

　ほっとした直己が微笑むと、タカシも目を細めた。

「ところで直己くん」

「はい」

「一夜限りの恋人はまだ募ぼ集しゆう中ちゆう？」

「それは……。もういいんです」

　好きでもない相手と無む理り矢や理り情を交かわすより、一ひと目め惚ぼれした相手の顔をこうして眺めていられるほうが何百倍も幸せだから……。

　直己がゆっくり首を横に振ると、「残念」とタカシが呟つぶやく。

「え？」

「できれば立候補したい」

　どうかな？　と一目惚れした薄うすい唇くちびるが微笑む。

　直己は、半ば呆ぼう然ぜんとしたままで頷いていた。







　タカシに連れられて入ったホテルの部屋で先にシャワーを浴びてから戻もどると、「目を離はなした隙すきに逃にげるなよ」とウインクを投げつつタカシが入れ替かわりでバスルームへ。

　逃げるだなんて絶対にあり得ない。

　こんな素敵な出来事は、きっともう二度と訪おとずれないだろうから。

（俺、夢見てるのかも……）

　思わず自分の頰ほおをつねってみたがちゃんと痛くて、少しほっとした。

　直己は、夢見がちでおっとりした父親に、性格も容姿も兄弟の中では一番よく似ている。

　一夜限りの恋人が欲しいだなんてロマンチックな発想も、夢見がちな性格故ゆえだ。

「う～、緊きん張ちようするな」

　じっと待っているのが耐たえられなくなってきて部屋の中を見回すと、室内にしつらえられたミニバーに、タカシが開かい封ふうしたらしきバーボンの瓶びんが見えた。

「俺ももらおう」

　勢いよくベッドから立ち上がり、備え付けのショットグラスにトクトクトクっとバーボンを勢いよく注つぎ、ぐぐっと飲む。

　生きのままのバーボンの熱い喉のど越ごしに、ふうっとため息をついていると「一気に飲んで大だい丈じよう夫ぶか？」と背後から声をかけられた。

「タ、タカシさん、早いですね」

（ううっ、なんでこの人、こんなに色気があるんだろう？）

　バスローブ姿で現れたタカシに、直己の鼓こ動どうは一気に跳はね上がった。

　白い額に張り付いた濡ぬれた髪かみの毛、シャワーのせいで少し上気した喉のど元もと、そしてバスローブの合わせ目から覗のぞく鍛きたえられた胸も……。

　バスローブに隠かくされた部分を見たいと思っている自分を自覚して、直己は真っ赤になった。

　未いまだかつて、こんな欲よつ求きゆうを感じたことはなかった。

　ゲイだと自覚してからだって、大学のシャワールームで見る他人の裸はだかにも、ここまで露ろ骨こつに反応したことはなかったのに……。

「直己くんの気が変わる前にと急いだのさ。──飲み過ぎで潰つぶれたりしないでくれよ」

「平気です。俺、酒には強いんで……」

　赤くなっているのはアルコールの影えい響きようじゃなくてタカシのせいだ。

「一家揃そろってザルなんで、ご近所さんからは酒屋は天職だって言われてるんですよ」

「酒屋？　醸じよう造ぞう所なのか？」

「あ、いえ。販はん売ばいのほうです」

「ああ、なるほど。そっちか」

　タカシは直己の手からグラスを取ると、残ったバーボンを一気に飲み干した。

「タカシさんこそ、大丈夫なんですか？」

「実はさほど強くない。さすがにこの量を一気のみするとクラッとするな」

「あ、ちょっ……」

　急にふらっと揺らいだタカシの身体からだを、直己は慌てて支えたつもりだった。

　だが、どうやらふらついたのはフェイクだったようで、気がついたら逆にがっしりと抱き込まれている。

（うわわっ、ちょっ……）

　自分より大きな男に、まるで拘こう束そくするように抱き込まれた瞬しゆん間かん、感じたのは恐きよう怖ふではなくセクシャルな衝しよう動どうだった。

　はじめての体験への緊張と期待から、暴れる心臓が口からはみ出しそうだ。

　あまりにも動どう揺ようしすぎた直己は、タカシの肩かたに顔を押しつけたまま身動きできずにいた。

「顔、上げて」

　耳元で甘い声がして、ギクシャクした動作でおそるおそる顔を上げると、一目惚れした切れ長で色気のある淡あわい色の瞳ひとみがじっと直己を見つめている。

（……ああ、なんかくらくらする）

　まるでその瞳に引き寄せられるかのように、直己は自分からつま先立ちになってその唇を求めていった。




　ごく自然にふたりでベッドに倒たおれ込み、そのまままたキス。

（ああ……。キスって、こんなに気持ちいいものだったんだ）

　かつてつき合った女の子達とのキスでは感じなかった心地ここちよさに、直己はぼうっとなった。

「……んっ……ふ……」

　舌先で歯列をなぞられ、口こう腔こう内を嬲なぶられる。

　舌を絡め合い、きつく吸われると腰こしのあたりにじんわりと甘い痺しびれを感じた。

　タカシは、慣れた仕草で直己のバスローブを脱ぬがせながら、顎あごから喉元、胸へとキスを落としていく。

「……っ……んん……」

　甘い刺し激げきを肌はだに与あたえられる度たび、くすぐったさとは違ちがう甘さを感じてしまって喉の奥から勝手に声が出そうになって困る。

（ただ触さわられるだけで気持ちいいなんて、はじめてだ）

　女の子達に求められるまま義務感からしていたセックスでは、正直なにも感じなかった。

　気持ちよさそうにしがみつかれても、男女差のせいで感じ方が違うんだろうぐらいにしか思わずにいた。

　でも今は、それが勘かん違ちがいだったことがわかる。

　好きな人に触ふれてもらえている。

　そんな実感も、この心地よさを生みだす元になっていると身をもって知ってしまったから。

（……悪いことしたな）

　自分の性せい癖へきに無自覚だったとはいえ、真面目まじめに自分と恋れん愛あいしてくれていた彼女達に不誠実な真似まねをしてしまっていた。

　気づかずに彼女達を傷つけたこともあっただろう。

「──上の空？」

　過去の失敗を反省していた直己の顔を、苦く笑しようしたタカシが覗き込んでくる。

（うわっ、このアングルって、けっこう刺激的かも）

　真上から覗き込まれるなんて、日常ではあり得ないシチュエーションに心臓が一気に跳ねた。

「あ……いえ。あの……ただ触られるだけで気持ちいいなんて、はじめてだから……」

　女の子相手のときはこんな感じはしなかったと焦あせりながら説明すると、「そうか？」とタカシはちょっと愉ゆ快かいそうな顔をした。

「じゃ、これは？」

「ひゃっ」

　すすっと羽のように軽く脇わき腹ばらを撫なで上げられただけでも、肌がびくっと震ふるえる。

「いい反応。感じやすいんだな」

　嬉うれしいよと、真上から色気のある切れ長の瞳に見つめられて、耐えきれなくなった直己はたまらず両手で顔を覆おおった。

「どうして顔を隠すんだ？」

「な、なんか急に緊張してきちゃって……」

「駄だ目めだ。ちゃんと見せてくれないと俺がつまらないじゃないか」

　ひょいっと両手首を摑まれ、頭の上で片手で軽々と押さえこまれる。

（……わわっ、近いって）

　さらに近づいて来た綺き麗れいな顔から逃のがれるべく、直己は両目をつぶった。

「今度は目をつぶるのか？」

「タカシさんが素す敵てきすぎて、俺には刺激が強すぎるんです！」

　自分の顔を隠したわけじゃなく、タカシの姿を視界から隠しただけ。

（見ただけでこんなになっちゃうなんて……）

　直接触られてもいないのに、反応しはじめている自分を自覚して猛もう烈れつに恥はずかしい。

　色気のある視線を感じただけでも顔が火ほ照てる。

　両手首を押さえる力の強さも、触れ合った肌から感じる自分のものじゃない体温も、なにもかもが直己の鼓動を速くする。

「……本当に、男とははじめてなのか」

　真っ赤になった顔を隠すこともできず、ぎゅっと目をつぶっていると、タカシのちょっと呆ぼう然ぜんとしたような声が聞こえてきた。

　信じてなかったのかとちょっと悲しくなったが、初対面同士なんだからそれも仕方ない。

「ご、ごめんなさい。なんか、こんな狼狽うろたえちゃって……」

　こんなの、あまりにも不様でみっともない。

　興ざめだと引かれるかもと半ば諦あきらめ気分でいると、ふっと両手首の拘束が解かれた。

（ああ、やっぱり引かれちゃったか……）

　目を閉じたままがっかりしている直己の耳に、「謝らなくていい」と今までで一番優やさしい声が聞こえてきた。

「そこまで賛美されたらむしろ光栄だ。──まあ、刺し激げき物ぶつ扱あつかいはさすがにはじめてだが」

　ふふっと微かすかに笑う柔やわらかな気配がする。

（大だい丈じよう夫ぶそう？）

　おそるおそる薄うす目めを開けたら、穏おだやかに微笑ほほえんでいる顔が見えた。

（ああ、こういう表情もいいなぁ）

　色気控ひかえめで、優しさ増量。

　穏やかに微笑む顔は、大人の余よ裕ゆうに満ちあふれている。

　赤くなったままぼうっと見とれていると、タカシはまた柔らかく笑った。

「少しは慣れたか？　なんだったら、ちょっと触ってみないか？」

「え？……わわっ」

　ぐいっと左手首を摑まれ、その手の平をタカシの頰ほおに押し当てさせられた。

　焦って手を離はなそうとしたが、摑まれた手首はビクともしない。

「指先が震えてるな。そんなに緊きん張ちようするか？」

　そりゃあもう、と直己は素す直なおに頷うなずく。

「慣れてもらわないとこの先に進めないんだが」

　どうする？　と耳元で甘く囁ささやかれ、甘やかな衝動にぞぞっと肌が粟あわ立だつ。

「……な、慣れます」

　この期ごに及およんで未み遂すいで終わるなんて嫌いやだ。

　勇気の残りカスを振ふり絞しぼった直己は、右手も上げて両手でタカシの頰に触れてみた。

　不意に顔を動かしたタカシに右の手の平にキスされて、びっくりして一度手を離した。

「お、脅おどかさないでくださいよ」

「悪い。君が初心うぶすぎて、どうにも可愛かわいくて」

（また、そんなことを……）

　視覚だけでも刺激的なのに、耳からまでそんな刺激を受けたのではたまったものじゃない。

「わかった。じっとしてるよ。続きをどうぞ？」

　ちょっと恨うらみがましく見上げた直己に、タカシは愉快そうに微笑んだ。

　促うながされた直己は、おそるおそる今度は髪かみに触れてみる。

「髪、柔らかいんですね」

　まだ濡ぬれてしっとりとした柔らかな髪の感かん触しよくを指先で確かめ、いつの間にか自由になっていた左手も同時に動かし肩にも触れてみる。

（……綺麗だな）

　張りつめた滑なめらかな肌の感触に感動した指先が震える。

　肩から鎖さ骨こつへ、そして胸へと手の平を滑すべらせていく。

　それは、しなやかな肉にく食しよく獣じゆうを連想させる身体からだだった。

　男だったら誰だれでも羨うらやむだろうその肉体に、唇くちびるから勝手に賛美のため息が零こぼれた。

「かなりトレーニングしてるみたいだ」

「自分の身は自分で守りたいからな。君も悪くない。定期的にスポーツをしている身体だ」

「わかりますか？　大学でストリートバスケやってたんです」

「適度に筋肉がついて綺麗だ。早く触れてみたいな。──もう、心の準備は充じゆう分ぶん？」

（……まだ駄目）

　色気のある視線を向けられただけで、鼓こ動どうが高鳴るのは変わらない。

　心の準備なんて、当分無理そうだ。

　それでも、直己だってこの素敵な人にもっと触れてみたい気持ちは同じだ。

「だ、大丈夫です」

　両りよう腕うでを伸のばして、強ごう引いんに胸むな元もとに引き寄せる。

　緊張しすぎて頭がおかしくなっても、激しい鼓動で心臓が破は裂れつしてもかまわない。

（どうせ、長くないんだし……）

　一生に一度の、この夢のような夜を無む駄だにしたくない。

　直己は一夜限りの恋こい人びとの背中に夢中でしがみついた。




　期待通りの素す晴ばらしい夜になった。

　外見の印象通りに遊び慣れているタカシは、なにもかもがはじめての直己を気き遣づかって、焦じれったいほどに優しくしてくれた。

　男を知らない直己が戸と惑まどったり焦ったりしないよう、焦らず、じっくりと手順を踏ふんで行こう為いを進めてくれる。

（ホントに優しい人なんだ）

　直己にとっては一夜限りの、この夢のような経験が少しでもいい思い出になるようにと気を使ってくれているのがわかるにつれ、直己の緊張もほぐれていく。

　だから後ろを探さぐられ、「いいか？」と問われたときも迷わず頷けた。

「自分でいじってみたことは？」

「ない……です」

　男同士はそこを使うのだという知識はあっても、実際にそこにそういう意味で自分で触ふれるのは少し恥ずかしかった。

　なにか滑るものを塗ぬり込められ、意外にするっと進入してきた指先が探るようにそこを少しずつ開いている間も、やっぱり恥ずかしくて仕方ない。

「……ん……」

　その長い指がある一点をかすめたとき、微かに電流のような甘い痺しびれが走った。

「ここか？」

「あっ……やだっ……あっ……」

　ぐいっとそこをえぐるように何度も擦こすり上げられ、さっきより強い刺し激げきで、びくっと身体が大きく跳はねる。

「待って！……やっ……なに、これ……」

　みんなそこを使うのだから、それなりに気持ちいいのだろうと予想はしていた。

　だが、ここまで強い直接的な刺激を伴ともなった快感なんて予想外だ。

　一いつ瞬しゆんパニックに陥おちいった直己はその刺激から逃れようとして暴れたが、予想済みだったようでタカシはその腕と身体で暴れる直己を器用に押さえ込んだ。

「大丈夫、大丈夫だ。怖こわいことじゃない」

　落ち着け、と耳元で囁くなんとも魅み力りよく的な甘い声に、ぞくぞくっと耳元が震ふるえる。

　さっきまで中を強く探っていた指先は、一転して今度はそうっと内ない壁へきを優しく撫なでるように動いた。

　その指先の動きが醸かもし出すのは、甘いだけのなんとも言えない心地ここちよさ。

「……ん……はぁ……」

　その心地よさに直己の身体から強こわばりが消え、柔らかくほぐれていく。

「まっさらな身体を抱だくのは随ずい分ぶんと久しぶりだ」

　直己のパニックが完全に収まるのを見て取ったタカシが独り言のように呟つぶやく。

「あ、すみ…ません」

「謝るようなことじゃない」

　余計な手間をかけさせていると一気に正気に戻もどりかけた直己に、タカシは微笑みかける。

「はじめてで、これだけ感じてくれるんだ。この先が楽しみだよ」

　すでに熱く昂たかぶっている己おのれのものを、タカシはぐいっと直己の身体に押しつける。

「うわっ」

（これって……）

　自分の身体でタカシは確かに興奮してくれている。

　直己はその事実に安心し、それ以上に興奮した。

　知らず知らずのうちにぶるっと身体が震え、そのせいで、タカシにも直己の興奮が伝わってしまったらしい。

「これが欲しい？」

　からかうように聞かれて顔を覗のぞき込まれ、直己は羞しゆう恥ちに赤くなりながらも頷いた。

　目の前にいるこの魅力的な人をもっと感じたい。

　もっともっと触れて欲しい。

「だったら、もう少しここを開かないとな」

　タカシは後ろをほぐす指を増やしていく。

　二本から三本へと指を増やされ、ゆっくりと身体を開かれていく。

　直己の身体は、今まで知らなかった後ろで感じる喜びを嬉き々きとして受け入れ、直己自身も触れられるまでもなく、すでに昂ぶって雫しずくを零している。

「……そろそろいいか」

　やがて、待ち望んでいた瞬しゆん間かんが訪おとずれた。

「後ろからのほうが楽だろう。俯うつぶせになって」

　指を引き抜ぬいたタカシに言われ、直己は嫌だと首を振った。

「このままがいいです」

　一生に一度の特別な夜。

　自分を抱いてくれたのが誰なのかを、しっかりと記き憶おくに焼き付けておきたい。

　タカシはそんな直己のリクエストに応こたえてくれた。

「わかった」

　膝ひざ裏を抱かかえ上げられ、そこに熱いものが押し当てられる。

「…あ………はぁ」

　ぐぐっとゆっくりと押し入ってくるその圧あつ迫ぱく感かんに、思わず声が漏もれた。

「辛つらいか？」

　聞かれて、「平気」と吐と息いき混じりの声で答える。

（少し痛いけど……）

　でも怖い痛さじゃなく、痺れるような甘い痛みだ。

「このまま、きて……ください」

　手を伸ばし、心配そうに見下ろしているタカシの頰ほおに指先で触れ、そのまま頭をかき抱いだく。

「……っ……」

　微かすかにくぐもった声が耳元で聞こえ、そのまま一気に奥深くまで貫つらぬかれた。

「──んあっ！」

　その衝しよう撃げきに声が漏れ、同時に身体の奥がジンと熱く痺れる。

（……熱っ）

　声と共に漏れた息も、身体のうちで脈打つものも……。

　熱くて熱くて、じっとしていられない。

　身体が疼うずく、という感覚を直己ははじめて知った。

「も……動いて……」

　慣らそうとしてくれているのか、最奥で動きを止めたタカシに直己は囁ささやいた。

「もう少し慣らしてからのほうがいい」

「平気、も……大だい丈じよう夫ぶだから……」

　知らず知らずのうちに、涙なみだが零こぼれていたようだ。

　涙で滲にじむ視界に映ったタカシに、早く、お願い……と熱い吐息と共に懇こん願がんする。

「君は煽あおるのがうまいな」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだタカシの唇くちびるが近づいてきて、目元の涙をすくう。

　直己の願いは、その後すぐに叶かなえられた。




「あ……あ……やだ……またイクっ……」

　深く繫つながり合い、タカシの激しさに翻ほん弄ろうされるまま、直己は何度も何度も精を吐はいた。

　強きよう烈れつ過ぎるはじめての体験とその深い喜びに、ただ無我夢中でしがみつくことしかできない。

（も……どうなってもいい……）

　激しく揺ゆさぶられ、何度も突つき上げられ、ベッドの上で身体からだが激しく揺れる。

　身体の奥からこみ上げてくる熱い感覚にすっかり酔よってしまった直己は、くらくらとした眩暈めまいを覚えた。

　指の先まで甘いもので満たされた身体はなんだかふわふわしてきて、どこかに飛んで行ってしまいそうな錯さつ覚かくさえ覚える。

「っ……タカシさん……もっと……」

　幸福な浮ふ遊ゆう感かんに浸ひたりながら、直己はタカシの身体にすがりつく。

　感じたことのない深い喜びに翻弄されて、なにがなんだかわからなくなって……。

「──あっ……ああっ！」

　やがて身体の深いところに熱い衝撃を感じて、一瞬意識が飛ぶ。

　まるで、天国にでもいるかのような浮遊感に心も身体も包まれる。

（こんな感覚……はじめて……）

　なんともいえない幸福な満足感にとろとろと意識がとろけていく。

「大丈夫か？」

　ぎゅっと強く抱き締しめてくれる腕の力に、直己は意識を呼び覚まされた。

　自らの激しい鼓こ動どうと荒あらい息に戸と惑まどいながらも軽く頷うなずく。

「平気……です。身体……なんか痺れてるけど……。すごく、溶とけそうなぐらい気持ちいい」

　素す直なおな気持ちを口にすると、微笑んだタカシが再びキスしてくれる。

「俺もだ。素す晴ばらしかったよ」

　耳元で囁かれ、髪かみや頰を撫でられながらまたキス。

　その優やさしい指の感かん触しよくに、なんだか胸が熱くなって、涙が滲んできた。

（こんなに幸せな気分になれるものだったんだ）

　恋こいした相手と抱き合えることが、これほどに幸せなものだとはじめて知った。

　この幸せな夜が、もう二度と訪れることがないのだと思うと、涙が溢あふれて止まらなくなる。

「参ったな……。そんなに可愛かわいい顔で泣かれたら、我が慢まんが利きかなくなる」

「……あ」

　触ふれ合ったままの身体から、タカシの確かな欲よく望ぼうをリアルに感じた。

（……嬉しい）

　自分のこの身体には、タカシを惹ひきつける魅み力りよくが少なからずあるらしい。

　涙で滲んだ直己の視界の中、微び苦く笑しようしているタカシの薄うすい唇に、直己もまた欲望をかき立てられてしまうように……。

「俺も……です。タカシさん、もっと……もっと抱だいてください」

　直己はタカシの唇に自分から唇を押しつける。

　夜が明けるまでは、まだ間がある。

　一夜限りと決めたこの幸福な経験に、まだまだ浸っていたかった。

　まるで夢のように幸せで甘い夜を、直己は夢中で貪むさぼり続けた。







　それでも夢は覚めるもの。

　夜が明ければ一夜きりの恋人は消え失うせて、朝の光は白々と現実を映し出すだろう。

　それがわかっていた直己は、タカシが眠ねむっている間にこっそりベッドを抜け出した。

　ホテルのメモに、素す敵てきな思い出をありがとうございました、と書き置きしてから、もう一度タカシの寝ね顔がおをそうっと覗のぞき込む。

（……この人の本当の恋人になれる人は幸せだろうな）

　なにもかもが素晴らしい、直己から見れば雲の上の人。

　この人が本気で選ぶ相手もまた、それに似合う上のクラスの人間なんだろう。

　普ふ通つうの状じよう況きようですれ違ちがっていたら、きっと直己になんか目もくれなかったに違いない。

　本当に、昨夜ゆうべの自分は幸運だったのだと、自分自身の運のよさに直己は感謝さえしていた。

「さよなら」

　そうっと呟つぶやき、寝乱れて額にかかった前まえ髪がみに指先で触れ、額に軽いキスをひとつ。

　どうしても名残なごり惜おしくて、唇にもキスをひとつ。

　それでも、ぐっすり眠っているタカシはピクリともしない。

（おとぎ話だったら、目を覚ましてくれるところだけど……）

　でも直己は、おとぎ話の登場人物じゃない。

　時間ももう残り少ないから、ハッピーエンドで終わるストーリーの主人公にはなれない。

（これでいいんだ）

　最後にもう一度だけ、タカシの顔を脳のう裏りに焼き付けてから部屋を出た。

　ホテルの外に出て、シンと静かな夜の街をひとりで歩く。

「……うう、さむいー」

　ビル街を吹ふき抜ぬけていく冬の風に首がすくむ。

　見上げた夜空は、徐じよ々じよに群ぐん青じよう色へと変化しはじめていた。

（もうじき、夜明けか……）

　一生に一度の夢の時間が終わる時間が近づいている。

　夜が明けたら、きっぱり気持ちを切り替かえて、明日からの新しい生活への準備をはじめなければならない。

（内定も断らなきゃな）

　何十倍もの難関をくぐり抜けてゲットした席を手放すことを思うと辛い。

　推すい薦せんしてくれた教授にもお詫わびをしなきゃいけないだろう。

　そしてアパートの解約手続きをして、荷造りもしなきゃいけない。

　それから……と、一刻も早く気持ちを切り替えるべく、現実的なことを一いつ生しよう懸けん命めいに考えようとしているのに、残った未練が直己の足を重くして止めた。

（せめて、別れの挨あい拶さつぐらいしたい）

　もう一度、あの切れ長の瞳ひとみに見つめてもらいたい。

　あの薄い唇が微笑むのを見てみたい。

　どうにも止めようのない衝しよう動どうに駆かられた直己は、ホテルに戻もどるべく回れ右したのだが……。

「──ああ、もう手て遅おくれか」

　振ふり向いた先、ビルの間から覗く空が、群青色から明るい青へと変化している。

　ホテルに戻る前に、朝日も昇のぼるだろう。

　もう、夢は終わったのだ。

　直己はもう一度きびすを返して、明るくなりはじめた街をひとり歩き出した。







　　　　２




　その後の顚てん末まつは、実に情けないものとなった。

　両親に泣かれることを覚かく悟ごして、神しん妙みような態度で「もしもし、俺だけど」と実家に電話をかけた直己は、その直後、母親の口から出る機き関かん銃じゆうの如ごとき言葉の一いつ斉せい掃そう射しやにやられて、その場にへたり込んでしまう。

「──というわけなのよ。ごめんね～。もうあたしもびっくりしちゃって。すぐに新しい主治医探すからね。あ、探してる間にちょっとでも具合悪くなったら、とりあえず近場のお医者さんにかかるのよ。変に我慢しちゃ駄だ目め。早期発見早期治ち療りよう！　血液検査だけでもしてもらえば、けっこういろんなことわかるもんだからね。──ちょっと直己！　聞いてるの？」

　相づちを求められた直己は、「うん、聞いてる」と受話器を取ってから二度目に口を開いた。

　機関銃のようにしゃべりまくってくれた母親の情報を、とりあえず脳内で整理してみる。

　曰いわく、直己の主治医は病院内の対人トラブルから軽い鬱うつ症しよう状じようを呈ていするようになっていたこと。

　そして夏祭りに帰省したことで一気に郷きよう愁しゆうに駆られた彼は、勤めている病院を辞やめ、田舎いなかに帰って親しん戚せきが経営している病院に勤めることを決めたこと。

　実家の連れん絡らく先さきが変わってないかと直己に確かく認にんしたのは、もう直己の主治医を務めることができなくなったと、直接の依い頼らい主である母親に断りをいれるためだったらしい。

「あのさ、母さん」

「なあに？　心配事でもあるの？　あ、もしかしてなにかトラブルでもあった？　もし弁護士が必要だったら、そっちの叔父おじさんに頼たのんで紹しよう介かいしてもらえるから安心しなさい。変に隠かくし事して長引かせると、大事になっちゃうわよ」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。トラブルとか全然ないし」

　いつも通りに元気がいい母親に、直己はちょっと苦く笑しようする。

「そう？　それならいいけど。で、なあに？」

「いや、この間、電話かけてきたとき、母さん元気なかったみたいだから。なにかあったんじゃないかって心配で……」

「まあ、直己は本当に優やさしいわねぇ」

　そういえばあのときも……と、子供時代の直己の懐なつかしい思い出を母親が機関銃の如き勢いで話し続ける。

　止めたところで絶対に止まらないことを経験上知っている直己は、気き恥はずかしさを堪こらえつつ、苦笑しながら大人しく聞いていた。

　そして、ひとしきりしゃべった母親が満足した頃ころに、もう一度聞いてみる。

「で、なにがあったわけ？」

「それがねぇ、この前、忠ただ志しが変な子を連れてきちゃったのよ」

「小兄ちゃんが？　変な子って、どんな風に？」

「それがね、直己と同い年なの。爪つめなんかこ～んなに長くてピカピカしてて、麦わらみたいな髪かみの色してて、目の周りなんか真っ黒なんだから」

（ああ、なるほど）

　それでね、と一方的にしゃべり続ける話を聞いて、直己は事情を理解した。

　どうやら下の兄が結けつ婚こん相手を実家に連れてきたらしいと……。

（大兄ちゃんのときもそうだったっけ）

　六年前、長男が結婚相手を家に連れてきたときも、かなり挙動不ふ審しんになったのだ。

　どうやら大事に育ててきた我が子を他の女に取られるのが嫌いやだったようで、一時的に焼き餅もちらしきものを焼いたようだ。

　結婚してからはそれも収まり、今では長男夫ふう婦ふともちょうどいい距きよ離りを保ってつき合えるようになっているが……。

（きっと今度も似たような感じだな）

　家族に起こった新しい変化に拗すねて、一時的に抵てい抗こうしているだけ。

　結婚して落ち着けば、母親はあっさりこの変化を受け入れる。

　なにしろ彼女は、我が子より、おっとり夢見がちな夫のほうをより深く熱愛しているのだ。

　他の女と家庭を築いて独立した息子むすこにまで焼き餅を焼く暇ひまも必要もない。

「性格はどんな感じ？」

「まあ、変に明るい子よね。全然物もの怖おじしないし、なんか脳天気な感じですっごいおしゃべりさんだし……」

　それでね、とまたまた一方的にしゃべり続ける母親の話に、直己は本気で笑ってしまった。

「なによう。直己ったら、なんで笑うの？」

「だって、その人、母さんにそっくりだから。小兄ちゃん、母親に似た人を選んだんだな」

「あらまあ。そう思う？」

「うん」

　直己が肯こう定ていすると、あらそう？　とまんざらでもなさそうな声が受話器から聞こえてきた。




「勘かん違ちがい……か」

　母親との長～い電話の後、直己はなんともいえない安あん堵ど感かんから深いため息を零こぼした。

　主治医の変化は鬱うつと郷愁のせい。

　母親の変化は兄の結婚のせい。

　どちらも、直己の健康状態とは関係ない。

　主治医が言ったように、直己は本当に問題のない健康体だったのだ。

　実際問題、身体からだのどこにも異常を感じていなかったのだから、冷静になって考えれば気づいてもよさそうなものだが……。

「は、恥はずかしいっ!!」

　安堵感の次に湧わいてきたのは、猛もう烈れつな羞しゆう恥ち心しんだ。

　なんだってこんな馬ば鹿かげた勘違いをしてしまったのかと、直己は真っ赤になった頰ほおを両手で覆おおい、ゴロゴロとアパート内をひとり転げ回った。

　ただひとつの救いは、この勘違いを周囲の人達にはまだ漏もらしていなかったことだ。

　内定辞退の連れん絡らくをする前に実家に電話をかけて本当によかった。

　このとんでもない恥ずかしさにひとりでジタバタして一段落ついた後、次に胸に湧いてきた感情は、深い後こう悔かいだった。

「ああ……。こんなことなら、タカシさんの連絡先ぐらい聞いておけばよかった」

　時間はもう残されていないし、田舎に帰ったらもう二度と会うことはないだろうと思っていたから、あのときはあっさり諦あきらめられた。

　でも、時間がまだまだたっぷりあると知ってしまった今、後悔ばかりが胸に押し寄せてくる。

（恋こい人びとにしてもらうのは無理でも、たまに一いつ緒しよに飲むことぐらいならできたかも……）

　あの色気のある仕草を間近に見る機会が、失われたことが惜おしくてたまらない。

　はじめての恋だったからこそ、余計に惜しい。

　直己は思いっきり落ち込んで、後悔しまくった。

　だが、どん底まで落ち込んでしまったら後は昇のぼるだけ。

　なんとか立ちなおった後は、むしろ勘違いしてラッキーだったのかもと、それまでとは考え方の方向が変わった。

　そもそもこんな馬鹿げた勘違いをしなければ、あの街に足を運ぶこともなく、あの人とも会えずじまいだったはずなのだ。

　記き憶おくに残る、あの夢のように幸せな一夜を経験することもなかった。

　そう考えれば、自分の粗そ忽こつささえも愛いとしくなるではないか。

（もう一回、あそこに行ったらあの人と会えないかなぁ）

　二度目の出会いを期待して、直己はあの街に足を運んだ。

　捜すにしても、あのときのタカシがこの通りのどの店に用があったのか聞いていなかったから、通りを右往左往することぐらいしかできない。

　ひとりでうろうろしているとお相手を探している人に絡からまれることも多いから、友達の宮澤に頼んで一緒に行ってもらったりもした。

　なんだかんだで両手では数え切れないぐらいあの街に通ったが、けっきょく二度目の出会いは訪おとずれないまま……。

（綺き麗れいな夢は、夢のままにしておいたほうがいいってことか）

　再会したとして、向こうも喜んでくれるとは限らない。

　一夜限りのつもりで手を出した相手に、妙みように懐かれたら迷めい惑わくだと思うかもしれないし……。

（今は諦めよう）

　大学の卒業式が間近で、その前に入社式も目の前に迫せまっている。

　今は素す敵てきな夢を追うより、新しくはじめる社会人としての生活に集中すべきだろう。

（とりあえず真面目まじめに働かなきゃな）

　自分を選んで雇やとってくれた会社の恩に報むくいるためにも、夢を追うのは一時中止。

　いつか、社会人としての自分に胸を張れるようになったら、もう一度あの街に行ってあの人を捜さがしてみよう。

　そう決意した直己は、就職祝いにふたりの兄が新調してくれたスーツを身につけて、緊きん張ちようしながら入社式に挑いどんだ。

　直己の就職先は、内うつ海みグループ系列の企き業ぎよう、内海ＩＴソリューションズという情報処理システムの保守・管理を業務とする会社だ。

　創業して二十年とグループ内ではまだまだ若い企業だが、インターネットが一いつ般ぱんに浸しん透とうしたスピードと同調するように急成長を遂とげ、グループ内での評価も高い。

　ＩＴ関係は苦手だと堂々と公言していた創業者である前社長が三年前に引退した後、その息子が二代目社長に就任したところ、さらに成長スピードが増したと評判の有望企業でもある。

（あの勘違いで内定を辞退したりしなくて本当によかった）

　内海グループ系列合同の入社式は、大きなイベントホールを貸し切り、いま話題の文化人達を招待してスピーチしてもらうほどの超ちよう豪ごう華かなものだった。

　テレビ局から取材カメラもきて、自分が入社した企業の大きさを直己は改めて実感した。

　入社式がはじまり、内海グループの会長の挨あい拶さつの後、新入社員を迎むかえる系列会社の社長達の短い挨拶が続く。

「続きましては、内海ＩＴソリューションズ社長、内海貴たか史しからの挨拶です」

　アナウンスの声に、直己は軽く身を乗り出した。

（次はうちの会社の社長だ）

　中高年の社長達が挨拶した後だけに、二代目社長の若さは一ひと際きわ目立っている。

　綺麗に髪を撫なでつけ流行はやりの眼鏡めがねをかけた若社長は、遠目で見ても嫌いや味みなぐらいに隙すきのないエリートだった。

（わっ、けっこう美形かも……。って、あれ？……あの顔って……）

　軽く目を細め、じっくり若社長の顔を確かく認にんして、直己は思わず息を吞のむ。

　ずっと捜し求めていた一夜限りの恋人に、その顔があまりにも似ていたせいだ。

　だが、向こうは甘い雰ふん囲い気きの遊び人風で、こっちはきっちりクールなエリート風。

　まるっきり雰囲気が違ちがうが、あの夜じっくりと眺ながめて記憶に焼き付けた顔立ちは見み間ま違ちがったりしないはず。

　しかも、マイクに向かって話す声にもしっかり聞き覚えがある。

（……ホントにタカシさん？）

　内海ＩＴソリューションズ社長、内海貴史。

　名前も同じだ。

　まさか一夜限りの恋人が、自分が就職する会社の社長だとは思ってもみなかった直己は、ただただもうびっくりだ。

（うわっ！　どうしよう。また会えちゃったよ）

　一いつ瞬しゆんのショックから覚めると、今度は猛烈な喜びが沸わき起こってくる。

　もう二度と目にすることはないだろうと半ば諦めていた人が目の前にいることが嬉うれしくて、ついつい口元も緩ゆるむ。

（ああ、でも……。そうそう簡単に会えないか）

　相手は社長で、自分は新入社員。

　勤務時間も場所もまるっきり違うだろうから、会社の行事でもなければお目にかかることはできないだろう。

　あの夜出会った一夜限りの恋人は、直己にとって本当に雲の上の人だったのだ。

　しかも、運よく会えたとしても、まだ問題はある。

　もうじき死ぬんだと言って一夜限りの恋人を募ぼ集しゆうしていたくせに、ぴちぴちの健康体で元気に働いているのを見たら、いったいどう思われるか。

　死ぬ死ぬ詐さ欺ぎを働いたつもりはないけれど、間違いなく変な奴やつだと思われるに決まってる。

（もしかしたら、タカシさんも気まずいかもなぁ）

　一夜限りと情けをかけた相手が、自分のところの新入社員だったなんて……。

　貴史がゲイだということをカミングアウトしているかどうかはわからないが、自社の社員に手をつけただなんて世せ間けん体てい的にもあまりよろしくないはずだ。

　それを思うと、もしも会社で会えたとしても、俺のこと覚えてますか？　なんて気楽に聞くこともできそうにない。

（俺の顔なんか、もう忘れてるかもしれないし……）

　あんなに綺麗で魅み力りよく的な人だけに、お相手には事欠かないだろう。

　あの後も違う出会いを何度も重ねて、あんな夜を他の誰だれかと過ごしているに違いないのだ。

　自分程度の存在なんて、記憶の彼方かなたに追いやられていても仕方ない。

（もう一度だけ、あの目で見つめてもらいたかったけど……）

　さすがに、それは高望みがすぎるか。

　すっかり落ち込んだ直己は、がっくりと頭こうべを垂れた。
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　落ち込んだら、後は浮ふ上じようするのみ。

　ということで、入社式でがっくり意い気き消しよう沈ちんした直己は、それから半月経たつ頃ころにはけろりと立ちなおっていた。

　二度とふたりきりで会うことはなくとも、一ひと目め惚ぼれした人の側そばで働くことができるのだ。

　どうせ最初から雲の上の人だったのだから、素敵な夢を貰もらえたことに感謝して、そのお礼に頑がん張ばって働こう。

（少しでも役に立てる社員にならなきゃ）

　先行して行われた合同入社式から半月後、直己は決意も新たに正式に内海ＩＴソリューションズの社員として働きはじめた。

　が、初日から出で鼻ばなを挫くじかれる出来事が起きる。

　入社式で渡わたされた辞令では、直己が最初に希望した通りに営業に配属されることが決定していたはずなのに、なぜか庶しよ務む課に変へん更こうになってしまっていたのだ。

「突とつ然ぜんの変更で悪いね。庶務課のほうには話を通してあるから、このまま本社のほうに移動してくれないかな」

　配属先の営業所で突然新しい辞令を渡され、本社に行くようにと言われた直己はぽかんとするばかり。

　営業の場合、最初は街中にある小さな営業所に配属されることになるのだが、庶務となると最初から本社勤務になってしまうのだ。

　希望の部署に配属されないことで少しがっかりしたが、本社勤務となれば貴史とすれ違う機会もあるかもしれないと気を取り直した直己は、本社の配属先に挨拶に行った。

「失礼します。本日より庶務課に配属になりました川島直己です。よろしくお願いします」

　深々と頭を下げ顔を上げると、なぜか庶務課の人々は不思議そうな顔で直己を見ている。

　なんだろうと不思議に思っていると、頰ほおの瘦こけた細長い感じの中年男性が立ち上がり、直己に気さくに笑いかけてくれた。

「ああ、聞いてるよ。僕は課長の鳥とり居いだ。よろしく」

　鳥居は、室内にいる八人ほどの社員をそれぞれ紹しよう介かいしてくれた。

「まあ、おいおい覚えていけばいいから……。──で、君、どこが悪いの？」

「はい？」

　聞かれた意味がわからず直己が首を傾かしげると、社内の雑用係となっている庶務課には、例年ならば持病などの都合で体力的に劣おとっているものが回されてくるのだという。

「ここ最近は、そういう子は面接で落とされてるから、配属された部署がどうしても合わなくて体調を崩くずした社員なんかが回されてくるばかりで、新入社員が配属されることがなくなってたんだけどね。──君は健康そうに見えるけど……」

　発ほつ作さとかの心配がある病気じゃないよね？　と聞かれて直己は慌あわてて首を横に振ふった。

「俺、健康です！　体力にも自信があります。個人的に人間ドックにも入ってるし、どこも問題ありません」

「あれ、そうなの？　もしかして、最初から庶務課希望？」

　珍めずらしいねと言われて、またまた首を横に振る。

「いえ、あの……営業を希望してたんですけど」

「へえ、それなのに庶務に？　上はなに考えてるんだろう？」

「さあ？」

　課長にわからないのに新入社員にわかるわけもなく、直己はただ首を傾げるばかりだった。
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「へえ、じゃあ今は本社で働いてんだ」

「うん。社内備品の在庫管理担当の補助になって、伝票と在庫持って本社内をうろうろしてる」

　働くようになってはじめての週末、バー・フロートのカウンターで、直己は久しぶりに友達の宮澤と会って酒を飲みつつ近きん況きよう報告をしていた。

　希望部署には配属されなかったし、仕事はアルバイトのような雑用ばかりで最初は少しだけ落ち込んだりもした。

　だが、本社勤務だけに貴史と同じ建物内で働いていることになるわけで、それは正直嬉うれしい。

　もしかしたら社内で姿を見かけることもあるかも……なんて期待を抱いだいて日々社内をうろうろしているのだが、さすがに大だい企き業ぎようの社長だけあって一いつ般ぱん社員がうろうろしているフロアに降りてくることはなく、入社して一週間経っても後ろ姿さえ拝めていない。

「そっちはどう？」

「俺かぁ？　仕事は悪くないんだけどさ、上司がサイアクなのにあたっちまってけっこうヤバイ感じなんだよな」

「サイアクって、どんな風に？」

「あ～、いわゆるセクハラ？　相手が男だったら逆セク仕し掛かけるところだけどさ。これが女でさ。しかもけっこうな美人だから、同期からは妬ねたまれるしでマジサイアク」

　会社でもカミングアウトしたほうがいいのかね、と宮澤ががっくりうなだれる。

（無理もないか……）

　そんな友達の横顔を見た直己は、申し訳ないと思いつつもちょっと納なつ得とくしてしまった。

　ちょっと南国系の香かおりのする濃こい顔立ちの宮澤は、今一番人気のアイドルグループのひとりによく似ていると評判なのだ。

　大学時代も、ゲイでさえなければと周囲の女の子達がよく悔くやしがっていた。

　その女性上司にかなり辟へき易えきしている宮澤が、微びに入り細さいに亘わたってセクハラでの苦労話をする。

　聞き役に回った直己は、大変だねぇと律りち儀ぎに相づちを打った。

　タカシを捜さがすために何度もこの街に足を運び、フロートにも通い慣れたこともあって、直己はこの店の中でかなりリラックスできるようになっていた。

　それでもひとりのときはそれなりに気を張る必要があるが、宮澤と一いつ緒しよなら平気だ。

　カウンターに並んで立ち、寄り添そうようにして仲良く話すふたりは、傍はたから見るとカップルのように見えるらしく、話しかけられる率がぐっと下がるからだ。

　ひとしきりお互たがいの近況や愚ぐ痴ちを話し合い、ふと話題が途と切ぎれた瞬しゆん間かん、

「ろくでなしのアル中に絡からまれたのって、確か君よね？」

　カウンターの中から、おねえ言葉のバーテンダーが話しかけてくる。

　直己が頷うなずくと、「あいつ、もうこの街には当分来れないから安心なさい」とのこと。

　以前からこの近辺でトラブルばかり起こしていたあの酔よっぱらいは、つい最近本当に警察沙ざ汰たになる真似まねをしでかして、駆かけつけた親族からアルコール依い存ぞん症しようの治ち療りようができる病院に放り込まれたのだ。

「そうですか」

　家が酒屋だから、子供の頃からアルコール依存症患かん者じやの姿を見かける機会が何度かあった。

　あの酔っぱらいはひとめ見ただけでそれとわかるほど症状が進んでいたから、迷めい惑わくをかけられた相手とはいえ、治療をはじめたと聞いてちょっとだけほっとする。

「あいつ、なにしでかしたんだ？」

「飲み逃にげと暴力行こう為いよ。前後不覚で店から出ようとしたところを店員に止められて、大暴れしちゃったんですって」

「マジ迷惑な奴やつだな。あんなクソ、二度と外に出てこなきゃいいのに」

　自分が教えた店で、直己があの酔っぱらいに目をつけられたことをずっと気にしてくれていた宮澤が、吐はき捨てるように言う。

「そう言うなよ。アルコール依存症のせいで凶きよう暴ぼう性が増しているだけなんだ。なおったら、少しはマシになるかもよ」

　直己がちょっと困った風に首を傾げたら、がばっと宮澤が抱きついてくる。

「直己はマジ優やさしいよなぁ。俺、おまえのそういうところ大好きだ。愛してるぞ」

「はいはい、どうもありがと」

　酔うといつも言われる台詞せりふだけに、直己は軽く受け流してぽんぽんと宮澤の腕うでを叩たたいた。

「ちぇ、相変わらずつれねぇの。──あの酔っぱらいから助けてくれたって色男をまだ諦あきらめてないのかよ」

　軽く唇くちびるをとがらせた宮澤は、直己に巻き付けた腕をほどいて改めて肩かたに手を置いた。

「あ、え～っと……あの人のことならもういいんだ」

「お！　やっと諦めたのか？」

「いや、そうじゃなくて……。その……どこの誰だれだか、偶ぐう然ぜんわかっちゃってさ」

　友達相手でも、実は就職先の社長でした、なんてことは言えない。

　貴史が自分の性せい癖へきを周囲に知られていなかったら、まずいことにもなりかねないから……。

「まさか再会したのか？」

　宮澤がグイッと暑苦しい顔を寄せてくる。

「再会……っていうか、一方的に俺が見かけただけ。向こうは俺には気づいてないよ」

（もう死んでると思ってるかもしれないし……）

　自分が余よ命めい幾いくばくもないと勘かん違ちがいした件に関しては、恥はずかしいので宮澤にも内ない緒しよだ。

「で、どうすんだよ。アプローチするのか？」

「まさか。それ以前の問題があるし」

　またまたグイッと暑苦しい顔を寄せられて、鬱うつ陶とうしくなった直己は思わず手の平でその額を押し戻もどそうとした。

　が、不意に宮澤の姿が消え、直己の手はスカッと空くうを切る。

「──え？」

　びっくりして振り向くと、宮澤の襟えり首くびを摑つかんで立つ噂うわさの主、貴史の姿がそこにあった。

「な、なんでこの店に？」

　我が目で見たものが信じられない。

　直己は、意味もなく何度も瞬またたきを繰くり返した。

　再会を求めてこの街に通いはじめてすぐ、この店のバーテンダー達にも事情を話して、貴史を見かけたことはないかと聞いてみたが、誰もが首を横に振ったのだ。

　金持ちっぽい人だったのなら、こういう庶しよ民みん派の店じゃなく、敷しき居いの高い会員制の店に通ってるんじゃないかと言われて、それもそうかと思っていたのだが……。

（いや。今はそんなのどうでもいい）

　細かいことは後回しだ。

　目の前に立つ、夢にまで見た魅み力りよく的な姿に直己のテンションは一気に上がった。

「……タカシさん」

　ただこうして再会できたことが嬉しい。

「ちょっ、おい、直己！」

　再会の驚おどろきと感動でうっとりして我を忘れていた直己は、馬ば鹿か力ぢからの貴史から襟首をつり上げられ、身動きできずに苦しそうにジタバタしている宮澤の声でハタと現実に返った。

「こいつ、おまえの知り合いか？　なんとかしてくれよ」

「うん。──あの、放してやってください。俺の友達なんです」

「友達？」

　直己の言葉に、貴史は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

「大学からの友達で……。あの、彼がなにか失礼なことでもしたんですか？」

「した。かなり不ふ愉ゆ快かいだな」

「え、あ、すみません！　なにをしたかはわからないけど、こいつちょっとだけ口調は荒あらいけど、悪気のないすごくいい奴なんです」

　許してやってください、と深々と頭を下げる。

　直己が顔を上げると、貴史は不機嫌そうに息を吐はいた。

「もういい。──一緒に来い」

　宮澤の襟えりを放した貴史は、直己の飲み代のつもりなのか懐ふところから出した一万円札をカウンターに放ほうり投げると、直己の腕を摑んで引っ張り店から出ようとする。

「ちょっ、待てよっ！　直己になにすんだ！」

　解放された宮澤が慌あわてて直己を取り戻そうとして追いすがる。

　直己は引きずられるようにして歩きながら、そんな宮澤に「大だい丈じよう夫ぶ。心配ない。また連れん絡らくするから」と早口で説明して安心させるように笑いかけた。




　店の外に出てからも、貴史は直己の腕から手を離さなかった。

　乱暴にタクシーに押し込まれてやっと腕を解放されたが、隣となりに座った貴史はこっちを見ようともしないし口もきかない。

（すごい不機嫌そう）

　はじめて会った日は始終余よ裕ゆうの態度で大人の笑えみを浮うかべていたから、この態度に直己はかなり戸と惑まどっていた。

　苛いら々いらを隠かくさないし、仏ぶつ頂ちよう面づらで無言を通したりとまるで別人のようだ。

（会う度たびに印象変わるな）

　余裕のある遊び人と、クールなエリート、そして今は短気で乱暴な男。

　今の態度は贔屓ひいき目めに見てもあまりいい男の部類には入らないと思うのに、それでもどきどきしている自分がいる。

　苛々して、眉み間けんに皺しわを寄せているその顔さえ素す敵てきに見えてしまうのだから困ったものだ。

（こんなに早く、ふたりきりになれる機会があるなんて思わなかった）

　なんといっても自社の社長。

　一夜を共にしたとはいえ、馴なれ馴れしく話しかけていい相手じゃない。

　直己からすれば雲の上の人だから、再会したとしても距きよ離りを置かれると思っていたのに……。

（……嬉うれしい）

　なぜ不機嫌なのかがわからないのは不安だ。

　それでも、こうして側そばにいられるだけで心が浮き立つのは恋こいをしているからなんだろう。

　直己は、恋は盲もう目もく状態の自分がなんだかおかしくてこっそり微笑ほほえんでいた。







「もうじき死ぬんじゃなかったのか？」

　前回使ったのと同じホテルの部屋に連れ込まれてすぐ、怖こわい顔をした貴史に聞かれた。

「えっと……実は違ちがったみたいで……」

　あれは、ただの早とちりの勘違いだった。

　そうはっきり打ち明けるのがどうにもこうにも恥ずかしくて口ごもっていると、貴史は軽く舌打ちをした。

「こっちは君がひとりで死の恐きよう怖ふに怯おびえてるんじゃないかとずっと心配していたってのに……。入社式で君の姿を見つけたときは本気で驚いたよ」

「あんな人数の中から俺のこと見つけてくれたんですか？」

　ずっと気にかけてくれていたことや、あの広い会場の中で見つけてもらえたことが嬉しくて、直己はぱあっと明るい表情になる。

　それを見た貴史は、逆にむっとしたようだった。

「誰もが皆みんな、姿勢を正して話を聞いている中、君ひとり俯うつむいていたから目立ったんだ」

「ああ、あのとき……」

　貴史が本当に雲の上の人だと知って、本気でがっかりして俯いてしまったのを見られていたらしい。

「普ふ通つうに座ってられないぐらい体調が悪いのかと心配して、体力的に大変な営業よりは屋内にいられる庶しよ務むのほうがいいだろうとわざわざ変へん更こうしてやったのに」

「ああ、急に変更になったから驚いてたんですけど、そういうことだったんですか」

（心配してくれてたんだ）

　結果的に噓うそをついてしまったことは申し訳なかったけど、自分の存在が忘れられることなく貴史の心の中に生き続けていたことがすごく嬉しい。

「そうだ。だが、庶務課長の話ではどこも具合が悪くないらしいな」

「そうなんです」

　お蔭かげ様さまで健康です、と基本的に吞のん気きな直己は、照れ隠かくしに思わずにっこり。

　それを見て、貴史はまた舌打ちをした。

「詳くわしい話を聞いてやろうと思って、この俺があんな安っぽい店にわざわざ足を運んだっていうのに、働くようになってはじめての週末に男あさりとはね」

「男あさりだなんて……。宮澤はただの友達ですよ」

　直己は慌てて否定した。

「どんな友達なんだか」

　それはもちろん、大学生活で得た、たったひとりのゲイ友達だ。

　直己がそう説明する前に、貴史に腕うでを摑まれベッドに突つき飛ばされた。

「あの……どうしたんですか？」

　突とつ然ぜんのことにびっくりして起き上がろうとしたが、貴史にあっさり上から押さえ込まれる。

「タカシさん？」

　名を呼んだ途と端たん、身体からだを押さえる手の力が増した。

　痛いぐらいの力で押さえ込まれて、直己の背筋にぞくぞくっと電流のような感覚が走った。

　それは恐怖とセクシャルな甘やかさが入り交じったような微び妙みような感覚だ。

（マゾっ気はないんだけど……）

　それでも、自分を見下ろしている貴史の怒いかりが混じった表情が嬉しくて仕方ない。

　貴史がこんな風に怒りをぶつけてくるのは、その心の中に自分への何らかの想おもいがあるからに違いないからだ。

　本当に忘れ去られていなかったのだと確かく認にんできて幸せな気分にもなる。

「俺、男あさりなんてしてません」

　直己は嬉しい気持ちのまま、その顔に素す直なおな笑みを浮かべた。

「タカシさん以外の男は、今も知らないままですから」

「口だけならなんとでも言える。……君は俺を最悪な形で騙だました」

　信じられないな、と貴史が上から睨にらみつける。

（仕方ないか……）

　勘かん違ちがいしていたとはいえ、直己が噓をついたのは事実。

　余命が残り少ないという言葉を信じて、真しん剣けんに心を痛めてくれた貴史にとっては、それは許し難がたい行こう為いに違いない。

「だったら、タカシさんが自分の手と目で確かめてみてください。──俺、疚やましいことなんてなにもないから……」

　両手を伸のばして柔やわらかな髪かみに指を差し入れ、そうっと引き寄せる。

　貴史は直己を押さえ込んだままゆっくりと近づいてきて、その表情を探さぐるようにじっと見つめながら、その唇くちびるに唇で触ふれた。




　乱暴に服をはぎ取られ、全身くまなく触れられ情交の跡あとがないかと探られる。

　貴史は馬ば鹿か力ぢからだけに、容よう赦しやのない力で腕うでや足を摑つかまれるとけっこう痛い。

「……っ……くっ」

　我が慢まんしきれなくなった直己が思わず呻うめくと、貴史は直己から手を離はなした。

「自分で尻しりを広げて見せろ」

「え？」

「使った後がないか確かめてやる」

　見せろ、と有う無むを言わさぬ調子で促うながされた。

（は、恥はずかしい）

　あの夜、すでに貴史の目に晒さらされてはいたが、さすがにこんな形でじっくりと観察されたわけじゃない。

　恥ずかしかったが、どうしても信じてもらいたいから、直己は羞しゆう恥ち心しんを堪こらえて膝ひざ立ちになり、貴史に背中を向けて、両手でお尻を摑んで広げてみせた。

「それじゃ見えない」

　ぐいっと腰こしを摑まれて引き寄せられ、体勢が崩くずれた直己はばふっとベッドに顔を埋うずめた。

「……あっ……」

　突き出すような形になったお尻を貴史の指が撫なで、そしてそのまま指を入れられる。

「……っ」

　あの夜から三ヶ月以上、自分でもいじったりせずにいたこともあって、たかが指一本とはいえなんの潤じゆん滑かつ剤ざいもないまま突き入れられては、さすがにそこの肉が引きつれて少し辛つらい。

　直己は思わず息を吞のむ。

「硬かたいな。確かに、ここ最近、誰だれにも開かれていない身体からだだ」

「よかった。信じてくれるんですね？」

　指を引き抜ぬかれ、直己はほっとした。

　すぐに起き上がろうとしたが、貴史に背中を押され、そのままぺたっと俯うつぶせに押さえ込まれる。

「信じたのは、この身体が、ここ最近男をくわえ込んでないってことだけだ」

　さっきの奴やつとは本当にただの友達だったようだな、と貴史が独り言のように呟つぶやく。

（さっきのって、宮澤のことか……）

　肩かたを抱だかれて親しげに話していた姿を見て、少しでも嫉しつ妬としてくれたんだろうか？

　もしそうなら、かなり嬉しい。

　再会してからの貴史の態度の悪さがちょっと不安だったけど、あの機き嫌げんの悪さが嫉妬絡がらみだったとしたら不安どころか嬉しいばかりだ。

「俺、あの夜、タカシさんに一ひと目め惚ぼれしたんです。好きな人がいるのに、他の男と寝ねたりなんかしません。信じてください」

　想う気持ちを必死で伝えようと首を捻ひねって貴史を見つめたが、貴史は不機嫌そうな顔のまま黙だまって眉まゆをひそめている。

（あんまり信じてもらえてないみたいだ）

　自分を見る貴史の目つきからそれをひしひしと感じて、直己は悲しくなった。

　でも、やっぱりこれも仕方ないのだ。

　故意ではないとはいえ、命に関わるような噓をついてしまったのだから……。

（時間が欲しいな）

　直己は、切実にそう思った。

　一度や二度会っただけじゃ、目の前にいる相手のことを理解するなんて無理だ。

　直己自身、貴史のことがよくわからないからこそ、その一挙手一投足に注目して心を痛めたり喜んだりしている。

　自分が決して好んで噓をつくような人間じゃないと貴史に理解してもらうためにも、貴史と一いつ緒しよに過ごす時間が欲しい。

「……あっ……ちょっ……」

　不意にひやりとした感かん触しよくを後ろに感じた。

　次いで、ぬるりと再び指が差し入れられる。

「他の男とは寝ない……か。ここで感じる喜びに慣れたら、そうも言ってられなくなるかもしれないぞ。──ほら、ここ」

「……んあっ！」

　指を増やされ、ぐいっといいところを刺し激げきされて、ぞくぞくっと背筋が震ふるえる。

「気持ちいいだろう？　コツを覚えている奴なら、誰が相手でもこうして君を楽しませてくれるはずだ」

　震えた背中を貴史に撫で上げられ、くたっとあっさり身体の力が抜けていく。

「ここで楽しむ術すべを一度覚えたら、もう元には戻もどれない。ほんのちょっとこうして喜ばせてやるだけで、すぐに思い出してこうして柔らかくなってしまうからな」

「……んんっ……」

　指を増やされ、押し広げるように内ない壁へきをかき回されて、直己はぶるっと震えた。

　あの夜覚えた、身体が疼うずく、という感覚が身の内にあっさり甦よみがえってくる。

「ほら、もうこんなに中がうねってる。──男が欲しくなってきただろう？」

　からかうようなその問いに、直己は素直に頷うなずいた。

「欲しい……です。タカシさんが、欲しい」

「別に俺に拘こだわる必要はない。他に君を喜ばせることができる男は、あの街に行けばいくらでも見つかる」

　貴史は直己の身体からあっさり手を離した。

　すぐに起き上がった直己は、貴史をまっすぐ見つめる。

「俺が抱いて欲しいのはタカシさんだけです」

「そんなことを言っていいのか？」

　貴史は鼻で笑った。

「あんな最悪な形で騙されて、俺は君に怒おこってるんだ。この前みたいに優やさしく抱いてやれるとは限らない。二、三日身動きできない身体にするかもしれないぞ」

　俺の力は知ってるだろう？　とまるで直己を脅おどすように怖こわい笑えみを浮うかべる。

（……すごい）

　その怖い笑みは、直己にとっては脅しにならなかった。

　怖い表情から感じる貴史の男としての色気に、背筋がゾクゾクと震えるばかり。

　それは、なんとも魅み力りよく的な甘い戦せん慄りつだった。

「……平気です」

　直己は貴史の腕に手をかけた。

「タカシさんになら、どんな風に扱あつかわれてもいい。俺、本当にあなたが好きなんです。絶対に後こう悔かいしたりしません。お願いです。もう一度、俺を抱いてください」

　自分が好んで噓うそをつく人間じゃないと知って欲しいし、本当に好きなんだってことを信じて欲しい。

　そのためにも、ここであっさり諦あきらめたくはなかった。

　直己は、お願いします、と摑んでいた貴史の腕に力を込めた。

「……必死だな。そんなに俺が欲しいか」

　満足げにクールな表情で貴史が言う。

　色気を感じさせないその目つきと、理知的なその表情には見覚えがあった。

（入社式で見た顔だ）

　私情を抑おさえ、公人として壇だん上じように上がっていたときの表情。

　自分の感情を読まれたくないのか、それとももしかしたら……。

（俺、試ためされてるのかな？）

　馬ば鹿かにされて怒るか、それとも怯おびえて下手に出るか。

　わざとクールな表情を装って、こちらの人間性を冷静に窺うかがっているのかもしれない。

　だが、直己は、どちらも選ばなかった。

（どうせ、なに言ってもまっすぐ通じないみたいだし……）

　言っても無む駄だなら、大好きだってことをこの身体と行動とで訴うつたえるしか方法はない。

　直己は、拒こばまれ、突つき飛ばされる覚かく悟ごで、貴史のシャツを引っ張ると夢中でキスを仕し掛かけていく。

　貴史は、そんな直己を拒まなかった。

「仕方がないな。もう一度だけ楽しませてやるよ」

（一度だけ、か……）

　でも、応じてもらえただけでも充じゆう分ぶんだ。

　貴史に首の後ろを摑つかまれ、嚙かみつくように乱暴な深いキスをされる。

　息ができないほど幸せだと、直己は思っていた。







　翌朝、目覚めたときには、貴史はもうベッドにいなかった。

「……いたた」

　貴史の姿を捜さがそうとベッドに上半身を起こした直己は、きしむ身体に眉をひそめる。

　昨夜の貴史がひどく乱暴だったのは最初のうちだけ、途と中ちゆうからは出会った日ほどではないにせよ、それなりに優しくしてくれた。

　身体がきしむのは、不自然な体勢で長く責められたことによる単なる筋肉痛だ。

　きしむ身体を強ごう引いんにベッドから引き離はなし、バスルームを覗のぞいてみたが貴史の姿はない。

　部屋に戻ってライティングデスクを見ると、支し払はらいは済ませておく、と貴史からの書き置きがあった。

「もういないのか……。この前と逆だ」

　今度こそ一緒に朝を迎むかえたかった直己はちょっとがっかりした。

　でも、それも仕方ない。

　こちらからお願いして抱だいてもらったのだから、贅ぜい沢たくを言える立場じゃない。

　シャワーだけ浴びて帰ろうと、バスルームに向かう。

　乱暴にされたときに強く摑まれた身体からだにはあちこち痣あざが残っていて、熱いシャワーが少しだけしみた。

（長なが袖そでの時季でよかった）

　襟えり元もとを緩ゆるめたり、袖そでまくりするような時季だったら、色々と不都合が出たかもしれない。

　だが、もし不都合が出たとしても自じ業ごう自得だ。

（元はと言えば、俺の間ま抜ぬけな勘かん違ちがいのせいだし……）

　初対面のとき、貴史は直己の言葉を本当に信じてくれていたのだ。

　もうじき死ぬんです、なんてちょっと現げん実じつ離ばなれした話をそのままそっくり信じたからこそ、あそこまで機き嫌げんを損そこねてしまったのだ。

（そういえば、俺、まだタカシさんにちゃんと謝ってなかったっけ）

　不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、たちの悪い噓をついてしまったことを……。

　再会できたことが嬉うれしくて、会ってすぐは浮かれてばかりいたし、その後は信じて欲しいと訴えてばかりいた。

　信じて欲しいと訴える前に、謝るのが本来の筋だろう。

（次に会えたら、きっと……）

　まず最初に、誠心誠意謝罪する。

　そして次に、できるならまたふたりきりで会える機会が欲しいと頼たのんでみよう。

（好きだってことも、もう一回ちゃんと伝えてみよう）

　貴史は、なんとなくそれすらまだ信じてくれてないような気がする。

　ふたりきりの時間を作ってもらうのが駄だ目めだったとしても、せめて自分のこの気持ちが本物なんだってことだけは信じて欲しい。

（きっと大だい丈じよう夫ぶだよな）

　つき合って欲しいと頼むわけじゃない。

　はじめて会った夜、自分を助けてくれたあの綺き麗れいで力強い姿に一ひと目め惚ぼれした。

　あの優しくて色気のある切れ長の目に見つめられて、どれほど鼓こ動どうが高鳴ったか……。

　そんな気持ちを、ただ貴史に知っていて欲しいだけ。

　誠実に向き合いさえすれば、必ず信じてもらえる。

　直己はそのことを疑っていなかった。
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　庶しよ務む課の仕事で伝票と在庫を持って本社内をうろうろしていたら、入社式で知り合った同期に声をかけられた。

「川島、なんで本社にいるんだ？　営業じゃなかったっけ？」

「いや、それが急に庶務課に配属されちゃってさ」

　へへっと誤ご魔ま化かし笑いをすると、同じ本社勤務なら、今度一いつ緒しよに同期入社の女の子達を誘さそって飲みに行こうと言われた。

「けっこう可愛かわいい子もいるしさ。きっと楽しいぜ」

　な？　と肩かたを抱かれ、にこやかに誘われる。

　この同期は体育会系らしく、スキンシップ過か剰じようなところがあるようだ。

「そうだな」

　ゲイである直己には魅力的な誘いじゃなかったが、とりあえずお愛あい想そ笑いを返してみた。

「っと、まずい」

　突とつ然ぜん、同期が直己の肩から手を離し慌あわてたように首をすくめる。

「ん？」

　直己は振ふり返って、同期の視線の先を辿たどってみた。

　するとそこには、秘書らしき男をふたり従えた貴史がいて、こっちをなにやら剣けん吞のんそうな表情で見つめている。

（──タカシさんだ！）

　はじめて社内で貴史を見かけた喜びについうっかり微笑ほほえみそうになったが、その前に同期にスーツの裾すそを引っ張られた。

「おい、そんなガン見したらまずいって……。仕事中になにやってるんだってどやされんぞ」

「あ、そっか」

　仕事中だったと慌てて気を引き締しめ、同期と一緒に社長である貴史に一礼する。

　それを見た貴史は微かすかに眉まゆをひそめ、そのまま無言で立ち去ってしまう。

（やっぱり、社内じゃ話しかけてくれないか）

　当然のことだが、少しだけ寂さびしい。

「俺、はじめて社内で社長を見たぜ」

　びびったように呟つぶやく同期に、「俺も」と答えながら、直己は去って行く背中を見送った。




　その後、庶務課に戻もどり各部署から送られてきた備品の請せい求きゆう書しよの整理をしていると、秘書課から直己に内線がかかってきた。

　社長が呼んでいるからすぐに社長室に行くようにとのこと。

（さっきの立ち話の件で叱しかられる……ってわけないか）

　大勢の新入社員のうちのたったひとりに、社長が自ら注意を促うながすわけがない。

　きっと貴史個人が、直己を呼んでいるのだ。

（なんの用だろう。……ってか、個人的な用件なんだからまず最初に謝らないとな）

　期待と不安が入り交じった複雑な気持ちで、直己は社長室のドアをノックして中に入った。

　そこは応接間らしき部屋になっていて、控ひかえていた社長秘書が「こちらへどうぞ」とさらに奥の執しつ務む室へと案内してくれる。

「失礼します」

　直己が室内に入ると、背後でドアが閉まる音がする。

　秘書が前室に戻ったことを確かく認にんしてから、直己は深々と頭を下げた。

「申し訳ありませんでした」

「なにを謝ってるんだ？」

　重じゆう厚こうなデスクに座った貴史が、クールな声で聞いてくる。

　直己は、おそるおそる顔を上げた。

「結果的に騙だましてしまったことを、まだ謝っていなかったので……」

　悪気はなかった、自分自身、誤解していたのだと説明しかけたのだが、貴史は鼻で笑ってそれを遮さえぎった。

「もうじき死ぬと勘違いしたと？　思い込みが激しいタイプなんだな」

「……すみません」

　まったくその通りだとは思う。

　夢見がちでロマンチストなせいか、ついつい人生に劇的な展開を求めがちだったりもする。

　自分の間抜けさ加減を好きな人に白状するのは恥はずかしかったが、誤解を解くためにもちゃんと事情を説明したかった。

「反省してます。誤解した原因が色々重なっ──」

「その件はもういい」

　そんな直己の言葉を、貴史は立ち上がりながら苛いら々いらした調子で遮った。

「君は、社内に昔からの知人がいるのか？」

「え？」

「さっき、廊ろう下かで親しげに話していただろう？」

「あ、ああ。さっきの彼なら同期入社なんです」

　入社式のときに席が近かった縁えんで、とりあえずお互たがいに顔と名前を覚えた程度の知り合いだと説明してみる。

「それが、なにか？」

「ただの同期にしては妙みように馴なれ馴れしい態度だったがな」

　直己が首を傾かしげると、貴史は面めん倒どう臭くさそうに「まあ、いい」と吐はき捨てた。

（……なんなんだろ？　これが嫉しつ妬ととか独どく占せん欲よくとかだったら嬉しいけど……）

　でも、それはあり得ない。

　自分が抱だいてやったばかりの相手が、すぐその後で他の男といちゃつくのが許せないとかだったらわかるが……。

（タカシさん、プライド高そうだしな）

　恋れん愛あい感情抜ぬきで、他人と同列に置かれるのが我が慢まんならないとか、そういうところなのかもしれない。

　そんなことをつらつら考えていたら、「こっちに来い」とくいっと指先で呼び寄せられた。

「はい」

　呼ばれるままドアの前から離はなれデスクに歩み寄ると、いきなり腕うでを摑つかまれる。

「──え？」

　なに？　と問う間もなく腕を後ろ手に捻ひねり上げられ、気がついたらデスクに顔を押しつけられていた。

「あ……あの……」

（俺、怒おこらせるようなこと言ったっけ？）

　突然のことに驚おどろきすぎて、思考が追いつかない。

　直己が狼狽うろたえている間に、あっさりベルトを外され、服を下だけ引き下ろされる。

「噓うそ、こ……こんなところで？」

　昼日中の社長室で、尻しりをむき出しにしている。

　そんな非日常の事態に気づいた直己は、羞しゆう恥ち心しんで一気に真っ赤になった。

　いくらなんでも、さすがにここでは無理だともがいたが、力の差は歴然でビクともしない。

「確か、俺に抱いて欲しいと言ったな？　それとも、もう取り消すか？」

　焦あせる直己の耳元で、貴史が言った。

（取り消したら、もう二度とふたりきりで会ってもらえないかも……）

　それは嫌いやだと、直己は身体からだの力を抜いた。

「いい子だ。君は俺だけにそうやって懐なついていればいい」

　腕の拘こう束そくを解いた貴史の両手が揉もみしだくように直己の尻を嬲なぶり、ぐいっと両側に開く。

　なにかで濡ぬれた親指がそこにあてがわれ、両手で開かれむき出しにされたそこにぬるりと侵しん入にゆうしてくる。

「……あっ……」

　その途と端たん、一昨日おとといの夜の甘い感覚を忘れずにいたそこが、びくっと震ふるえた。

　もっと中へと誘い込もうとするかのように、勝手にひくひくと収縮する。

「覚えが早いな。随ずい分ぶんといやらしい身体になってきたじゃないか」

　貴史は楽しげな声で言うと、もう片方の親指もねじり込みさらにそこを両側にこじ開ける。

「入れるぞ」

「え？」

　そんなに急な挿そう入にゆうはさすがに無理だ。

　直己は焦ったが、抵てい抗こうするわけにもいかず痛みを覚かく悟ごして目を閉じる。

　貴史は自らを取り出し、それを手早くしごくと、直己の尻を両手で摑んで開いて強ごう引いんにぐぐっと一気に押し込んでくる。

「っ……ひっ」

　ねじり込まれてすぐ、痛みが走った。

　が、それでも覚悟していたほどの痛みじゃない。

　ほっとして力が抜けると同時に、今度は根本まで押し込まれた。

「……んん……」

　ぞくぞくっと、背筋に覚えのある甘い感覚が走った。

　自分の意志とは関係なく、熱いものをねじり込まれたそこが、押し入ってきたそれを逃のがすまいと逆にうねるように締めつけているのも感じる。

「あ……うそ……」

「っ……、三度目ともなると楽しむコツがわかってきたか？」

　そんな直己の反応をまるで揶や揄ゆするかのように貴史が言う。

「いい感じだ。そろそろ俺の形を覚えてきたようだな」

　そのまま締めていろ、と言って、貴史が激しく動き出す。

「あっ……ああっ……やあっ……」

　強く打ちつけられる度たび、甘い衝しよう動どうに勝手に声が漏もれる。

「馬ば鹿か。声を抑おさえろ」

「はっ……んっ……あ……むり……っ」

　なんとか声を吞のみ込もうとしたが、甘い衝動に搦からめ捕とられた身体は自由が利きかず、どうしても声が零こぼれてしまう。

　微かすかな舌打ちが聞こえ、大きな手で口を押さえられた。

「んんっ……ふ……」

　そのまま激しく揺ゆさぶられると、口を塞ふさがれても抑えきれないくぐもった甘い吐と息いきが零れてしまう。

（……な……んでこんな……）

　昼日中の社長室、下半身だけむき出しにされた状態で口を塞がれ、なんの愛あい撫ぶもないままただ一方的に突つき上げられる。

　性せい欲よく処理のためだけに使われていると露ろ骨こつに感じられる状じよう況きようなのに、なぜかこれまで以上に感じてしまっていることに、直己自身戸と惑まどっていた。

「やっぱりいい。──この顔も身体も、気に入った」

　激しく突き入れながら、貴史がうわずったような声で囁ささやいた。

「これからもこうして抱いてやる。その気になったら呼び出すから、どんなときでも俺を優先しろよ。他の男には絶対に目を向けるな」

　耳元で囁かれた言葉に、直己の胸は軽く痛んだ。

（……やっぱり、これって遊び……なんだろうな）

　ゲイの場合、恋こい人びと関係に特に拘こだわらず、気に入った相手と肉体だけのつき合いを続ける人も多いと宮澤からは聞いている。

　宮澤自身もそうで、決まった恋人はいないが、気楽に呼び出せる遊び相手なら数人いると言っていた。

　直己は、遊び感覚でそういうことをするつもりはなかったのだが……。

（でも、タカシさんが相手ならいい）

　一ひと目め惚ぼれした色気のある瞳ひとみと、はじめての喜びを教えてくれた強い腕。

　はじめて本気で好きになった人に誘さそわれて、拒こばむことなんてできなかった。

　同じ気持ちを返してもらえないのは悲しいが、身体だけでも繫つながっていられるならそれでもいい。

　遊び相手であっても、独占欲らしきものはあるみたいだし……。

「答えは？」

　口を押さえられていた直己は、激しく揺さぶられながら、がくがくと頷うなずくことでその問いに応こたえた。

「よし。いい子だ」

　口を押さえていた手が顎あごを摑み、振ふり向かされてキスされた。

　そしてまた、口を塞がれて激しく突き上げられて……。

「……っ……んんっ……」

（あつ……い）

　強引に追いあげられた身体が熱くてたまらない。

　うちに籠こもった熱を逃にがそうにも、口を押さえられてしまっていて叶かなわない。

（いつか、身体だけじゃなく、心も求めてくれたら嬉うれしいのに……）

　懲こりずにそんなことを考えてしまう夢見がちな自分が、ちょっとだけ切ない。

　胸に秘ひめたその切なさもまた、うちに籠もった熱を上げる一因となり、胸のうちをチリチリと焼いた。

　そしてまた、直己の中で脈動する貴史の熱い昂たかぶりが、直己の熱をさらに上げていく。

　その熱に翻ほん弄ろうされて、思考も理性も一時的に奪うばわれる。

　一方的すぎる行こう為いに戸惑う心も、胸の中の切ない願いも、やがて熱い衝動に吞み込まれて消えていった。




　　　　☆




　その翌日、また直己に新しい辞令が届き、庶しよ務む課から秘書課への異動を命じられた。

（秘書なんて俺にできるかな）

　慌あわただしいねぇと苦笑いする庶務課の人々に見送られ、突とつ然ぜんのことに戸惑いながらも秘書課に行くと、「君の仕事は鞄かばん持もちだから」と新しく指導係になってくれた小こ林ばやしに言われた。

「鞄持ち？」

「そう。俺も三年前にやったけど、ま、ノルマもないし楽な仕事だよ。とりあえず、これに目を通して」

　わけがわからず首を傾かしげる直己の目の前に、小林は大量のファイルをどさっと置いた。

　ファイルの中身は、提てい携けい会社やライバル会社の企き業ぎよう情報や、各おの々おのの会社の役員などの個人情報等々。

「この情報を頭に入れたうえで、社長や重役達のお伴ともをしてもらう仕事だ。そんな心配そうな顔しなくても大だい丈じよう夫ぶ。君がお伴をするのは直接仕事に関係のある交こう渉しようの場じゃなくて、大たい抵ていパーティーや会食なんかの接待の席ばかりだし」

　その手の席では、同行した秘書などのために控ひかえ室が用意されることがある。

　直己の仕事は、そこに顔を出して他企業の秘書達と交流することなのだと小林が言った。

「交流？」

「そう。適当に相手を見つけて世間話してくればいいんだよ。ごくたまに、会社や上司の不満を口にしたり、社内の情報やトラブルなんかを口にするうっかりさんがいるから、そういう情報をこっちに報告してくれればいい」

「スパイしろってことですか？」

「いやいや、そこまでシビアな話じゃない。棚たなぼたを期待してる程度。実際、俺のときも両手で足りる程度しか報告することなかったし……。一年間、適当に上司に同行しただけで、特別手当貰もらえてラッキーってな感じかな」

　有能で仕事に慣れた秘書相手だと緊きん張ちようして対応するが、世間ズレしていない新人相手だとついうっかり気を許してしまうこともある。

　万が一にも、そんなラッキーを拾えればということで、新入社員の中に人ひと懐なつこく純じゆん朴ぼくそうなタイプの人間がいた場合、その仕事を与あたえるのだとか……。

「期間は一年間。新入社員の初うい々ういしさが消えたらお役御免だ」

「その後、俺はまた部署異動ですか？」

「基本的にはそのまま秘書課に残ることになる。でも、希望すればご褒ほう美びで好きな部署に回してもらえると思うよ」

　鞄持ちの仕事は毎日あるわけじゃないから、普ふ段だんは秘書課内で企き画かく立案や集計などの仕事を手伝ってもらうとも小林に言われた。

（まあ、確かに俺はその手の仕事は向いてるかもしれないけど……）

　ちょっとぼうっとして見えるせいか緊張感がないと言われていたし、直己の素す直なおそうな微笑ほほえみは初対面の相手にも好かれやすい。

　警けい戒かいされることなく、他社の社員に話しかけることもできるだろう。

　ただ、やっぱりスパイみたいで気が乗らないし、自分ひとりだけイレギュラーな仕事をさせられるというこの状況はなんだか落ち着かない。

「あ、もちろん、この仕事のことは誰だれにも言っちゃ駄だ目めだからね」

　秘書課の同どう僚りように話すのもＮＧだからと念を押されて、直己はやっぱり落ち着かない気分で頷いていた。







　どうなることかと思ってはじめた仕事だったが、実際にやってみると自分でも嫌いやになるほど順調だった。

　控え室などで一いつ緒しよになった他社の社員達は、社会人一年目の直己にあっさり胸きよう襟きんを開いてくれて色々と情報を話してくれる。

　とはいえ、どこぞの社長が浮うわ気きして妻と別居中だとか、そっちの重役がセクハラで訴うつたえられそうだとか、あっちのご子息とこっちのご令れい嬢じようとの間で縁えん談だんが進んでいるとか、向こうの未成年の息子むすこが補導されたとかのゴシップ系の話ばかりで、まるで奥様達の井い戸ど端ばた会議に混ざっているような気分だ。

　この手の話でもいいんですかと小林に報告すると、上出来だと誉ほめられた。

　ご近所の噂うわさをかき集めているだけのような気がして、直己としては複雑な心境なのだが……。

　そんな中、控え室で自社の社長である貴史の情報を聞かされたりもした。

「おたくの社長さん、バイなんだって？」

「えっ！」

　こそっと耳元に囁ささやかれた情報に、両方いけたのかと直己はびっくり。

　あまりにびっくりしたせいで、「あ、ごめん。ガセかもしれないから今の忘れてくれ」と向こうに慌てられたぐらいだ。

　忘れろと言われても、当然忘れられるはずがない。

　だから、いつものホテルに呼び出されたとき、

「タカシさんってバイなんですか？」

　室内のミニバーで作ったバーボンのロックを貴史に手て渡わたしながら直接聞いてみた。

「どこから聞いてきた？」

「三日前のパーティーのとき、内海グループ系列企業の秘書さんからです」

「内部か……。まったく、まだ諦あきらめてないのか」

　カラン、とグラスの中の氷を揺ゆらしながら、貴史が面めん倒どう臭くさそうな顔をする。

「親しん戚せき一同、俺がゲイだってことを認めたくないらしいな。せめて、バイってことにしておきたがってるようだ」

「タカシさんって、カミングアウト済みなんですか」

「社長に就任する前に……。政略結けつ婚こんの手て駒ごまとしては使えない人材だってことを言っておかないと、後々面倒だからな。ただ、一族が口止めしまくっているようで、あまりおおっぴらにはなってないようだ」

　両親はあっさり認めたのに、親戚一同は往おう生じよう際ぎわ悪くあがいているのだと言う。

（俺も言ったほうがいいのかな）

　今は次じ兄けいの結婚話が出ているところだからまだ大丈夫だろうが、いずれは直己の見合い話が実家のほうに持ち込まれることもあるかもしれない。

　そうなってから、実は……と打ち明けるのと、今のうちからその事実を告げておくのと、どっちがいいか。

（母さんなんかは、すぐに安やす請うけ合いしそうだし）

　勝手に会うと返事をされた後で断るようなことになったら、相手方にも失礼かもしれない。

（こういうこと、タカシさんに相談してみたいけど……）

　遊び相手である自分の立場では、この手の重い相談事はタブーだろうか？

　バーボンを舐なめつつ、そんなことを考えていると、「さっさとシャワーを浴びて準備してこい」と貴史に命令された。

「……はい」

　またか、と少しがっかりしながら、直己はグラスを置いて大人しくバスルームに向かった。




　これからも抱だいてやる、と言われた日から半月ほどが過ぎ、二、三日置きにこのホテルの部屋に呼び出されている。

　その間、貴史は直己の身体からだを求めるばかりで、ゆっくり話をする時間を作ってくれない。

（仕方ないのかな）

　自分は恋こい人びとではなく、身体の関係を求められているだけなのだ。

　話をすることでお互たがいの心理的な距きよ離り感かんを縮めたいとか、相手のことをもっと知りたいとか。自分のことを知って欲しいとか、そんな風に願ってしまうのは贅ぜい沢たくなんだろう。

　はじめて会った日のように、酒を飲みつつ穏おだやかに見つめ合う、ふたりだけの時間が欲しいだけなのだが……。

（仕事も忙いそがしいみたいだし、我が儘まま言えないな）

　秘書課にいると、貴史が普段どれだけ精力的に働いているのかがリアルにわかる。

　こうしてホテルで会うときも、直己が遅おくれてくるのを待つ間を惜おしんで持参した書類をチェックしているくらいだ。

　会ってもらえるだけでも幸せだと思うべきなんだろう。

　こんな風にひとりシャワーを浴びたり、時間をずらしてホテルを出なきゃいけないときは、どうしても寂さびしい。

　それでも、抱かれている間は幸せだ。

　何度も抱かれたことで互いの肌はだは馴な染じみ、喜びを感じる術すべを学んだ身体は与えられる喜びに素直に酔よう。

　ホテルでの逢おう瀬せでは、社長室で強ごう引いんにことに及およんだときのような性急な行こう為いもないし……。

（欲よく深ぶかくなったら駄目だ）

　元々、雲の上の人なのだ。

　こうして目を留めてもらえていることに感謝しないと……。

（でも……いつまで、俺を見てくれるんだろう）

　ちょっとばかり印象的な笑え顔がおのお蔭かげで目を留めてもらえたが、飽あきられればそれまでだ。

　自分程度の存在なんて、掃はいて捨てるほどいる。

　貴史クラスならば、もっとハイレベルな相手を望むことだってできるのだ。

　少しでも長く側に置いてもらうためにも、我が儘は言えない。

　それどころか、飽きられないよう、自分でももっと努力しなきゃいけないのかもしれない。

　直己は抱かれる度たびに確かな幸せを感じているが、貴史はどうだろう？

（ちゃんと満足してもらえてるかな）

　この手の経験値が低い直己は、ベッドの中では貴史に翻ほん弄ろうされてばかりいて、貴史が本当に楽しんでくれているかどうか確かめる余よ裕ゆうがない。

　とはいえ、今は吞のん気きに確かく認にんしてみるより、前向きに少しでもなにか行動したい気分だ。

　バスルームから出た直己は、ベッドで待つ貴史に思い切って言ってみた。

「あの……下手かもしれないけど、今日は俺が口でしてもいいですか？」

　そんな直己の言葉に、貴史は意外そうな顔をした。

「今日は随すい分ぶんと積極的だな。いいぞ、やってみろ」

（よかった）

　許可を得られたことにほっとしつつ、直己ははじめて貴史のそれにちゅっと唇くちびるを寄せた。

　元から咥くわえることに抵てい抗こう感はなく、むしろ、ずっとそれをしてみたいと思っていた。

　それを我が慢まんしていたのは、セックスの際の貴史が主導権を握にぎられるのをあまり好まないような気がしていたからだ。

（思い切って聞いてみてよかった）

　その形や熱さはこの身体でしっかり覚えてしまっているというのに、実際にこんな風に間近で見て触ふれるとなんだかやけにどきどきして緊きん張ちようする。

　震ふるえる指先で軽く扱しごきながら、徐じよ々じよに変化していくそれの形を確かめるようにじっくりと舐なめる。

　滲にじみ出てきた雫しずくを舌先で掬すくい取ってペロリと舐め、湿しめらせた唇で思い切って咥えてみた。

「……んんっ……ふ……」

　唇で扱き、そして舌先で刺し激げきして吸ってみたり……。

　貴史がしてくれたことを思い出しながら、夢中になって丹たん念ねんに愛あい撫ぶした。

「……っん」

　突とつ然ぜん、そんな直己の頭を、貴史が両手で摑つかんで上げさせる。

「へたくそだな。それじゃ全然いけないぞ」

　濡ぬれたままの直己の唇を親指でぬぐいながら、小こ馬ば鹿かにしたような口調で貴史が言う。

　だが、不思議とその目は優やさしい感じがした。

「それはもういい。次は自分で入れてみろ。できるな？」

　ほら、と潤じゆん滑かつ剤ざいを手渡される。

　できないと言うつもりはないが、貴史の目の前でそれをするのがなんだか恥はずかしい。

（いつもしてもらってることなのに……）

　直己は真っ赤になりながら、緊張して震える指先をそれで濡らして、自分でそこを開くべく、おそるおそる触れてみた。

　入り口を探さぐり、不馴れな仕草でそうっと中指を一本差し入れてみる。

　抱かれることに慣れた身体は、ためらいがちなその指をスムーズに受け入れた。

「この期ごに及んで、まだ自分でいじってないのか」

　ぎこちない直己の仕草に、貴史は苦く笑しようしている。

「最近は、自分ではしてないから……」

　再会して以来、さして間を空けずに貴史に抱かれているから自じ慰いの欲よつ求きゆうを感じなかったし、後ろを使って自慰することなんて考えてもみなかった。

（そんなことしたら、逆に切なくなりそうだし……）

　自分の指でどんなに刺激したところで、貴史に抱かれるあの喜びは感じられないだろう。

　隙すき間まなく熱いもので満たされ、強い腕うでで強引に引き寄せられて奥深くまで穿うがたれる。

　あの、たとえようもない満足感。

「……あっ……」

　その瞬しゆん間かんを連想した途と端たん、中に入れた指を熱い粘ねん膜まくがきゅううっと締しめつけた。

　中で指を動かすと、その動きに合わせるように柔やわらかくほぐれ、また締めつけてくる。

　自分の意に反して勝手にヒクつく粘膜は、中に入れたものをもっと奥へと誘さそい込もうとして蠢うごめいているようだ。

（……やっぱり足りない）

　質量も熱も、どちらも足りない。

　強い欲求に駆かられた直己は、貴史の身体を跨またぐとその熱い昂たかぶりに指を添そえ、ゆっくりと腰こしを落としていった。

「……ん……ああ………」

　顎あごを上げ、奥深くまで一気に吞のみ込む。

「……タカシさんの……いい……」

　満たされていく喜びに、熱いため息が思わず漏もれる。

　ゆっくり目を開けると、切れ長で淡あわい色の瞳ひとみがこちらをじっと見つめている。

「……あっ……」

　そのとんでもなく魅み力りよく的で色気のある視線に、ぞくぞくっと背筋が震えた。

　と同時に、昂ぶりを吞み込んだそこがきゅうっと収縮し、直己はまた熱いため息をついた。

「タカシ……さん」

　衝しよう動どうに駆られるまま、両手を伸のばして貴史の頰ほおに触れる。

　肩かたから胸、そして綺き麗れいに引き締まった腹へと手の平を這はわせ、その肌の感かん触しよくを楽しみながら、ゆっくりと腰を揺ゆらして……。

（きもちいい）

　じんわりと染み入ってくるような甘い喜びに、直己は恍こう惚こつとなる。

　甘くとろける身体からはすっかり力が抜ぬけてしまい、くたっと貴史の胸に倒たおれ込む。

「もう降参か？」

　貴史の笑みを含ふくんだ声に頷うなずくと、腰を摑まれ引き抜かれた。

「やっ」

　失った熱さを惜しむ間もなく、ふわっと身体が浮うく。

　一いつ瞬しゆん、上下の感覚を見失った後、身体がベッドに沈しずんだ。

　と同時に、足を抱かかえ上げられ、一気に深いところまで押し込まれていた。

「あっ！……ああっ……」

　激しく何度も突つき上げられ、がくがくと身体が揺れる。

　甘やかだった喜びは、一転して濁だく流りゆうのような激しさで直己を巻き上げ翻ほん弄ろうする。

「や……ああっ……タカシさん、……タカシ……さん……もっと……」

　激しすぎる喜びに我を忘れ、貴史の動きだけを追う。

　直己は、意識を飛ばされそうになりながらも無我夢中で貴史にしがみついていた。




　髪かみを撫なでる優しい手の動きに、ふっと意識が戻もどった。

「……あ」

　終わった後、こんな風に優しくしてもらえたのははじめてのとき以来だ。

　優しく触れる手の平の感触に鼓こ動どうが速まった。

（ああ、俺、本当にこの人が好きなんだな）

　抱だかれている間のあの焼け付くような激しい喜びとは違ちがう、柔らかな幸福感に包まれて直己は知らず知らずのうちに微笑ほほえんでいた。

　だが、自分が本気の恋こいをしているのだと実感した途と端たん、今度は急に胸が苦しくなった。

　恋をしているのは自分だけ、同じ思いを返してはもらえないのだと思い出して……。

　不意に視界が滲んだ。

「なんだ急に……。まさかまた、もうじき死ぬとかって言い出すんじゃないだろうな」

　滲んだ視界の中の貴史は、心なしか心配そうな顔をしているように見える。

「そんなこと、もう言いません」

　手の平で目をかくした直己は、貴史から少し離れて背中を向けた。

「じゃあ、どうしたんだ？　今日は妙に積極的だったし、なにか変だぞ」

「少しだけ寂さびしくなっただけです」

「寂しい？　どういうことだ」

「だから、あの……いつもホテルでしか会えないから……」

　たまに違う場所でも会いたいと告げると、貴史はふっと鼻で笑った。

「なんだ、おねだりか。どこに出入りしたいんだ？　金持ち連中が出入りするような店なら、どこでも顔パスで連れていってやれるぞ」

（顔パスって……）

　一いち見げんさんお断りみたいな、敷しき居いの高い店に出入りしたいわけじゃない。

「特別な場所じゃなくて、もっと普ふ通つうに、その……デートみたいなことをしてみたくて……」

「デート？」

　あまりにも予想外だったのか、貴史は一瞬無防備な顔を見せた。

　その反応に、直己は本気で驚おどろいた。

「あ、いえ。どうしてもってわけじゃないんです。タカシさんが忙いそがしいのはわかってるし、我が儘ままは言いませんから……」

　すみません、忘れてくださいと、慌てて誤ご魔ま化かす。

「いや、次の土曜日なら空いてるぞ」

　だが、貴史はあっさりと言った。

「え!?」

　思いがけない答えに、びっくりした直己はベッドに上半身を起こした。

「俺につき合ってくれるんですか？」

「別にかまわないが」

「ああ、どうしよう。すごく嬉うれしい。──ありがとうございます！」

　思いがけない返事が嬉しくてたまらなくて、貴史の胸に抱きつき嬉しい気持ちのままにっこり笑った。

「その顔、久しぶりに見たな」

　それに釣つられたように、貴史もふっと微笑む。

（俺も……）

　色気控ひかえめ、優やさしさ増量。

　穏おだやかな貴史の微笑みを見るのは、本当に久しぶりだ。

（この顔が一番好きだな）

　薄うすい唇くちびるに浮かぶ色気のある微笑みは素す敵てきだし、隙すきのないクールな視線も格好いいけど、優しくて柔らかな雰ふん囲い気きの微笑みに一番心が惹ひかれる。

　立場上からか、貴史はいつも周囲に気を配り、その場にふさわしい自分を演じているように直己には思える。

　プライベートと仕事では、髪かみ型がたや服装をがらりと変えるのもきっとそのためだ。

　でも、この表情だけはたぶん違う。

　この優しい微笑みは、たぶん貴史の素すの表情に一番近いような気がするのだ。

（単に、俺の願望かもしれないけど……）

　生まれてはじめて本気で好きになった人は、やっぱり優しい人であって欲しい。

　夢見がちでロマンチストな直己は、本気でそう願っていた。




　　　　☆




　土曜日は直己の希望で水族館に行った。

（浮いてるなぁ）

　どうやら貴史は、もっとハイソサエティーなデートコースを予想していたようで、遊び人風でありながらも、ひとめ見て上級クラスの人間だとわかるような出いで立ちだ。

　ロングのスプリングコートを羽織ったサングラス姿で、家族連れの客が多い水族館では確実に浮いている。

　直己はというと、フードつきの薄うす手でのブルゾンにジーンズと至って普通の格好だ。

（普通にデートがしたいって言ったはずなんだけどな）

　どうやら、直己の普通と貴史の普通は、かなり違うらしい。

　ちょっとだけ申し訳ない気分になったが、浮いている本人がまったく気にしていないようなのでよしとする。

　だが、やっぱり子供連れやカップルが多い広い敷しき地ち内をくまなく連れ歩くのも気の毒で、とりあえず今日は本館のみ見学して帰ることにした。

　本館に入り、ペンギンやらホッキョクグマが見られる回かい廊ろう状の通路をふたりで歩いた。

「こういうのを見て楽しいのか？」

「もちろん。ずっと来たかったんです」

　大学時代、友達カップルが某ぼうテーマパークやこの手の水族館などでデートして楽しかったと話してくれるのを、けっこう羨うらやましい思いで聞いていたのだ。

　夢見がちな直己は、いつか自分にも恋こい人びとができたらその人と一いつ緒しよに行こうと決めていた。

（遊園地に連れて行くよりは、こっちのがマシだよな）

　さすがに、この出で立ちの貴史を、可愛かわいらしい着ぐるみキャラクターがうろうろしているような遊園地には連れて行けないし……。

　はしゃぐ家族連れを避さけ順路に沿って進むと、やがて天てん井じようまで届く巨きよ大だいな水すい槽そうに辿たどりついた。

「やっぱり綺き麗れいだ」

　明るい光に照らしだされた鮮あざやかに青い水槽を見上げて、直己はため息をつく。

　パンフレットやテレビなどで紹しよう介かいされているのを何度か見たことがあるが、実物はもっとずっと綺麗だ。

「ああ、見事なものだな」

　隣となりに立つ貴史が同じ感想を抱いてくれたのが嬉しかった。

　水槽の明るさを引き立てるために通路側は明かりが絞しぼられており、けっこう薄うす暗ぐらい。

　隣に立つサングラス姿の貴史を見て、ちょっと不安になった。

「タカシさん、足元大だい丈じよう夫ぶですか？　サングラス外したほうがよくありません？」

　直己の忠告に、貴史は首を横に振る。

「うちの社員に偶ぐう然ぜん出くわさないとも限らないからな」

「ああ、それもそうですね」

　なるほど、ガラッと雰囲気を変えるのは、そういう利点もあるのかと直己は納なつ得とくする。

　確かにこの遊び人風の姿なら、社員に見つかってもクールでエリート然とした自社の社長と同一人物だとは思われないだろう。

　感心しつつ、変装してるんだから大丈夫かもと、おそるおそる貴史に手を差し伸べてみた。

　その手を見た貴史が、「なんだ、この手は」と怪け訝げんそうに立ち止まる。

「この先も薄暗い通路が続きそうだから……。人前で転ぶよりはマシだと思いません？」

　ダメ元で言ってみたのだが、「なるほど」とあっさり貴史は直己と手を繫つなぐ。

（……嬉しい）

　思いがけず恋人っぽいシチュエーションを体験できた直己は、大好きな人と寄り添って歩く幸せに、はにかんだような笑えみを浮かべた。




　帰り際ぎわ、直己は施し設せつ内にある土産みやげ物のショップに立ち寄った。

　子供達がたむろっている売り場にはさすがに近寄りたくないようで、貴史はショップの外で待っている。

　あまり待たせないようにと、直己はサクッと買い物して慌てて戻もどった。

「なにを買ったんだ？」

「これです。可愛いでしょう？」

　貴史に聞かれ、ショップの袋ふくろの口を開けて中を見せた。

　袋の中身は、青いイルカのぬいぐるみだ。

「……こういうのが好きなのか？」

「いいえ、これは姪めいっ子へのプレゼントですよ」

「兄弟がいるのか」

「年の離はなれた兄がふたり。大学時代は親からだけじゃなく兄達にも色々援えん助じよしてもらってたんで、初給料が出たら今までのお礼として、家族みんなにちょっとしたプレゼントを贈おくろうと思ってるんです」

　それと一緒にこのぬいぐるみも贈るつもりなのだと言ったら、いい心こころ掛がけだなと誉ほめられた。

「なにを買うつもりなんだ？」

「実は悩なやんでるところで……」

　初給料を貰もらえても、アパート代に光熱費に食費など諸もろ々もろ引けば自由になる金なんて微び々びたるもの、たいしたものは買えない。

　本好きの父親にはブックマーク、母親には無難にストール、兄達にはなにを贈るべきか……。

「上の兄が、ちょうどタカシさんぐらいなんです。参考までに、日常生活で使うようなちょっとした物を貰うとしたら、どんなものがいいと思いますか？」

「日常生活？　そうだな。腕うで時計やキーケースならどうだ」

「う～ん、ちょっと予算オーバーになるかも……」

　兄達の年ねん齢れいや立場上、彼らに見合ったその手の品を探すとなるとちょっと難しいところだ。

（となると、人目に触ふれないような、家で使うものにしたほうがいいか）

　ひとり悩む直己を見て、貴史が「金を出そうか？」と声をかける。

「え？」

　思いがけない発言に直己は驚おどろいた。

「予算が足りないんだろう？」

「あ、いえ、その……。大丈夫です。ちゃんと自分の身の丈たけにあったプレゼントを選ぶようにしますから」

（……びっくりした）

　まさか、金を出すと言われるなんて思わなかった。

（もしかして、今の俺の発言って、おねだりしてるように聞こえた？）

　ちゃんと初任給でのプレゼントと言ったつもりだった。

　自分で稼かせいだお金で買わなければ意味がないから、その点は大丈夫なはずだが……。

（誤解されてないよな）

　わざとらしく匂におわせて金を要求するような人間だとは思われたくない。

　心配になって隣を歩く貴史の横顔を見上げてみたが、サングラスに隠かくされたその表情を読むことはできなかった。







「夕食はこっちの趣しゆ味みでいいな？」

　駐ちゆう車しや場じように戻って車に乗り込んですぐ、貴史が言った。

　直己が頷うなずくと、まず服を着き替がえろと貴史の行きつけらしきショップに連れて行かれた。

　どうやら、ジーンズ姿で同行されるのは嫌いやらしい。

「これとこれ。あと、そっちのもだ」

　普ふ段だん買い物に行く店とは桁けたが違ちがう値札を見て直己が驚いている間に、貴史が勝手に商品を選んでいく。

　身体からだにフィットしたレザーパンツに、Ｕネックのスレンダーなカットソー、ちょっと派手なベルトに革かわのチョーカー等々、貴史の趣味で揃そろえられた服に着替えさせられる。

（こういう格好はじめてだ）

　鏡の中に映る自分を見て、直己は戸と惑まどった。

　貴史好みの上品な遊び人風スタイル。

　店員は似合うと言ってくれたが、素そ朴ぼくな服装を好むせいか直己はちょっと落ち着かない。

　しかもなぜか、他にも服を何枚かと、ビジネス用の鞄かばんやネクタイ等も買ってもらったようで、着替えた服と一緒に直己の部屋に直接配送してくれる手はずになっていた。

（これって、プレゼントってことなのかな）

　今日の記念に買ってくれたのだろうか？

　お願いしてデートしてもらっている身としては、なんだかむず痒がゆい感じだ。

「色々買ってもらっちゃってすみません」

　ありがとうございます、と微笑ほほえんでお礼を言うと、礼には及およばないと言われた。

「連れ歩くなら、それなりに着き飾かざってもらわないとつまらないからな」

（あっと、そうか……。俺って、貴史さんの好みとは違うから……）

　遊びに行くときの貴史の服装から考えるに、どちらかというともっと華はなやかで派手なタイプのほうが好みなんだろう。

　自然体を好むのんびりした直己とでは、明らかに違う。

　直己は少ししょんぼりしたが、

「元はいいんだ。もっと磨みがかないともったいないだろう」

　次いで聞こえてきた貴史の言葉に、あっさり復活。

（そっか。顔自体は好かれてるんだっけ）

　それなら、まだまだ努力する余地はある。

　これからも、こんな風に連れ歩いてもらえるよう頑がん張ばろう。

　直己は、店内の鏡に映った見慣れない自分の姿に小さくガッツポーズをしてみた。




　その後、連れて行かれた貴史のお気に入りだというレストランは、やっぱり直己にとってははじめて見るような豪ごう奢しやな店だった。

　洋館を改造したスタイルのフランス料理店で、中庭に面したゆったりした個室に通された。

「俺、こういう店はじめてです」

　田舎いなかにいた頃ころに行ったことのあるフランス料理店とはレベルが桁けた違ちがいだ。

　一通りマナーは知っていても、どうしても緊きん張ちようしてしまって仕草がぎこちなくなる。

　料理やワインをサーブしてくれた妙みように姿勢のいいウエイターが部屋から出ていった途と端たん、なんだかほっとして肩かたの力が抜ぬけた。

「そんなに緊張することはない。フロア席には一いつ般ぱん客きやくだっているんだから」

　そんな直己に切れ長の目を細めた貴史は、様になる仕草でワインを口にした。

（ああ、格好いいなぁ）

　生まれながらの上品な仕草が身についている余よ裕ゆうのあるその態度に、直己はぼうっと見とれ、ため息をつく。

　美人は三日で飽あきるなんて言うけど、そんなの噓うそだ。

　貴史が見せる色気のある仕草を何度見ても、飽きるどころか魅み了りようされるばかりだ。

「食べないのか？」

「あ、いただきます」

　ぼうっと見とれてしまっていた直己は、慌あわてて料理に手をつけた。

　サーブされる料理もワインも、すべて本当に美味おいしい。

（こういうのがタカシさんの好みなんだ）

　普段の日常生活から、生活のレベルがまったく違う。

　本当に雲の上の人なんだなぁと、改めて思い知らされる。

　肉料理が運ばれてきて、二本目のワインが開けられた。

　サーブしてくれたウエイターが消えた後、直己はふと沈ちん黙もくが気になった。

（さっきから、あんまり会話してないな）

　直己は本来聞き役に回るほうで、自分から話題を振ふることはあまりない。

　沈黙もさして気にならないのだが、貴史はどうだろう？

　この場合は、自分が話しかけて貴史を楽しませるべきなんだろうか？

　不安になって貴史を見ると、貴史は中庭に視線を向けていた。

「ここは、季節に応じて少しずつライトアップの色や位置を変えているんだ」

　直己の視線を感じたのか、中庭を眺ながめたまま貴史が口を開く。

　中庭に植えられた沢たく山さんの植物達の一番綺き麗れいなときを、ごく自然に客の目に触れさせ、楽しませるように工く夫ふうされている。

　それを見るのが楽しみなのだと、貴史は言う。

「しかも、そういう趣しゆ向こうを凝こらしていることを店側は一いつ切さい公表していない。なかなか粋いきだとは思わないか？」

「そうですね」

　店側のそういった心づくしを、ごく自然に受け取れる素養を持っている貴史もまた粋だと、直己は思う。

　きっと、今のこの沈黙も貴史は気にしていない。

　むしろ、いま無む闇やみに話しかけたりしたら興を削そぐことにもなりかねない。

（……よかった）

　とりあえず今は、特に意識しなくとも貴史の好み通りにふるまえているようだとほっとした。

　その後も、運ばれてきた料理の感想を互たがいに口にする程度で、静かな時間が流れた。

　ふと視線を感じて顔を上げると、こちらを眺めている貴史と視線が絡からんだ。

　その途端、直己はびくっと微かすかに身体を震ふるわせる。

　こちらを見るその表情が、中庭を眺めていたそれと同じように見えたせいだ。

（ああ、でも仕方ないのか）

　貴史は、この顔や身体を気に入って側そばに置いてくれているのだ。

　気に入った庭を眺めるのと同じ感覚で、こちらを眺めるのは当たり前。

　自分は恋こい人びとではないのだから……。

「君は綺麗な食べ方をするんだな」

「そうですか？　特に意識してなかったけど……。もしそうなら、きっと父の影えい響きようですね」

　母親は機き関かん銃じゆうで、しかも三人兄弟ともなると、子供の頃の家はそりゃもう賑にぎやかだった。

　食しよく卓たくも同様に賑やかだったが、兄弟の中で直己だけが、成長するにつれてひとりおっとりと食事していた父親と同じペースで食事するようになっていたから……。

　直己がそんな思い出話をすると、「母親が機関銃？」と貴史が怪け訝げんそうな顔になる。

「あ、機関銃みたいに話すってことです」

「それはすごいな」

「タカシさんのお母さんは、どんな方ですか？」

「典型的な鼻持ちならない金持ちの奥方だよ。偏へん見けんに凝り固まっていて、実の息子むすこがゲイだと知った途端、手の平を返したように冷たくなった」

「それは……辛つらいですね」

「気にしちゃいないさ。元々母とはあまりうまくいっていなかったし、父は理解者だからな。それに大学進学と同時に家を出ていたから実害もない」

　貴史が軽く肩をすくめる。

（本当かな）

　もしも自分が母親に背を向けられたら、と想像しただけで直己は悲しくなる。

（たぶん、家うちは大だい丈じよう夫ぶな気がするけど……）

　しばらくして、デザートが運ばれてきた。

　ウエイターが消えると、

「引っ越こさないか？」

　唐とう突とつに、貴史が言った。

「え？　俺がですか？」

「そうだ。会う度たびにいちいちホテルの部屋を押さえるのも面めん倒どうだ。会社近くに遊んでいる持ち物件があるから、そっちに移動してくれないか」

　そっちを使ったほうが人目につく危険も減るだろうし、と貴史が言う。

（俺のアパートで会う……のは駄だ目めなんだろうな）

　少々広めとはいえ、木造のワンルームは貴史の好みではないだろう。

　この店に来るために服を買ってくれたように、貴史は自分のグレードを下げるような真似まねはしない。

（俺がタカシさんの部屋に行ってもいいのに）

　どんなに夜遅おそくても、距きよ離りがあったとしても、貴史に会えるのなら苦にならない。

　喜んで出で掛かけて行くのだが……。

（それじゃ、駄目なんだろうな）

　はじめて会った日、直己は本名を名乗らない貴史の危機管理意識に感心した。

　これもそれと同じこと。

　恋人ならまだしも、ただ身体からだの関係だけの遊び相手をプライベート空間に招き入れるつもりになれないのは当然だ。

（そこは仕方ない。……もっと、いいところに目を向けなきゃ）

　ただの遊び相手の自分に、わざわざ部屋まで用意してくれた。

　ある意味、特とく別べつ扱あつかいしてもらえたのだ。

　ここは喜ばなきゃ噓だ。

「引っ越したら、一いつ緒しよにいられる時間も増えるんですよね？」

「もちろん。──どうかな？」

「すぐには無理ですけど、なるべく早く引っ越せるようにします」

　貴史に聞かれて、直己は頑がん張ばってにっこりと微笑ほほえんだ。
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「それであっさり辞やめちゃったのか」

「まあな。さすがにもう限界」

　週の半ば、内海グループ関連の仕事で貴史が今週いっぱいニューヨークに出張中で、ひとりで暇ひまだった直己は、宮澤に呼び出されるままフロートに遊びに来ていた。

「あそこまでやられたら、なんか言い訳するのも面倒になっちゃってさ」

　セクハラを仕し掛かけてきた女性上司のしつこさに辟へき易えきした宮澤は、サクッと彼女を追い払はらうべく自分はゲイだと直接カミングアウトしたのだそうだ。

　だが、それが逆に彼女のプライドを傷つけてしまったらしい。

　会議室でふたりきりになったとき、彼女はいきなり自分で自分の服を乱して部屋から駆かけだして行き、宮澤にレイプされかかったと周囲に訴うつたえたのだ。

　女性上司のほうが宮澤に熱を上げていたのは周知の事実だが、困ったことに現場に駆けつけた人々の目には宮澤が襲おそったようにしか見えなかった。

　社内でのトラブルを早めに解決したがった会社側は、未み遂すいなんだから警察沙ざ汰たにしないようにと彼女を宥なだめる傍かたわら、事情も聞かずに宮澤を悪者にして解かい雇こだと頭ごなしに罵ば倒とうした。

　それで、宮澤は切れてしまったのだ。

「会社側にカミングアウトするわけにいかなかった？」

　女に興味がないのだとはっきりさせれば、彼女の狂きよう言げんだと信じてくれる人も出てくるだろうと思ったのだが、宮澤は面めん倒どう臭くさそうに肩かたをすくめた。

「事件が発覚してからのあのアホな対応見てたら、あの会社に勤め続けんのが嫌いやんなっちまってさ。あ、でも、カミングアウトはしてきたぜ。同じ部署の同どう僚りよう達に……」

　ゲイの宮澤が女を襲うわけがなく、彼女の狂言なのは明らかだ。

　会社側には伝わらなくとも、その手のゴシップは社内でひっそりと広がるだろうから、いずれ彼女は居い心地ごこちの悪い思いをするだろう。

　せめてもの腹いせだと宮澤が笑う。

　だが、本当にそれでいいのかと、直己は不安になった。

「濡ぬれ衣ぎぬだってはっきりさせておかないとまずいと思うけどな」

　自主退社ではなく解雇、しかもその理由がレイプ未遂。

　そんな経歴がついてしまっては、この先の就職に影響が出るのは確実だ。

　カウンターに並んで立つ宮澤の顔を見つめながら直己がそう指し摘てきすると、どうやらそこまで考えていなかったらしい宮澤は頭を抱かかえた。

「それも、そうか。……うわっ、俺って実は馬ば鹿かじゃん」

「まあ、仕方ないよ。……頭に血が上ってたんだろうし」

　宮澤はカッとしやすい性格だし、プライドも高い。

　そのせいで周りが見えなくなっていたんだろう。

　今からでも遅くないから、とりあえず濡れ衣をはらす努力だけはしたほうがいいんじゃないかと直己が勧すすめたら、気まずそうに頷うなずいていた。

「俺のことはいったん置いといて。──で、おまえはどうなってんだよ」

　二杯はい目のビールをぐぐっと一気飲みして気分を変えた宮澤が、直己に話を振ふってくる。

「俺？」

「この間のあの乱暴な気き障ざ男のこと。大丈夫って言ってたけどさ、ホントに大丈夫なのか？」

　以前、貴史からまるで猫ねこの子のように襟えり首くびをつまみ上げられた宮澤は、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

　あの後、宮澤とはメールで何度かやり取りして、あの人が危ないところを助けてくれた直己の一ひと目め惚ぼれの相手で、決して悪い人じゃないと説明したのだがあまり信用していないらしい。

（まあ、無理ないか）

　宮澤は、貴史の短気で傲ごう慢まんそうな顔しか見ていないのだから……。

「大丈夫だよ。まあまあ、うまくいってるし」

「うまくって、もしかして定期的に会ってんのか？」

「うん。週に二、三回は会ってる」

「二、三回って……。つき合ってるってことかよ？」

　グイッと暑苦しい顔を寄せられて、直己はちょっとのけぞった。

「つき合ってるっていうか……。その……大人のつき合い？」

「なんだよ、それ」

「だから、あの……前に宮澤が言ってたような、身体だけの関係っての？　そんな感じ」

「……マジで？」

　思いっきり眉まゆ根ねを寄せた宮澤に、直己は頷いてみせた。

「そいつに一目惚れしたんだって言ってたよな？」

「うん」

「今も好きなのか？」

「もちろん」

　迷わず頷く直己を見て、宮澤はムスッとふて腐くされた顔になる。

「向こうはおまえのことどう思ってんだよ？」

「まあ、それなりに気に入ってるから会ってくれてるんだと思うよ」

　直己は曖あい昧まいな返事をした。

（顔と身体は……だけど……）

　だから週に何度も呼び出してもらえるんだし、部屋も用意しようとしてくれてるんだろう。

「あ、そうだ。今度、引っ越こすんだ。俺のためにマンション用意してくれるんだって」

　引っ越し費用の目め処どが立ったらだけど、と直己が告げると、宮澤はくっきりした眉まゆを思いっきりひそめた。

「一緒に暮らすってことかよ？」

「いや、そうじゃなくて、そこに住むのは俺ひとりだよ。いちいちホテル取るより、そのほうが気軽に会えるからって」

「なんだよ、それ。──おまえ、囲われ者にでもなるつもりか？」

「や、やだなぁ。そういうんじゃないよ」

「俺にはそうとしか思えねぇけどな。そいつが用意したマンションで暮らすってことは、そいつの管理下に入るってことじゃねぇの？　でもって、遊びにも行けず、そいつが訪ねてくるのを待つだけの生活を送るんだ」

「そんなこと……」

　ないよ、とは言い切れなかった。

（自分を優先しろって言われてたっけ）

　貴史のマンションに移動したら、確かに今まで以上に貴史優先の生活を送ることになるのかもしれない。

（でも、そうしたほうが会える時間は増えるはずだし……）

　貴史の側そばにいたいと願っているのは自分なんだから、少しぐらいの不自由には目を瞑つぶれる。

　間ま違ちがってはいないはずだった。

「──気に入らねぇな」

　宮澤はムスッとしたまま、口ごもってしまった直己をまっすぐ見つめた。

「なにが？」

「おまえのやってることがだよ。──自分がなにやってるかちゃんとわかってるか？」

「なにって……。そんな不機嫌そうな顔されるようなことはしてないだろ」

　この街で遊ぶお仲間の中には、一対一の恋こい人びと関係に特に拘こだわらず、気に入った相手と肉体だけのつき合いを続ける人が多い。

　そう教えてくれたのは宮澤だ。

　宮澤自身もそうだと言っていたのだから、直己がこれでいいと割り切っている以上、文句を言われる謂いわれはないと思うのだが……。

　直己がそう言うと、宮澤はちょっと悲しそうな顔になった。

「確かに俺はそうだけどさ……。ぶっちゃけた話、ちゃんとつき合える相手を見つけるのが難しいから簡単なほうに流れてるだけで、好きで遊んでるわけじゃねぇんだって」

　ノーマルに比べればゲイの絶対数は少ない。

　その少ない中から本気の相手を見み出いだすのは現実的には難しいから、気の合う遊び相手でお茶を濁にごしているだけ。

　本気でつき合える相手がいるに越したことはないと宮澤は言う。

「まあ、俺の貞てい操そう観念が薄うすいのは事実だけどさ……。でも、おまえは違ちがうだろ？　遊び感覚でなら、誰だれともつき合わねぇって言ってたじゃねぇか」

「言ったけど……。でも、この場合は仕方ないし」

　こっちは本気で好きでも、向こうはそうじゃないのだから……。

「側にいられるだけでも幸せだから、遊びでもいいんだ」

　嚙かみしめるように直己が言うと、宮澤はため息をついた。

「幸せだって顔には見えねぇけどな」

「え？」

「仕方ないって諦あきらめてる時点で、それ、もう幸せじゃねぇよ。それにさ、遊びなのは向こうだけで、おまえは本気なんだろ？」

「そうだけど……」

「そのこと、向こうも知ってるんだよな？」

　直己が頷くと、宮澤はまたため息をつく。

「だったら、全然俺とは違うって……。俺の場合、お互たがい割り切った関係だし……。──直己はさ、遊んでんじゃねぇよ。都合良く遊ばれてんだ」

　宮澤の言葉は、直己の胸にサクッと刺ささった。

「そんな……」

　そんなことはない、ちゃんと割り切っているつもりだ、とは言えなかった。

　遊びの関係でもいいと受け入れたのは、直己が貴史を好きだったからだ。

　だから、側にいられるなら遊びの関係でも仕方がないと受け入れた。

　でも、そう。

　直己自身は、決して遊んでいるつもりはなかった。

　いつも、恋こいしてる気持ちだけは本物だったから……。

「向こうは直己の気持ちを知ってるから、その気持ちの上にあぐらをかいて気楽に呼び出しかけてんだろ？　誠実さの欠片かけらもない嫌いやな奴やつじゃねぇか。そんな奴、直己には似合わねぇよ」

「そんなことないよ。……似合わないのは、俺のほうだし……」

　貴史は姿形も社会的な立場もずっと上で、自分から見れば雲の上の人だ。

　口ごもりながらも直己がそう説明すると、「なんでそんなに自分を卑ひ下げすんだよ」と宮澤はまた悲しそうな顔になった。

「そんなんじゃ、おまえを好きだった俺が可哀かわい想そうだろ」

「また、そんな……」

　冗じよう談だんばっかり、といつものようにあしらいかけたが、いつもとは違って真しん剣けんそうな宮澤の顔に言葉が止まる。

「俺からすれば、直己が雲の上の人だったんだぜ？」

　純じゆん粋すいでいつも真面目まじめな直己は、適当に遊んでばかりいた自分なんかが手を出しちゃいけない相手だと思っていたと宮澤が言う。

　自分みたいな軽い奴には決して手が届かない相手だと最初から諦めて、友達でいることを選んだのだと……。

「そんなおまえが一ひと目め惚ぼれしたって言うから、本気で惚ほれたんなら仕方ないって捜さがすのにも協力したさ。……こんな馬ば鹿かげたことになるってわかってたら最初から反対したってのに」

　クソッと吐はき捨てる声が本気で悔くやしそうで、直己はなんだか胸が痛くなる。

「ごめん」

「謝るなよ。俺が今こんな悔しくなってんのは、俺の勝手な気持ちのせいなんだからさ。──俺は、おまえに傷ついて欲しくねぇんだ」

「……このままだと傷つくことになるのかな？」

「なる。ってか、もう傷ついてんだろ？　前はそんな顔してなかったし」

「そんな顔？」

　どんな顔なのかわからなくて、自分の顔に手で触ふれてみたがよくわからない。

　直己が首を傾かしげると、ここ、と宮澤は自分の口元を指差した。

「さっきから全然笑ってねぇぞ。前はどんなときでも、のほほんと笑ってたのにさ」

「そう……だったっけ？」

「そうだ。いっつもおまえがのほほんと笑ってるから、一いつ緒しよにいるとこっちも釣つられていい気分になれてたってのに……。大学でだって、いつも誰かがおまえの側にいただろ？　みんなおまえのそののほほんとした雰ふん囲い気きを気に入ってたんだ。今のおまえを見たら、きっとみんながっかりするぞ。がっかりして、そんで心配するはずだ。いったいなにがあったんだって」

「それは、ちょっと……困るな」

　こんなことで周囲の人に心配をかけたくない。

　意識してなんとか口元を緩ゆるめてみたら、それを見た宮澤は悲しそうに首を横に振ふった。

「全然違うって……。そんなひきつった顔で笑ってんの見たら、余計心配するって」

「そんなこと言われても……」

　無意識で浮うかべていた表情だけに再現するのは難しい。

　どうしたらいいかわからなくなった直己は、ため息をつきながら肩かたを落とした。

　そんな直己を見て、宮澤も困った顔をした。

「ホント、直己は素す直なおだよなぁ。しかも恋れん愛あい経験が少なすぎて駆かけ引きもできないときたら、百ひやく戦せん錬れん磨まの遊び人にかかっちゃいいカモだよ」

「俺って、カモ？」

「だろ？　それも、葱ねぎしょったカモ、カモ葱だ」

（確かにそうか）

　一目惚れしたんです、大好きなんですと、呼び出されるままホイホイと出で掛かけて行って、望まれるまま身体からだを与あたえているのだから……。

　それで一時の幸福感は得られても、本当に欲しいものは決して手に入らない。

　欲しいと望んだら、すべて失ってしまうような気がして、望むものから目をそらして最初から諦めてしまっている。

（……こういうの、俺らしくないか）

　いつだって直己はできる限り誠実に生きてきたつもりだった。

　どんなことにもちゃんと誠実に向き合って、とりあえず真面目に努力した。

　それですべてのことがうまくいくほど恵めぐまれてはいなかったけど、努力したことを後こう悔かいしたことはなかった。

（このまま、ずるずる関係を続けたらどうなるんだろう？）

　顔や身体を気に入ってもらえているだけの自分が、恋人に昇しよう格かくしてもらえる日が来るとは思えない。

　あの日、貴史は直己の微笑ほほえみを気に入って誘さそってくれた。

　それと同じように、いつか自分とはまた異なった魅み力りよくを持つ誰かに目を留める日がくる。

　その日が来たら、新しん鮮せん味みがなくなった自分はきっとお払はらい箱になるのだ。

「……っ」

　その日を想像した途と端たん、胸がチリッと痛んだ。

（……悲しい）

　向こうは遊びでも、こちらは本気なのだから悲しくて当たり前。

　遊びでいいと受け入れたときから、その日が来るのはわかっていた。

　わかっていたけど、その覚かく悟ごが本当の意味ではできていなかった。

　本気だからこそ、想おもいの深さの分だけダメージが大きいってこともわかっていなかった。

（俺、馬鹿だ）

　目の前の幸福を手に入れるために、遠い未来の悲しみから故意に目をそらしていた。

　そんな自分に気づいて、直己は落ち込む。

「まあ、人間、誰だってけっきょくは自分の気持ちが一番大事だもんな。惚れた相手に会いたいって気持ちはわからなくもないさ。でも、ちょっとは周囲に目を向けてくれよ。……おまえが傷つくのを見て悲しむ人間もいるんだからさ」

　宮澤がため息混じりに呟つぶやく。

「……うん」

「とりあえず、愚ぐ痴ちぐらいは聞いてやる。ひとりで煮に詰つまるなよ」

　な？　と宮澤が心配そうにグイッと顔を寄せてくる。

「わかった。心配してくれてありがとうな」

　いつもは暑苦しく感じるその顔が、今日は珍めずらしく温かく感じられた。







（俺、鈍にぶいから気付かなかった。ずっと目が眩くらんでたって……）

　貴史の色気のある魅力的なその姿と、はじめての恋しか見えなくなっていた。

　一目惚れした相手に振り向むいてもらえて、手を差し伸のべられたことが嬉うれしくて、深く考えずにその手を取ってしまった。

　でも今、視界はクリアだ。

　貴史を好きだという気持ちは変わっていないけど、現実が見えてしまった今、このままずるずるとこの関係を続ける気にはなれない。

　いずれは自分がゲイだということを家族みんなにカミングアウトするつもりでいるが、遊びでつき合ってる人がいるだなんてことは決して言えない。

　この人が、自分の大好きな人だと胸を張って紹しよう介かいすることもできない。

　そんな関係はやっぱり駄だ目めだと思う。

　貴史がニューヨークから戻もどったら、直己の引っ越こしの話を具体的に相談する予定になっていたけど、それももう中止だ。

（次にタカシさんに会ったら……）

　今のこの関係は、直己が本来望んでいたものとは違ちがう。

　一対一の誠実なつき合いを望む、そんな自分の恋れん愛あい観かんをきちんと話して、今のままでは続けられないと、正直な自分の気持ちを打ち明けるべきなんだろう。

（そしたら、きっとすぐ終わりにされるだろうな）

　そういうことなら正式に恋こい人びとになろうか？　なんて貴史が言ってくれたら嬉しいけど、その確率は限りなくゼロに近い。

（……言えるかな）

　あの色気のある切れ長の目で見つめられて、薄うすい唇くちびるに笑えみを浮かべて名前を呼ばれたら、気持ちが挫くじけてしまいそうだ。

　もう少しだけでいいから、このままこの人の側そばにいたいと願ってしまいそうで……。

（別れるのって、こんな辛つらいんだ）

　以前、告白してくれた女の子達とつき合ったときは、なんとなくすれ違ったり、うまくいかなくなった頃ころに、向こうから別れようと言われていた。

　彼女達は、直己の心が本当には自分に向いていないことを悟さとって離はなれて行ったに違いない。

　どんな気持ちで彼女達が別れを口にしたのかが、今はじめて理解できたような気がする。

（俺ってホント最低だったな）

　無自覚だったとはいえ自分が彼女達に与えた苦しさを、今こうして追つい体験している。

　これが因果応報ってことなのかと、直己は唇を苦く歪ゆがめた。




　　　　☆




　その週末の帰り際ぎわ、直己は初給料を貰もらった。

　当然ながら銀行振ふり込みなので、手元に届くのは明細の入った封ふう筒とうのみ。

　受け取ってすぐ、手取りでいくらになってるんだろうと、ちょっと浮き浮きしながら封筒を開ける。

　だが、中の紙をちらっと見た直己は、そこに記入された数字を見てフリーズした。

（うそ……だろ）

　そこには、想像していた金額の約五倍ほどの数字が記入されていたからだ。

　よくよく見ると、基本給の他ほかに、なにやら特別手当が数種類含ふくまれているようだ。

（もしかして、鞄かばん持もちの特別手当？）

　だが、それにしては金額が多すぎる。

　鞄持ちの特別手当はどれくらいになるのかと前任者の小林にこっそり聞いてみたのだが、役に立つ情報を仕入れた月に基本給の五割ほどの特別手当が貰える程度だと言われた。

　だったらきっとこれはなにかの間ま違ちがいだろうと、総務課に行って帰り支じ度たくをはじめていた担当者の女性に話をしてみたら、「ちょっとこっちに来て」と誰だれもいない書類倉庫に連れて行かれた。

「駄目じゃない。この特別手当は他の社員には内ない緒しよだって社長から言われてるでしょ」

「え？　あの……どれのことですか？」

　鞄持ちの件？　とこそっと聞くと、違うわよ、と言われた。

「個人的に社長から依い頼らいされて、社長の見合い相手のリサーチしてるって聞いたわよ」

「社長の見合い相手!?」

　びっくりして声を高くした直己に、担当者はしーっと唇に指を当てた。

「お見合い相手じゃなかったの？　てっきりその手の話だと思ったのに」

　その後、彼女が勝手にペラペラ話してくれた情報をまとめたところ、どうやらそのリサーチ対象とやらは直己と同じ大学の同期らしかった。

　調査会社では調べきれなかった。その人物が大学時代に所属したサークル活動の実情を調べるようにと、貴史が個人的に直己に調査を依頼していたのだとか。

（頼たのまれてないし……）

　なんのことやらさっぱりわからないが、とりあえずあの破格の特別手当は、その報ほう酬しゆうだったようだ。

　どうやら担当者は貴史がゲイだのバイだのという噂うわさを知らないらしく、勝手にひとりで誤解して、調査相手ってどういう女性？　と興きよう味み津しん々しんの顔で聞いてくる。

　直己は、言えないんです、すみませんと謝って、そそくさと書類倉庫から逃にげ出した。

（どういうことなんだろう）

　実際にはそんな調査なんて頼まれてないから、受け取るわけにはいかないお金だ。

　でも貴史がそれを指示したと言うのならば、ここで聞いてないと言って騒さわぎになっても困る。

　貴史に直接聞きたいところだが、ニューヨークからの帰国予定は明日だと聞いている。

　忙いそがしいだろうし疲つかれているだろうから、帰って来たとしてもこの週末に会うのは無理だろう。

　時間が空いたときにでも電話をくださいとメールだけして、直己は大人しく家に帰った。







（この週末に電話だけでもくればいいけど……）

　自分の通帳に、得体の知れない金が入っているのは正直言って落ち着かない感じだ。

　貴史から事情を聞いて、もしもなにかの間違いだったり、これは受け取るわけにはいかない金だと自分で判断したら週明けすぐにその金を会社に返金しよう。

　ワンルームのアパートに帰るとすぐ、とりあえずスーツを脱ぬいでラフな格好に着き替がえる。

　ここは南向きの二階角部屋で、窓も多く明るい感じが気に入って、大学入学当時に入居した部屋だった。

　過保護な母親はもっとセキュリティのしっかりしたマンションへの入居を勧すすめたが、そっちは割高だし、女の子じゃないんだからここで充じゆう分ぶんだと断った。

　ワンルームにしてはそこそこ広い部屋で居い心地ごこちもいいから、たぶんしばらくはここに居続けることになるだろう。

「あ～、そういえば食材ほとんどなかったっけ」

　今週は宮澤と会った日以外はずっと自じ炊すいしていたから、日曜日に補給しておいた冷蔵庫の中身がかなり乏とぼしくなっていた。

　逆に貴史に呼び出されていた週は、食材が余ってしまって困ることが多い。

（もしも俺が、タカシさんが用意してくれたマンションに引っ越してたら、俺が作った手料理とか食べてくれたかな）

　こんな関係は止やめようと思っているはずなのに、そんな想像をしてしまう自分が悲しい。

　貴史の存在に目が眩んだままだったら、きっと今ごろ浮うき浮きと引っ越しの算段を考えていたかもしれないが、もうそれもできない。

（ああ、そっか……。もしかしたら、あのお金って引っ越し費用のつもりだったのかも）

　だとしたら、やっぱり受け取れない。

　それに、もし本当に引っ越していたとしても、会社の特別手当としての形で受け取ったりはできない。

　公私の区別はきっちりわけるべきだと思うから。

（タカシさんって、そこら辺適当だよな。会社でもエッチしたしさ）

　ろくな抵てい抗こうもしないまま応じたのは自分だから、貴史ばかりを責めるつもりはないが、そこらあたりのことも、本来の直己の性格からすれば受け入れられない話だ。

　どんだけ目が眩くらんでいたんだかと、直己は鈍にぶすぎる自分を自じ嘲ちよう気味に笑う。

「チャーハンにするか」

　冷れい凍とうしていたご飯を解かい凍とうし、残り野菜を刻む。

　フライパンを温め、ちゃっちゃっとご飯を炒いためていった。

　家を出る前に過保護な母親から一通りの料理を仕込まれたし、大学の四年間、節約のためにずっと自炊してきたから手慣れたものだ。

　味もそんなに悪くないと自分では思っている。

（でも、きっとタカシさんの口には合わない）

　使用人がいるような家で生まれ育った人だから、こんなひなびた家庭料理なんてきっと食べたことないだろう。

　高級なレストランで慣れた様子でオーダーして、ゆったりと過ごす貴史の姿を思い出して、直己は小さくため息をつく。

（最初から、レベルが違ちがいすぎたんだ）

　雲の上の人からひょいっとつまみ上げられ、見たこともない綺き麗れいな場所に連れて行かれて、そのきらびやかな世界に目が眩んでしまっていた。

「そろそろ、地に足をつけなきゃな」

　物もの珍めずらしさに落ち着かず、ただきょろきょろしている時期はもう終わり。

　フライパンを器用に操あやつりながら、直己は自分にそう言いきかせていた。







　土曜日の夜よる遅おそく、携けい帯たいに貴史から連れん絡らくがあった。

　寝ねる準備を整え、ベッドに入った直後の直己は慌あわてて携帯を耳に当てる。

『君からメールしてくるなんて珍めずらしいな。なにか急用でも？』

　耳元で聞くとどうしてもゾクゾクしてしまう落ち着いた甘い声に首をすくめながら、直己は「聞きたいことがあるんです」と答えた。

『なに？』

「昨日が給料日だったんですけど、それに特別手当がついていて」

『ああ、あれか。週末だし、どうせなら会って話さないか？』

　直己の質問を遮さえぎって、貴史が誘さそってくる。

「今から……ですか」

　会えるものなら会いたいが、もう終電は終わった時間帯だ。

　タクシーを使うしかないかと直己がサイフの中身を思い出していると、車で迎むかえに行くと貴史が言い出した。

「帰ってきたばかりで、お疲れじゃないですか？」

『大だい丈じよう夫ぶだよ』

　どこに迎えに行けばいい？　と優やさしい口調で聞かれた直己は、その甘い声にまたしても首をすくめていた。




（ああ、もう駄だ目めだなぁ）

　ちょっと優しい口調で話しかけられただけで、別れの決意がぐらぐらと揺ゆらぐ。

　直己の住むアパートは静かな住宅街にあり、深夜のこの時間帯になると滅めつ多たに車も入ってこない。

　近きん所じよ迷めい惑わくになるのは困るし、場所を説明するのも大変なので、普ふ段だん使っている最も寄より駅の前まで迎えに来てもらうことにした。

　そこならば三十分ほどで着くと貴史に言われて、直己は急いで着替えた。

（これが最後になるかもしれないし……）

　せめて、少しでも好ましい印象を記き憶おくに残しておいて欲しい。

　ちょっと悩なやんだが、以前貴史に買ってもらってまだ一度も袖そでを通していない服を着た。

　柔やわらかな素材の身体からだにフィットしたシャツと黒のパンツ、あの日買ってもらったチョーカーも身につけてアパートを出る。

　時間にはまだまだ余よ裕ゆうがあるのに、会いたい気持ちが先に立ち勝手に早足になってしまう。

　そんな自分に呆あきれながら、直己は人通りもまばらな深夜の街を急いだ。

　駅前に到とう着ちやくして待つこと十分強、土曜日のデートで見たのと同じ外車が直己の前に止まった。

「──待たせたか」

「いえ。わざわざすみません」

　促うながされるまま乗り込むと、膝ひざの上にポンと小さな箱を置かれた。

「これは？」

「お土産みやげだ。安物だがな」

　ニューヨークのチャイナタウンに食事に行った際、偶ぐう然ぜん見つけた品だと貴史が言う。

　走り出した車の中、開けてみろと言われて包装紙を外して箱の蓋ふたを開けてみる。

　中を見ると梱こん包ぽう材に埋うもれるようにして、翡ひ翠すいの彫ほり物らしきものが見えた。

　直己は、ころんと丸いそれをそっと取り出して手の平に乗せた。

「これって……イルカですよね？」

　とろりとした風合いの半はん透とう明めいな翡翠の表面に彫られているのは、楽しげに波間を泳ぐ二頭のイルカの姿だ。

「ああ。ペーパーウエイトにでもしてくれ」

　ショーウインドウに飾かざられているのを見かけて、つい買ってしまったと貴史が言う。

（俺のこと、思い出してくれたんだ）

　水族館でイルカのぬいぐるみを見せたから、それで連想してくれたのかもしれない。

「すごく綺麗だ。ありがとうございます」

　外灯の明かりに透すかして眺ながめながら、直己は嬉うれしくて思わず微笑ほほえむ。

　出張から帰ったその日に会ってお土産を貰もらい、そして深夜のドライブ。

　これではまるで、本当の恋こい人びと同士みたいだ。

　ロマンチストな直己は、どうしたってふわっと夢ゆめ心地ごこちにならずにはいられない。

（今日は止めておこうかな）

　せっかくこんなに幸せな時間を、自分の手で壊こわすなんてできそうにない。

　別れを切り出すのは、また次の機会に持ち越こしてしまおう。

　手の平の翡翠を飽あきずに眺めながら、直己はそんな自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさに軽く苦く笑しようした。




　いつものホテルに向かうのかと思いきや、向かった先は本社近くの高層マンションだった。

「業者に掃そう除じを依い頼らいしておいたから、使えるようになってるはずなんだが……」

　ドアを開け、招き入れてくれた部屋は、まだ新築の匂においがしそうな真新しい部屋だった。

　ソファやテーブルなど最低限の家具が置かれているが、どれもこれもシックな色調の定番のスタイルで、落ち着いた雰ふん囲い気きにしつらえられている。

「よし、綺麗になってるな。──ここが前に言ってた空き物件だ。どうだ、悪くない部屋だろう？」

　ブラインドを開け、窓の外の夜景を眺めながら貴史が言う。

（悪くはないけど……）

　不思議にしっとりと手の平に馴な染じむ翡翠を握にぎりしめたまま、直己はゆっくりと部屋の中に足を踏ふみ入れた。

　貴史の隣となりに並んで眺めた夜景は綺麗だったし、部屋も上品で素す敵てきだ。

　ただしそれは貴史と一いつ緒しよならの場合で、ひとり暮らしするとなると話は変わってくる。

　こんなに地上から離はなれた人の気配のしない場所で、ひとりで暮らすのはきっとひどく寂さびしいだろう。

「とりあえず最低限の家具やリネン類は入れてあるが、気に入らなかったら君の好きに変えていい。引っ越しに伴ともなうその手の費用は、例の特別手当で賄まかなってくれ」

「ああ、やっぱりそうだったんですか」

　予想通りの答えに、直己は密ひそかにがっかり。

「聞いてなかったから総務の人に聞きに行っちゃいましたよ。──俺が極ごく秘ひの調査を依頼されてることになっててびっくりしました。しかも、その調査対象がタカシさんの見合いの相手なんじゃないかって聞かれて、二重にびっくりですよ」

　貴史が見合いなんてするわけないと思っていたから、笑い話のつもりだった。

　だが貴史は笑わず、「その手の話は漏もれるのが早いな」と軽く肩かたをすくめる。

「え？　あの……。それって、見合い話があるってことですか？」

「ああ。カミングアウトしても駄目らしい。今の時代、肉体的な接せつ触しよくはなくとも、病院に行けば子供は作れるから問題ないそうだ」

「そんな……」

　あり得ない、と直己は思った。

　両親がそうだから見合いは否定しないが、やはり結けつ婚こんするのに愛情や尊敬は不可欠だと思う。

　妻の機き関かん銃じゆうトークに辟へき易えきするでなく常に穏おだやかに微笑んで耳を傾かたむける父親に、夫が律りち儀ぎに相づちを打つ度たび嬉しそうに頰ほおをふっくらさせる母親。

　そんなふたりの間に、長い時間をかけて築き上げた確かな絆きずなを垣かい間ま見みていたからなおさらだ。

「当然断るんですよね？」

「いや。検討中だ。事情を納なつ得とくし合っての契けい約やく結婚なら悪くないからね」

　自分の両親もそうやって結婚したのだと、貴史が言う。

（ああ……。ホントに、全然違ちがうんだ）

　生まれ育った環かん境きようだけじゃなく、その常識や考え方も……。

　その違いを理解した上でお互たがいに歩み寄れればいいのだろうが、貴史がそれをしてくれるはずもなく、そうなると直己ばかりが譲ゆずることになる。

（でも、思ってもいないことは俺には言えない）

　確かに契約結婚も悪くないかもしれないですね、とは……。

　それを肯こう定ていしてしまったら、自分の気持ちに噓うそをつくことになる。

「……もし、お見合いをするのなら、俺みたいなのが側にいたらまずいんじゃないですか？　それこそ、素行調査されるかもしれませんよ」

「そうだな。それもあって、ホテルを止やめて、ここを用意したんだ」

「え？」

　意味がわからず、直己は首を傾かしげた。

　不特定多数の目があるホテルより、マンションのほうが知人の目に触ふれる危険は少ない。

　だが調査会社が介かい入にゆうすれば、どこで会おうとふたりの関係はばれるに決まっている。

「タカシさん所有のマンションに俺が住んでるってことが、調査会社経由で見合い相手に知られたら、タカシさんの立場が悪くなるんじゃないですか？」

「いや、なにも問題はない」

　貴史は微笑んで、直己の髪かみに触れながら軽くキスをした。

「契約結婚なら、お互いに愛人のひとりやふたりは織り込み済みだろう。むしろ、不特定多数と遊ばれるより、特定の相手がいたほうが向こうも安心するかもしれない」

　君が心配することはないよと、甘い声が耳元で囁ささやき、首筋に唇くちびるが触れる。

　直己は、条件反射的にぶるっと身を震ふるわせた。

「愛人？」

　愛人と聞いて、一いつ瞬しゆんマイナスのイメージを思い浮うかべたが、この場合の愛人は普ふ通つうの浮うわ気き相手とは違うんだろうと直己は判断した。

（だって、タカシさんはゲイだし……）

　万が一、貴史が結婚したとしても、それは普通の結婚ではない。

　あくまでも契約結婚だから、夫ふう婦ふ間に愛情が存在しないのは承知の上での結婚だ。

　となると、愛人という意味も自おのずと変わってくる。

　愛人──本当に愛する人、本当に愛される人。

（それって、きっと恋人と同じ意味なんだよな）

　ただの遊び相手より、格上げされたってことなのかもしれない。

「俺って……愛人だったんですか」

　直己は胸むな元もとにキスしようとしていた貴史の肩を押し返し、真意を求めてその顔を覗のぞき込んだ。

「嫌いやか？」

「嫌……とかじゃなく……。なんか、よくわからなくて……」

　男同士の場合、結婚という結末は望めないから、愛人という表現を使ったのだと思ってもいいのだろうか？

「大だい丈じよう夫ぶ。そんな不安そうな顔はしなくていい」

　混乱している直己を見て、貴史がふっと微笑む。

　色気控ひかえめで、優やさしさ増量。

　穏やかで優しい、それは直己が大好きな顔だった。

　その笑え顔がおで条件反射的にほっとした直己に、貴史が言った。

「ただし、条件は守ってもらうがな」

「条件……ですか？」

「ああ。お互いに楽しく過ごすためにも、ある程度の決まり事は必要だからね」

　以前つき合った彼女達と、寝ねる前には必ずメールするとか、そんな他愛たわいのない約束を交かわしたことがある。

　きっとその手の他愛のない約束事だろうと、直己は高をくくっていたのだが……。

「まず、これは前にも言ったが、常に俺を優先すること。それと夜の外出時には必ず連れん絡らくしてくれ。無人の部屋を訪ねるのは嫌だから」

「はい」

　貴史の短気で我が儘ままな一面はすでに見ているから、ここら辺は全然許容範はん囲いだ。

「服装も普ふ段だんからこの手の格好をしてくれると嬉うれしいな。──この服、この前、俺が買ってあげたものだね？」

　似合うよ、と言われた直己は、嬉しくなって微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます。……でも、ずっとは難しいかも……。この手の服ってかなり高いから、ちょっと俺の給料じゃ手が届かないんですよね」

　いま着ているシャツ一枚の値段で、普段の直己が着ているシャツが五枚は買える。

　この手の上質な服は、デート着にしたいところだ。

　直己がそう言うと、貴史は小さく笑った。

「君は本当にユニークだな」

「ユニークですか？　どんな風に？」

「この期ごに及およんでそうやって遠えん慮りよするところが……。そういうときは、素す直なおに俺におねだりすればいいんだよ。愛人を着き飾かざらせることも男の甲斐かい性しようだからね」

「え、でも……」

　この服を買ってもらったときは、疑ぎ似じデート中のプレゼントだったから素直に受け取れたが、普段からおねだりするだなんて図ずう々ずうしい真似まねは直己にはできない。

「そんな、しょっちゅうおねだりなんてできません。お返しもできないし」

「お返しなんていらないさ。その顔と身体からだで楽しませてくれるだけで充じゆう分ぶんだよ」

　そんな貴史の言葉に、直己は首を傾げた。

（これって、太っ腹ってこと？）

　貴史は生まれつきお金持ちだから金を使うことにためらいがなくて、単純に珈琲コーヒー一いつ杯ぱい奢おごるような感覚でいるのかもしれないが……。

（対等じゃなさすぎる）

　相手の顔と身体で楽しんでいるのは、直己だって同じだ。

　一方的に与あたえられるばかりでは、どうにもこうにも気まずい。

「ああ、それと……。まだやると決めたわけじゃないんだが、もしも見合いをして結婚が決まった場合は会社を辞やめてくれるね？」

「──え!?　で、でも、会社辞めたら、俺、生活できなくなっちゃいますよ」

　さすがにこのマンションの家賃は払はらえないから貴史に甘えることになるが、それでも光熱費や食費等々、生きていくためにはお金が必要だ。

　働かないことには、この綺き麗れいな部屋の中で干ひからびて死んでしまう。

「だから、遠慮しなくていいんだ。俺がちゃんと君の生活の面めん倒どうはみる。毎日のんびり遊んでいられるだけの資金援えん助じよはするよ。君はその見返りに、俺の目を楽しませるためにこうして着飾って、俺が訪ねる度たびに笑って迎むかえてくれればいい」

「え、あの……。ちょっ、ちょっと待ってください」

　貴史に言われたことを、直己はすぐには理解できなかった。

　あまりにも予想外すぎたし、直己の常識から逸いつ脱だつしすぎていたからだ。

（し、資金援助？　それに見返りって……）

　身体を与える見返りに金銭を受け取るなんて、それではまるで男だん娼しようだ。

　直己は、ただ貴史が好きだから抱だかれていただけ。

　同じ気持ちを返してもらえたら幸せなのにと夢見てはいたけど、見返りなんか求めたことはなかった。

「そんな……。お金なんて欲しくありません！」

　欲しいのは心だ。

　直己がきっぱり言い切ると、今度は貴史が意外そうな顔をした。

「今さら、いい子ぶるのか？」

「え？」

「あんな大おお袈げ裟さな噓うそでこっちの気を引いたくせに……。もうじき死んでしまうんだ、なんて突とつ拍ぴよう子しもない噓に引っかかった俺も実際間ま抜ぬけだが」

　貴史が自じ嘲ちようしたように鼻で笑う。

「噓？」

「全部、噓なんだろう？　いや、演出か。──入社先の社長の前でトラブルを演出して目を引き、あんな大袈裟な噓で気を引いた。遊び慣れた奴やつが相手だったら騙だまされはしなかったが、なにしろ君はまっさらな身体だったからね。うまく騙されたよ」

　貴史は微笑んで、直己の頰ほおをその手の平で撫なでた。

「だが、まあいい。君はまるで採れたての原石のように素直で、実に磨みがき甲斐がいがあるからな。この先、どう変わってくれるか楽しみだし、たまに見せるユニークな反応も新しん鮮せんだ」

　君となら楽しく過ごせそうだ、と貴史が言う。

　直己は、呆ぼう然ぜんとしたまま、微笑む貴史を見上げていた。

（遊び……でもいいと思ってたこともあったけど……）

　本当に好きだから、側にいられるのならそれも仕方ないと……。

　だが、これは根本的に違ちがう。

「俺……タカシさんを騙したりなんかしてません」

　貴史の胸を押し戻もどしながら、必死で絞しぼり出した声は震えていた。

「はじめて会ったときは、タカシさんが内海ＩＴソリューションズの社長だなんて知らなかったんです。噓じゃなく、本当にタカシさんに一ひと目め惚ぼれしたんです」

　だから、誘さそわれるままついて行ったし、その後もただ大人しく貴史の言うままになってきた。

　でも、これは嫌だ。

（愛人って、そういう意味だったんだ）

　金銭と引き換かえに媚こびを売る者。

　好きだから貴史の側にいたかったけど、好きだからこそ、この気持ちを金銭に置き換えられるのはごめんだ。

　それをしてしまったら、貴史を好きだと思うこの気持ちさえ汚よごれてしまいそうで……。

「お願いです。信じてください」

　直己は想おもいの丈たけを込めて貴史を見上げた。

　貴史はちょっと驚おどろいたように目を見張り、そして、ふっと微笑む。

「わかった。信じるよ」

（……噓だ）

　微笑む口元は色気がある遊び人のもの。

　だが、その目は冷静な経営者のもの。

　貴史のことをもっと知りたくて、その一挙手一投足に目を配ってきた直己にはそれがわかる。

　本当に信じてくれたわけじゃなく、諸もろ々もろの事情を秤はかりにかけ、信じたふりをしたほうが得だと冷静に判断しただけだと。

（ホントに、駄だ目め……なんだ）

　やっぱり、価値観やものの考え方が違いすぎる。

　信じてもいないのに、『信じる』などという重い言葉を口にすることなんて、直己には絶対にできないし、したくもない。

　自分のことを信じてくれず、理解しようともしてくれない人と同じ時を過ごすのも無理だ。

　どんなに愛しても、同じ想いが返ってくることはない。

　金銭なんかじゃ愛情の見返りにはならない。

　この想いを与えた分だけ、きっと直己自身の心が削けずり取られ、瘦やせていくことになる。

「信じるから、機き嫌げんを直してくれ」

　ショックを受けて呆然と立ちすくむ直己を、貴史はその両りよう腕うでの中に引き寄せる。

　いつものように促うながされるまま顔を上げ、笑えみを浮うかべた唇くちびるにキスされて……。

（全然嬉しくない）

　もう、なにも感じない。

　色気のある切れ長の瞳ひとみに見つめられながら、笑みを浮かべる薄うすい唇と唇を触ふれ合わせる。

　何度経験しても、その度に心臓の鼓こ動どうが高鳴っていたのに……。

（ホントに……ホントに好きだったのに……）

　それさえも、貴史には伝わっていなかった。

（俺が悪いのかな？）

　はじめて会った夜、結果的に噓をついてしまったから？

　でも直己自身も勘かん違ちがいしていたんだから、それだって不ふ可か抗こう力りよくのはずだった。

（そういえば、勘違いの言い訳をちゃんと聞いてもらえてなかったんだっけ）

　貴史は、言い訳を聞く気なんて最初からなかったのだ。

　きっと、あのときにはもう、直己が簡単に噓をつけるような人間だと思っていたのだろう。

　だから、無む駄だな言い訳に時間を割さく必要を認めなかった。

　そうと悟さとった途と端たん、手の震ふるえが止まり、代わりに深いため息が零こぼれる。

（これで終わりにしなきゃ）

　これ以上、この関係を続けるのは無理だ。

　首筋にキスを落とす貴史を、直己は両手で押し戻す。

「タカシさん、俺の話を聞いてください」

　最後の最後にみっともない顔を見られたくはなかったから、必死で虚きよ勢せいを張って、顔に笑みを浮かべた。

「ん？　ああ、機嫌が直ったようだな」

　その顔を見て、貴史が嬉うれしそうに呟つぶやく。

（ああ、この人は俺のことを全然見てくれてなかったんだ）

　今のこの顔を宮澤が見たら、いったいどうしたんだよと心配してくれただろう。

　大学時代の友人達もきっとそうだ。

　それぐらい、今の直己は無理をしている。

　強ごう引いんに押し上げた頰がヒクついているぐらいに……。

（もう、いい）

　直己は無理に笑みを浮かべるのを止やめた。

　不意に表情をなくした直己を、貴史はただ不思議そうに眺ながめている。

「タカシさん、俺、タカシさんとはもう一いつ緒しよにいられません」

　引っ越こしもしないし、これからは呼び出しにも応じない。

　余計に振ふり込まれた金銭はきちんと返へん却きやくする。

　訥とつ々とつとそう語っている間も、貴史は不思議そうな顔のままだ。

「楽しい思い出をありがとうございました」

　深々とお辞じ儀ぎをした直己は、貴史の顔を見ることなく、その場を後にした。
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　帰りのタクシーの中でも部屋に帰った後も。不思議と涙なみだは零れなかった。

　あまりにも悲しみが大きすぎて、まだ自分の中で処理ができずにいるせいかもしれない。

　胸に凝こごったままの悲しみの塊かたまりは、どうやらギザギザと棘とげがついているようで、直己の中で絶え間なく痛みを発生させ続けている。

（いつか、あれもいい経験だったって思えるんだろうか？）

　時間と共にこの棘が丸くなって、痛みも徐じよ々じよに薄れて……。

　たとえそうなったとしても、この悲しさは消えないような気がする。

　貴史から愛されなかったから、悲しいんじゃない。

　愛されることは、最初から諦あきらめていた。

　悲しいのは、ひとりの人間として真しん摯しに訴うつたえた言葉を、愛する人にまったく信じてもらえなかったせいだ。

　その人が、はじめて本気で好きになった人だからこそ、なおさら……。

（いい夢を見たんだって風には思えるかも……。ラストシーンは削らなきゃならないけど）

　一夜の夢じゃなく、続き物の夢。

　出会って一ひと目め惚ぼれして、一緒に夜を過ごすようになって、やがて一いち途ずな想いが通じたのかもしれないと淡あわい期待を抱いだくところでエンドマークが入る幸せな夢。

　この夢の中、直己が一番気に入っているのは、お土産みやげを貰もらったシーンだ。

　海を隔へだてて離はなれている間も、大好きな人が自分のことを忘れずに気にかけてくれていたことが嬉しかったあの瞬しゆん間かん。

（あの翡ひ翠すいだけは、ちょっともったいなかったな）

　しっとりと不思議に手の平に馴な染じんだ、イルカが彫ほられた綺き麗れいな翡翠。

　あの部屋に入ったときは確かにこの手に握にぎっていたのに、いつの間にか手の平から零れ落ちてしまっていた。

　きっと、ショックを受けたときにでも取り落としたのだろう。

　車の中で箱に戻もどしてバッグに入れておけばよかったと後こう悔かいしたが、もはや手て遅おくれだ。

（取りに行くわけにはいかないし……）

　身体からだの関係が終わってしまえば、直己にとっての貴史は手の届かないところにいる人だ。

　新入社員が自社の社長に気安くメールを出すわけにはいかないし、もう諦めるしかない。

「まるで、夢のように手の平から零れ落ちたってことか……」

　自分で自分を茶ちや化かすようにして呟いた言葉が、ひどく胸に痛かった。
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「辞やめるって……。どうして？」

「一身上の都合です。本当に申し訳ありません」

　週明け、直己は会社を辞める旨むねを、とりあえず指導係の小林に打ち明けた。

　庶しよ務む課だったら、そのまま勤め続けることもできたかもしれないが、さすがに秘書課では無理だ。

　貴史にあまりにも近すぎて、いつすれ違ちがうか、いつお伴ともをしなきゃならないかと緊きん張ちようを強しいられる。

　そんな日々に、きっと自分は耐たえられないだろう。

（それに、タカシさんだって俺の顔を見たくないだろうし……）

　部屋を与あたえ必要なだけ金銭を与え、たぶん愛人としては最高の待たい遇ぐうを与えるつもりでいたのに、いきなりぷいっと背中を向けられてしまったのだ。

　直己のことをただ愛人となる目的で近づいてきたのだと貴史が勘違いしている以上、愛人として喜ぶべき待遇を蹴けるだなんて、あり得ない裏切り行こう為いに違いない。

　その日のうちに、日曜日に書き上げていた退職願を手に、小林と共に直属の上司と話をした。

「鞄かばん持もちでの成績もかなりいいし、いい人材だと思ってたんだがねぇ」

　申し訳ありません、と頭を下げる直己に、上司は気落ちしたように言った。

　でも直己の意志が固いことを理解してくれて、渋しぶ々しぶながらも退職願を受け取ってくれる。

　試用期間中だからといってすぐに退職というわけにはいかず、実際に退職するのは会社の規定で二週間後と決まった。

　辞める予定の人間にスパイもどきの仕事をさせるのはまずいということで、鞄持ちの仕事からは外され、退職までの間は秘書課でアルバイトのようなデスクワークの手伝いをすることになった。

　そして、受け取る謂いわれのないお金はきちんと会社に返却した。

　その日の夜、振ふり込みを終えた通帳を眺めて、これからのことをあれこれ考えていたら、ついついため息が零れた。

「やっぱり、けっこう厳しいよなぁ」

　就職と同時に、大学時代から続いていた実家からの仕送りは終しゆう了りようしてもらった。

　その際、過保護な母親がもしものためにとちょっとした金額を振り込んでいてくれたから、とりあえず二ヶ月ぐらいならなんとか最低限の生活はできる。

　だが、なるべくその金には手をつけたくない。

　早めに再就職先を探す必要があった。

（その前に、とりあえずバイトを探さなきゃ。……宮澤も、今ごろバイト探してるかな）

　就職してすぐに会社を辞めてしまった者同士。

　なんとなく同どう病びよう相あい憐あわれむ気分になって、俺も会社を辞めたんだ、お互たがい頑がん張ばろうと宮澤にメールしてみたら、折り返し携けい帯たいに連れん絡らくがあった。

『辞めたってなんでだよ！　この間はなんも言ってなかったじゃねぇか。トラブルがあったんなら、俺に相談ぐらいしろよな！』

　挨あい拶さつする間もなく怒おこられて、直己はごめんごめんと肩かたをすくめた。

「会社の仕事のほうは順調だったんだけどさ。例のあの人と別れちゃったもんだから……」

『おっ、別れたか！　そりゃ、よかった。遊びなんかで続くわけないと思ったんだ』

　やけに嬉うれしそうな声で言われて、直己はちょっと複雑な気分だ。

『でも、そいつと別れたからって、なんで会社を辞めるんだ？』

　意味わかんねぇ、と指し摘てきされてひとりであたふたしてしまう。

　貴史の社会的な立場を思えば、つき合っていた相手が会社の社長だからだなんて、個人を特定するようなことは言えないからだ。

「いや、その……。例のあの人って、実は内海ＩＴソリューションズに関係がある人でさ」

　顔を合わせることも多いから、心機一転やり直そうと思って……と誤ご魔ま化かしてみたら、別れの報告にご機き嫌げんだった宮澤は、特に追及もせずあっさり納なつ得とくしてくれた。

「あ、でも、今日退職願を受理してもらったところだから、正式に辞めるのは会社の規定で二週間後なんだ。あんま金もないし、次の就職先探す前にとりあえずバイト探さないと……。──宮澤はこの先、どうする予定？」

『あ？　あ～、俺は……なんだ。その、とりあえずのバイトが決まった感じ？』

「ふうん。どういうとこ？」

　大学時代の宮澤は、ショップの販はん売ばい員いんのアルバイトなどを好んでやっていた。

　今回もその関係かと聞いてみたら、まあ、そんなとこ、と妙みように曖あい昧まいな返事が返ってくる。

「でもバイトなんだよな？　大学のほうに顔出す予定は？」

　以前、卒業後に教授から再就職先を斡あつ旋せんしてもらっていた先せん輩ぱいを見たことがある。

　直己はまず、そこから就職活動をしようと思っていたから宮澤にも聞いてみたのだが……。

『あ～、俺は止めとく。今のバイト先、ちょっとわけありですぐ辞められそうにねぇし』

「わけあり？」

　どういうこと？　と聞いたが、宮澤はなにやらごちゃごちゃ言って誤魔化した。

（変なの）

　職種も内ない緒しよ、勤続理由も内緒とは……。

（でも、そんな嫌いやがってはいないよな）

　いまいち歯切れが悪いものの、女性上司にセクハラされているんだと言っていたときの、あのうんざりした様子とは違い、宮澤の声はいつも通りに元気そうだ。

　重ねて追及するまでもないだろう。

『あ、なあ。あいつと別れたんなら暇ひまじゃねぇ？　今から飲みに出てこいよ』

　今フロートにいるんだと、宮澤が誘さそってくる。

「これから？」

　直己は時計を見た。

　まだまだ宵よいの口、飲みに行くには悪くない時間帯だが……。

「ごめん、会社辞めるまで夜遊びは控ひかえるよ。酒さけ臭くさい息で会社に行きたくないし、最後までちゃんと働きたいから」

『おっと。相変わらず真面目まじめだな』

　直己らしいけどさ、と宮澤がなぜか嬉しそうな声で言う。

「まあね」

（相変わらず、か……）

　どうやら大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　宮澤の反応から、自分らしくふるまえていることに確信を得て、直己は少しだけほっとした。







　それからの直己は、自分の言葉通りに黙もく々もくと真面目に働いた。

　とはいえ、それ以前もちゃんと真面目に働いていたわけだから、さして違いはない。

　ひとつ変わったことがあるとすれば、以前より携帯を気にするようになったこと。

　しょっちゅう携帯に目をやっては、着信が入っていないか、充じゆう電でんしなくて大丈夫かと確かめてばかりいる。

　その度たびに、貴史専用にセットした携帯の着信音が鳴るのを期待している自分を自覚して、あまりの未練がましさにため息が出る。

　自分から別れを告げておいて、もう一度だけ貴史の声が聞きたいと思っているのだから……。

　もう一度、貴史の声を聞いたところで自分が苦しいだけだ。

　それがわかっているのに、期待するのをどうしても止められず、携帯が手放せない。

（矛む盾じゆんしてるなぁ）

　遊びの関係を続けることはできないと思ったから、もう会わないと貴史に別れを告げた。

　でも、それで直己の中の恋こいがきっぱりと終わったわけじゃない。

　だから、こうしていつまでも未練がましくジタバタしてしまうんだろう。

（いつ、この恋を終わらせられるのかな？）

　次に新しい恋を見つけたとき？

　これがはじめての本気の恋だから、恋の終わらせ方すら知らない。

　ままならない自分の心に途と方ほうにくれるばかりだ。




　鬱うつ々うつとしたまま日々は過ぎ、あっという間に退職の前日の夜になった。

　明日着ていくスーツとネクタイを決め、衣え紋もん掛かけにきっちりセットした。

　ビジネスバッグの中には、明日会社に返へん却きやくしなくてはならないものもちゃんと入れた。

　準備万ばん端たん整え、ゆっくり風ふ呂ろに入った後、湯上がりの一いつ杯ぱいとばかりにビールのプルトップを開ける。

（とうとう退職か……）

　内定が決まったときの嬉しさは、まだしっかり覚えている。

　あのときは、まさかこんな形で自分から会社を辞やめることになるとは思ってもみなかった。

　正直言ってしまえば、この期ごに及およんでも退職するという実感があまりない。

（きっと、明日会社を出たらガクッとくるんだろうなぁ）

　学生の間はずっと学校という組織に、社会人になってからは会社という組織に所属していた。

　でも、明日からはどこにも所属していない、いわゆる根無し草になってしまう。

（しばらく、スーツはお預けかな）

　就職活動の際にお世話になった教授に謝罪を兼かねて電話をしてみたのだが、やはり昨今の経済状じよう況きようの悪化のために再就職は難しいと言われた。

　考え直したほうがいいとも言われたから、もう会社に退職願を出した後なのでと答えたら、早まった真似まねをしたもんだとため息をつかれてしまった。

　とりあえず来週からは、近所のコンビニでのアルバイトが決まっているが、正式な形での再就職が難しいのならば派は遣けんなども検討したほうがいいのかもしれない。

（親にも、早めに報告したほうがいいんだろうけど……）

　会社を辞めたことを報告したりしたら、過保護な母親が嬉き々きとして家に帰って家業を手伝えと言い出しそうで、実はまだ言い出せずにいる。

（再就職が決まるまでは、やっぱり内緒にしたほうがいいよなぁ）

　いつでもウエルカムで迎むかえてくれる場所があるというのも、この場合は困りものだ。

　家族に隠かくし事をするのは、あまり気分がいいものじゃないし……。

　などとビールを飲みつつ考えていたら、ピンポーンと部屋の呼び鈴りんが鳴った。

「こんな時間に誰だれだろ？」

　時計は、とっくに十時を回っている。

　セールスが訪おとずれる時間帯じゃないから、大家さんかお隣となりさんが、なにか用事でもあって訪ねてきたのか……。

　モニターのような洒落しやれたものはついてないから、とりあえず鍵かぎを外して来客を確かく認にんしようと大きくドアを開ける。

「──え？」

　こんなところにいるはずのない人の姿をそこに確認した直己は、そのままフリーズした。

（な、なんで、タカシさんが？）

　目の前に立っているのは、遊び人風のきらびやかな出いで立ちの貴史だ。

　その姿は、築二十年の木造アパートにはあまりにも不似合いで違い和わ感かんありまくりだ。

　一方の直己は風ふ呂ろ上あがりのパジャマ姿で、これまたあまりにも貴史と不似合いだった。

（俺、酔よっぱらって……ないよな？）

　缶かんビール一本程度で幻まぼろしを見るほど、直己は酒に弱くない。

（だったら、夢？）

　もう一度会いたいけど、会ってしまったら辛つらくなる。

　そんな切ない気持ちが凝こごって、こうして夢を見ているのだろうか？

　でも、夢でも同じことだ。

　会ってしまえば、どうしても心が揺ゆれる。

　どうしても辛くなる。

　このまま、なにも言わずドアを閉めてしまおうかと思いかけたとき、

「入るぞ」

　フリーズしたままの直己を押しのけ、超ちよう不ふ機き嫌げんそうな貴史は勝手に部屋の中に入って行く。

「え、あ、ちょっと……」

　直己が止める間もなく、ずいずいと足を運び、狭せまい部屋だけにすぐに部屋の奥まで辿たどりつくと、その場で振ふり返り部屋の全ぜん貌ぼうを眺ながめた。

　そして、ちょっと不思議そうな顔になる。

「こういう造りの部屋を見たのははじめてだな」

　まるでロッカールームだと、ぼそっと呟つぶやく。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、直己はこれが現実だと悟さとった。

（まあ、そりゃそうだろう）

　ドアを閉めつつ苦く笑しようする。

　ワンルームのこぢんまりとしたアパートなんて、貴史には今まで縁えんがなかったに違ちがいない。

　住む世界が違う人だという認識を新たにしたことで、一いつ瞬しゆんの動どう揺ようは消え去り、冷静な気持ちが戻もどってきた。

（なにしに来たんだろう）

　終わったこととはいえ、自分達の関係を口外するなとわざわざ口止めに来たのかも……。

　そんな嫌いやな想像が脳のう裏りをよぎる。

（もしそうだったら嫌だな）

　直己は、本気で好きになった人にとってマイナスになるような真似は決してしない。

　そんな自分の性格を、まったくわかってもらえてなかったってことになるから……。

「ベッドは？　他に部屋があるのか？」

「ないです。押し入れの中に布ふ団とんを入れてあるんで……。──あの、とりあえず座りませんか？」

　長身の貴史に突つっ立っていられると、ただでさえ狭い部屋がさらに狭く感じられる。

　直己は、とりあえず座布団を勧すすめてみた。

　その座布団に目を留めた後、貴史はもう一度部屋の中を見回した。

（もしかして、椅い子すを探してる？）

　生憎あいにくと、この部屋には椅子はない。

　あるのは丸い卓袱ちやぶ台だいの周りに置かれた座布団だけ。

　部屋の空間を有効利用するために、必要最低限の家具しか入れていないのだ。

　どうするつもりだろうかとじっと見つめていると、貴史は諦あきらめたようにため息をついてから、ちょうど腰こしの高さに位置している出窓に歩み寄って行き、そこに軽く寄りかかった。

（わ～、あそこがあんなお洒落スペースになるなんて）

　ここで暮らして四年以上、見慣れた光景が一気にグレードアップした。

　長い足を軽く組んで出窓に寄りかかる貴史の姿は、まるで映画の一シーンのようだ。

　ついうっかり素す直なおに見とれてしまった直己の鼓こ動どうは一気に跳はね上がる。

（ああ、もう……。俺も懲こりてないなぁ）

　もう諦めたつもりだったのに、魅み力りよく的な姿を目の前にするとついつい心が揺れる。

　何度でも新たに一ひと目め惚ぼれしてしまう。

（タカシさんが魅力的すぎるのが悪い）

　これでは、猫ねこにマタタビだ。

　貴史の存在自体が、今の直己にとっては誘ゆう惑わくそのものだ。

「車で来たんですよね？　お茶か珈琲コーヒーはいかがですか？」

「お茶でも貰もらおうか」

　飲み終えていたビールの缶をささっと片付け、直己はふたり分のお茶をわざと時間をかけて淹いれてみた。

（少し、落ち着かないと……）

　ひとりで興奮したところで意味がない。

　貴史になにを言われても、みっともないところを見せたりしないよう冷静に対処したかった。

　ゆっくりお茶を淹れ、出窓のところに置いた。

「どうして、ここにいらっしゃったんですか？」

　自分の分のお茶を持って卓袱台の前に座った直己は、出窓の前の貴史に聞いてみた。

「呼び出しにはもう応じないと君が言ったからだ」

「確かに言いましたけど……」

　でも、それはプライベートでの話だ。

　会社で社長室に呼び出されれば、拒こばむことはできなかったのに……。

（一応、プライベートと仕事をわけてくれたのかな？）

　もしそうなら、ちょっとだけ嬉うれしい。

「それで、ご用件は？」

　冷静に冷静に、と自分に言いきかせながら平静を装って問いかける。

　貴史は逆に、その整った眉まゆをきゅうっとひそめた。

「こっちが聞きたい。いったいなにが不満で俺を拒むんだ？　会社を辞やめてまで、俺と距きよ離りを置きたいのか？」

「なにって聞かれても……」

　直己には、その理由を口にすることに意味があるとは思えなかった。

　もはや常識が違うから、言ったところで理解してもらえないような気がする。

「部屋も金も与あたえると言っている。他ほかになにが必要だ？　君は俺に一目惚れしたと言ったはずだ。それなのに、なぜ俺に背中を向ける？」

　煮にえ切らない直己に苛いらついたように貴史が言い募つのる。

「俺が一目惚れしたって言ったこと、信じてくれてたんですか？」

　そこからもう信じてもらえていないのだと思い込んでいた直己は、貴史の言葉に耳を疑った。

「……それも噓うそか？」

「いえっ!!　天地神明に誓ちかって本当です！　俺、噓なんかついてません！」

　慌あわてて首を横に振った。

　はじめて会った日に、その魅力的な姿に目と心を奪うばわれた。

　一いつ緒しよにいるようになって、短気だったり傲ごう慢まんだったりする面も見えてきたけど、それでも心は変わらなかった。

　完かん璧ぺきすぎるより、人間臭くさい部分があったほうが親しみやすくてむしろほっとするぐらいだ。

「だったらなぜ俺を拒む？　なぜ俺を選ばない？　たとえ出会いが仕組まれたものだったとしても、君が一いち途ずな気持ちを向けてくれている間は、誰だれよりも大切にしてやるつもりだったんだ。君が俺にだけ微笑ほほえんでいてくれるなら、どんな要求にだって応じてやるつもりだったのに……」

　貴史は、まるで痛みに堪たえるような表情をしていた。

　その必死な様子に、直己は逆に冷静になっていく。

（……なんか、変）

　これではまるで、なんだって与えるし望みも叶かなえるから俺を捨てないでくれと、貴史に懇こん願がんされているようだ。

　いつの間にかふたりの立場が逆転しているような気さえする。

「タカシさんは、俺に戻って欲しいんですか？」

　直己がまっすぐに聞くと、貴史はぐっと言葉に詰つまった。

「俺はマンションも金もいりません。それと引き換かえにタカシさんの許もとに戻ったりしません。それは絶対にあり得ない」

「……だったら、なにが欲しいんだ？」

「欲しいのは、タカシさんの心です」

　直己がはっきりと要求を口にした途と端たん、貴史は「は？」と不思議そうに聞き返した。

（間ま抜ぬけな顔）

　はじめて見る表情だった。

　でも、人間臭い感じで悪くない。

「俺はタカシさんが好きだから側そばにいたいと思ってたんです。見返りなんて、最初から求めてなかった。タカシさんに興味を持ってもらえて、ああして触ふれてもらえるだけでもそれなりに幸せだったんです」

「触れるだけ？」

「そうですよ。それでも幸せだったんです。抱だかれる見返りに、お金を望んだことなんてない。タカシさんを好きだっていうこの気持ちを、お金に換かん算さんする気なんてこれっぽっちもなかったんです。──だって、その……人の心は、お金では買えないものでしょう？」

　我ながら恥はずかしい台詞せりふだと思ったが、いま言わないと後こう悔かいするような気がしたから、恥ずかしさを我が慢まんして言ってみた。

　直己の言葉を聞いた途端、貴史はまた痛みを堪こらえているような表情になる。

「いや、買える心もある」

「ないです。っていうか、俺は、絶対に売りません。お金で心を売り買いするなんてあり得ない。そんなことしたら、対等じゃなさすぎて逆に側にいられなくなります」

　金で心を搾さく取しゆされ続けたら、きっと心が瘦やせて死んでしまうだろうから……。

「そう……なのか？」

「そうです。金で心は絶対に動きません」

「だったら、どうやったら君を繫つなぎ止められるんだ？　どうしたら側にいてくれる？」

　貴史が必死な顔で聞いてくる。

（もしかして、本当にわかってないのか？）

　欲しいのは貴史の心だと、直己はちゃんと答えを口にした。

　それなのに貴史は、すぐ目の前にある答えの存在にまったく気づかずにいる。

（タカシさんって、愛情とか、そういうものをあまり意識したことがないのかな）

　生まれ育った環かん境きようがまったく違ちがうだけに、直己とは考え方や常識がまったく違う人。

　両親は契けい約やく結けつ婚こんだと言っていたし、母親のことを話す口ぶりからして家族間の愛情はかなり希き薄はくな感じはしていた。

　本人は金も力もある色男で様々な魅力に満ちあふれているから、つき合う相手には事欠かなかっただろう。

　愛情が介かい在ざいしない、完全に遊びの関係だけを今までずっと続けてきた可能性だってある。

（俺も間ま違ちがってたのかも……）

　一目惚れしたんです、好きですと言うばかりで、貴史との考え方の違いをちゃんと指し摘てきしたことはなかった。

　指摘しなかったのは、最初から諦あきらめていたせいだ。

　貴史が自分みたいな平へい凡ぼんな人間に本気になることはないだろうと……。

　遊びじゃなく、本気でつき合って欲しい。

　本当の恋こい人びとになりたい。

　そんな願いを口にしたところで無む駄だだと思っていたし、煩わずらわしいことを言う奴やつだと嫌きらわれるのも怖こわかった。

（でも、タカシさんはわざわざここまで来てくれた）

　彼からしてみたら、こんなボロアパートに自ら足を運ぶのはけっこうな屈くつ辱じよく、というか苦痛だったのではないだろうか？

　それでも、退職間ま際ぎわでタイムリミットを迎むかえた今日、わざわざこうして会いにきてくれた。

　そして、どうしたら自分の許に戻もどってくるのかと聞いてくれている。

　プライドの高い貴史からすれば、これはかなり勇気がいる行動に違いなかった。

（俺も、ちゃんと言わなきゃ駄だ目めだ）

　ただ気持ちを伝えるだけじゃ足りない。

　最初からどうせ無理だと諦めたりせず、この気持ちを理解してもらうためにも、もっと言葉を尽つくして説得する必要がある。

（今ここで諦めたら、きっと一生後悔する）

　直己は意を決して立ち上がり、貴史の目の前に歩み寄った。

「俺、タカシさんが好きです。タカシさんの見た目だけじゃなく、なにもかも全部ひっくるめて全部大好きだって言えます」

　貴史の目をまっすぐ見上げて思い切ってそう言うと、貴史は「知ってる」と頷うなずいた。

「そこまでは大だい丈じよう夫ぶなんですね。──だったら、返事をください」

「返事？」

「俺は今、真面目まじめに告白したんです。だから返事が欲しいんです。俺のことをどう思ってるか、タカシさんの気持ちを教えてください」

「俺の……気持ちは……」

　貴史はなぜか不意に狼狽うろたえたようだった。

　しばらく待っても返事がないので、直己は仕方なくもう一度口を開く。

「俺はタカシさんのことが本当に好きだから、金で買われる関係になるのが我慢できなくて、もうお別れするしかないと思ったんです。──でも、タカシさんの返事次し第だいで、もう一度考え直してみます」

　どうしますか？　とまっすぐ見上げて聞いてみた。

「答えを言った後で、また君に逃にげられたら俺があまりにも惨みじめじゃないか」

「答えを言わないままでも同じことですよ？　このままお別れしちゃってもいいんですか？」

「……よくない」

「だったら言ってください。タカシさんが少しでも俺のことを好きだと思ってくれているんなら、俺はタカシさんの側にいます。噓じゃありません。信じてください」

「信じろか……。信じた相手に裏切られるのは、もう二度とごめんなんだが」

　独り言のようにそう呟つぶやいた貴史は、深くため息をつくと、直己の視線から逃のがれるように額に手を当て俯うつむいた。

（もう二度とごめんって……）

　以前、恋れん愛あい絡がらみで手て酷ひどい裏切りにあって、それで臆おく病びようになっているってことなんだろうか？

　だから、肝かん心じんの言葉を口にするのを恐おそれている？

（そんなの狡ずるい。自分が痛い目を見ないように逃げているだけじゃないか）

　直己は少しむっとした。

　肝心の言葉を言わぬまま、それを察した直己が勝手に折れてくれるのを待っている。

　貴史のことが大好きでただ側にいたいだけだった以前の直己なら、この段階であっさり白旗を上げていたかもしれない。

　でも、今はもう無理だ。

（そんなの、対等じゃない）

　ちゃんと貴史と向き合いたい。

　直己は真面目に恋愛がしたいのだ。

「俺は裏切りません」

　直己は、貴史の前にひざまずいて、俯いてしまった貴史の顔を覗のぞき込んだ。

「でも今、すごく傷ついてます」

「え？」

「タカシさんが俺を信じてくれないから傷ついてるんです。このまま、なにも言ってもらえないままタカシさんと会えなくなったら、きっともっと傷つきます。──俺には、タカシさんに真面目に向き合ってもらえるだけの価値も魅み力りよくもなかったんだって……」

「いや、違う！　それは違うんだ」

　貴史は慌あわてた。

「君のせいじゃない。向き合えないのは、俺の問題で……」

　だが、どうしても言葉が続かないようで口ごもってしまう。

　そんな貴史を見て、直己は少し胸が痛んだ。

（追い詰つめたいわけじゃないんだけど……）

　でも、ここをふたりで乗り越こえないことには、この先に進めない。

　このまま貴史の許もとに戻ったとしても、きっとまた直己だけが一方的に察して折れたり、譲ゆずったりすることになる。

　そういう不公平な関係は、直己が望む形とは違うのだから……。

「俺はタカシさんが好きです」

　何度目かわからなくなった言葉をまた繰くり返し言ってみる。

「同じ想おもいを返してもらえなくても、噓うそをついていると思われていても、それでも好きなままです。自分でもちょっとしつこいかなって思うぐらい」

　いったん言葉を止めて苦く笑しようした。

「俺は、絶対にタカシさんを裏切ったりしません。──だから、俺を信じてください」

　直己は、ひざまずいたまま貴史の顔を真しん剣けんな表情で見上げた。

　まっすぐ見上げた貴史の目は、どこか不安げに揺ゆれている。

「なにか……どうしても信じられない理由があるんですか？　心に引っかかっていることとか？　なんでも言ってみてください。信じてもらえるまで、俺、ちゃんと説明しますから……」

　お願いですから……と必死に懇こん願がんすると、貴史はふうっとまるで気が抜ぬけたかのように深い息を吐はいた。

「いや。……もういい」

　ゆっくりと首を横に振ふる。

「もう充じゆう分ぶんだ。……はじめて会った日、俺は君のそのまっすぐな視線と誠実そうな微笑ほほえみに一いつ遍ぺんで惹ひかれたんだ。自分の第一印象をもっと信じるべきだった。──君に噓はない」

　信じるよ、と薄うすい唇くちびるに穏おだやかな微笑みが浮うかぶ。

「じゃあ、もう大丈夫ですね」

「ん？」

「だから、俺は告白の返事が欲しいんですってば。それを聞かないままじゃ、タカシさんの許に戻れないし……」

　聞かせてください、と真剣に頼たのんでみたのだが、言わなきゃ駄目か？　と貴史はこの期ごに及およんで尻しり込ごみしている。

「言わなくても、もうわかってるんじゃないか？」

「そんなことないです。わかったつもりになってるだけかもしれないし……。ちゃんと言ってもらえないと確信が持てません」

　お願いですから言ってください、とまたしても真剣に頼み込む。

　貴史は何度かためらった後、手で口元を覆おおいながらぼそっと言った。

「──俺も……君が好きだ」

　その言葉を口にした途と端たん、首のあたりから頭まで真っ赤になって、ふいっと怒おこったように目をそらしてしまう。

（意外に照れ屋さんだったんだ）

　怒ったような顔は、きっと単なる照れ隠かくしだ。

　照れまくっているその姿はとても人間臭くさく見えて、それが貴史の素すのままの表情なのだと確信が持てる。

「これでちゃんと両思いですね」

　嬉うれしくなった直己は、心が望むままに口元を覆う貴史の手の甲こうにキスをする。

「タカシさんが俺を望んでくれる限り、ずっと側そばにいます」

「約束できるか？」

「もちろん」

　直己は胸を張って頷いた。

「信じてくれますよね？」

「そうだな。──信じるよ」

　貴史の口元を覆う手が外れていく。

　そこに現れたのは、色気控ひかえめで、優やさしさ増量の微笑み。

　直己が一番好きな穏やかな表情だ。

（ああ、今度は本当だ）

　口先だけの噓じゃなく、心から信じると言ってくれている。

「嬉しい」

　すっかり安あん堵どした直己は、貴史の魅力的な笑えみにまるで引き寄せられるかのように、自らの唇を重ねていった。







　長いキスに夢中になっている間に、パジャマのボタンが全部外されてしまっていた。

「……ん……ふっ………」

　綺き麗れいに手入れされた指先が、うなじから肩けん胛こう骨こつへと滑すべり落ちていく。

　それと同時にキスしていた薄い唇が、顎あごから喉のどへ、そして胸へと移動していった。

「……んん……」

　柔やわらかな舌先で優しく乳ち首くびを嬲なぶられ、直己はぶるっと身を震ふるわせた。

　背中を滑り降おりていった指先は、するりと下着の中に入っていって直己のお尻しりを強く摑つかむ。

「……あっ……」

　その途端、かくっと膝ひざの力が抜けた。

（……うそ）

　その程度の刺し激げきであっさり落ちる自分の身体からだに驚おどろき、同時に納なつ得とくもする。

（そっか。ずっと夢見てたから……）

　諦あきらめてはいたけれど、それでも、恋こい人びととして抱だいてもらえる日が来ればいいのにと夢見ることは止められなかった。

　夢が現実になった今、待ち望んでいたこの瞬しゆん間かんに心より先に身体が反応している。

　早く欲しいと焦あせる身体に急せかされるまま、崩くずれ落ちた身体を支えてくれている貴史にしがみついた。

「タカシさん、早く」

「わかったから、そうしがみつくな」

　宥なだめるように首筋を舐なめ上げられ、しがみついていた腕うでから力が抜ける。

　貴史はくたっとなった直己を床ゆかに落ちていたパジャマの上に横たえると、一気に下着ごと下のパジャマを引き抜く。

「もう雫しずくが零こぼれてる。キスだけでか？」

「ふっ」

　きゅっとそれを握にぎり込まれ、直己は一いつ瞬しゆん息を吞のむ。

「だって、ずっとタカシさんに触ふれて無かったし……」

　最後に貴史に抱かれたのは出張に行く前だから、かれこれ三週間近く間が開いている。

　その間、自じ慰いをすることもなかった。

　それをすることで、余計に貴史が恋こいしくなってしまうような気がしたから……。

「一度抜いておくか」

　指先で零れる雫をぬぐい取ってから、貴史はそれを咥くわえた。

「ふっ……いい……ん……」

　唇で刺激され、強く吸われる。

　貴史も焦っているらしい。

　いつもより雑で性急な愛あい撫ぶだったが、すでに熱くなっていた直己の身体はそれを嬉き々きとして受け止めている。

　その間にも、直己が零した雫で濡ぬらされた指は後ろをほぐしはじめていた。

「硬かたいな」

　呟つぶやく貴史の声は少し嬉しそうだ。

（もう、まだそんなこと……）

　貴史以外の人に抱かれるなんてあり得ない。

　疑っているというよりは、それを確かく認にんして安心したという風ふ情ぜいだったから許すけど……。

「……っ……ん、だめ！」

　不意に増やされた指をぐいっと乱暴に差し入れられ、その刺激に堪たえきれなくなった直己は、背を反らせて熱いものを放ってしまっていた。

　貴史はそれをあまさず口で受けとめる。

「……ご、ごめんなさい」

「どうして謝るんだ？」

　唇の端はしから零れるものを親指でぬぐいつつ、貴史が不思議そうな顔をした。

「だって、今までそんなことしなかったでしょう？」

「そうだったか？　特に意識していたわけじゃないが……」

　気持ち悪くないですかと聞くと、別に平気だと微笑まれた。

「君はどうだ？　あんなことをしたこの唇とはもうキスしたくないか？」

　薄い唇が挑ちよう発はつするように笑みを刻む。

「したいです。……もっと」

　直己は腕を伸のばして、貴史を引き寄せた。

　そして、深いキス。

　夢中になって舌を絡からめ合い、下した唇くちびるを甘嚙がみして吸う。

　青あお臭くさい雄おすの匂においのするキスは、気持ち悪いどころかダイレクトに発情を促うながした。

「……も、我が慢まんできない」

　早く入れて、と甘く囁ささやくと、貴史は一瞬ためらった。

「まだ準備が……」

　もう少しほぐしてからと宥なだめられたが、もう無理だった。

「痛くてもいいから……。早く……タカシさんをください」

　直己は自ら足を抱かかえ、貴史を誘さそう。

　敷しかれたのがパジャマだけというこの状態では背中が少し痛かったが、もう悠ゆう長ちように布ふ団とんを敷いている余よ裕ゆうはない。

「どうなっても知らないぞ」

　堪えきれなくなったのだろう。

　貴史は自らを取り出すと、そのまま一気に直己の中に入ってきた。

「……んんっ」

　ズズッと、奥深くまで突つき入れられ、背筋にたとえようもなく甘い痺しびれが走る。

　埋うめ込まれた熱い熱を、直己の身体は嬉々として受け入れた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　奥まで進みいったん動きを止めた貴史が、耳元で囁く。

（も……たまらない）

　その甘い声の刺激だけで、ぞくぞくっと身体が震え、貴史を吞のみ込んだそこも連動したように熱く蠢うごめく。

「大丈夫……だから、早く……動いて……」

　甘い吐と息いきと共に懇こん願がんすると、貴史は軽く身み震ぶるいしてからゆっくりと動き出した。

「っ………んん……っふ……」

　揺ゆさぶり上げられる度たび、沸わき起こってくる快感に身体が熱くなる。

　甘く痺れて、とろけそうで……。

（……だめ）

　堪こらえきれない甘い声を直己は両手で抑おさえた。

「どうした？　もっと声を聞かせろ」

　貴史が不満そうに言ったが、直己は首を横に振ふった。

「だめ……です。ここ、壁かべが薄うすいから、隣となりに声が聞こえちゃう」

　顔見知りの隣りん人じんに、あの最中の声を聞かれるのは恥はずかしい。

　二階建てだから上は心配はないが、下の部屋にはきっと気配がわかるはずだし……。

　荒あらい息を堪えながら直己が説明すると、説明を聞き終えた貴史は「いいことを聞いた」と嬉うれしそうににやりと笑った。

「それなら、ちょうどいい。恥ずかしくて、もうここには住めないようにしてやる」

「えっ!?　ちょっ……」

　どういうことですか？　と問いかける間もなくぐいっと膝裏を高く担かつぎ上げられて、腰こしが浮うく。

　そのまま、上から熱いものを深々と突き入れられ、何度も何度も穿うがたれる。

「ああっ!!　や……やあ！……だめ……んっ……あっ……」

　その激しい動きに、口を押さえる余裕などなくなった。

　恋人の硬さと熱を深く吞み込み、熱く締しめ上げて嬉々として受け入れる身体は、その深い喜びに暴走して直己を翻ほん弄ろうした。

　知らず知らずのうちに零れてしまっていた涙なみだで滲にじんだ視界に映るのは、夢中で自分を貪むさぼっている愛いとしい人の姿だけ。

　貴史の切れ長の目に浮かぶのは、深い欲よく望ぼうの色。

　色気のある薄い唇くちびるには、まるで直己を誘ゆう惑わくするかのような笑えみが浮かんでいる。

（もう、これで何度目かな）

　貴史のその魅み力りよく的な姿に心を奪うばわれるのは……。

　直己は心が望むまま、誰だれよりも愛しい人に手を伸ばす。

　強く引き寄せ、大好きな薄い唇を貪る。

　その瞬間、直己の理性は消え失うせ、後はもう、心の望むままに喜びだけを感じ合う、熱い夜が続くばかり……。
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　翌朝、直己は胸にかかる貴史の腕うでの重みで目を覚ました。

　どうやら貴史が布団を敷いてくれたらしい。

　ひとつの布団からはみ出さないよう、ふたりは抱だき合うようにして眠ねむっていた。

（──会社に行かなきゃ）

　ぴったりくっついた体温が名残なごり惜おしいが、いつまでも寝ねているわけにはいかない。

　今日は直己の退職予定日。

　撤てつ回かいすることになりそうな予感はするが、さすがに遅ち刻こくするわけにはいかない。

　直己は、身体からだに巻き付いた貴史の腕をそっと外して、静かに布団から出た。

（タカシさんに朝食摂とる習慣ってあるのかな）

　ホテルを使っている間は、目覚めるとすぐに部屋を出ていくようにしていたから、一いつ緒しよに朝食を摂るようなことはなかった。

　悩なやんだ末、直己はとりあえずふたり分の朝食を作ることにした。

（おにぎりと具だくさんのお味み噌そ汁しる……かな）

　貴史には縁えんがなさそうなメニューだが、他のものを用意する時間がないのだから仕方ない。

　それに、貴史が丸い卓袱ちやぶ台だいに座るのを拒きよ否ひしたとしても、このメニューなら出窓に寄りかかったままで食べられるだろう。

（天気、よさそうだな）

　磨すりガラス越ごしの朝の光に目を細めた直己は、出窓の部分にふと光るものを見つけた。

　それは、柔やわらかに光をはじく翡ひ翠すいの置物。

　二頭のイルカが波間を楽しげに泳ぐ姿が彫ほられた、あの翡翠だ。

（……いつの間に）

　貴史を起こさないよう足音を忍しのばせて歩み寄り、そうっと手の平に載のせてみる。

　不思議にしっとりとして手に馴な染じむ感かん触しよくは、あの夜のままだ。

　まるで夢のように手の平から零こぼれ落ちたはずの翡翠が、今こうして直己の手に戻もどってきた。

（もう、絶対になくさない）

　大切な宝物を、直己はしっかりと手の中に握にぎり込んだ。
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　それから半月も経たたないうちに、直己は貴史が住む一いつ軒けん家やに同居するようになった。

　毎日でも会いたいし、一緒にいたい。

　だから同居したいと貴史に懇願されたからだ。

　以前、貴史が所有するマンションに引っ越こせという話をしていたときも、実は密ひそかに毎日入り浸びたる気満々だったらしい。

　恋こい人びと同士になった今となっては、マンションよりは住み慣れた自分の家での同居のほうがいいと言われて、直己は迷うことなく頷うなずいた。

　ちなみに仕事は、やっぱり退職しないことになった。

　今は、以前通りにとりあえずスパイみたいな鞄かばん持もちを続けている。

　歴代で一番役に立っていると誉ほめられることも多く、一年経って鞄持ちの仕事を終えても、そのまま秘書課に残ってくれとも言われている。

　でも直己は、そのときがきたら元からの第一志望だった営業に回してもらうつもりでいた。

　上役の影かげとなり高度な会話術や調整力を求められる秘書より、自社のシステムをプレゼンし、頑がん張ばって売り込む営業のほうが自分に向いているような気がするからだ。

　直己の好感度の高い微笑ほほえみは、直己の人ひと懐なつこさの現れ。

　初対面ですぐに直己を気に入ってくれる人が多いのは、直己が初対面の相手にも好感を抱いだくからに他ほかならない。

　そういう意味でも、きっと営業は天職だと思っている。







　一緒に暮らすようになって一ひと月つきが過ぎようとしているこの夜、直己は、自分よりずっと酒に弱い貴史に大量に酒を飲ませ、トラウマになったという貴史の過去の恋れん愛あい話を聞き出すことにやっと成功した。

　貴史には、直己に出会うずっと前、大学生時代に本気で愛した恋人がいたのだそうだ。

　だがその恋人は、なんの前まえ触ぶれもなく貴史の許もとを去り、とある金満家の愛人になった。

　まだ大学生だった貴史には、恋人を取り戻す術すべがなかった。

　最悪なことに、その男は以前からの貴史の知人で、自らの愛人となった青年が貴史の恋人だったことも知っていた。

　そしてまるで見せびらかすように、かつての恋人を伴ともなって何度も何度も貴史の前に現れた。

　二十歳はたちそこそこでまだ挫ざ折せつを知らなかった貴史のプライドは、この仕打ちでずたずたになってしまったのだと言う。

「もう本気の恋愛は懲こり懲ごりだと思ったよ」

　あんなに惨みじめな思いをするのは真っ平だと、ソファに深く腰かけた貴史が言う。

　それ以降、貴史は遊び感覚のつき合いしかしなくなった。

　金の力で繫つないだ相手は、こちらの金が続く限り自分を裏切らないからと……。

「ニューヨークに出張したとき、そいつと偶ぐう然ぜん会ったんだ」

「それって、あの翡翠のお土産みやげをくれたときの出張ですか？」

　リビングの棚たなに飾かざってある、イルカの彫られた翡翠を直己は指差した。

「そうだ。……よりを戻さないかと誘さそわれて、おぞましさに総毛立った」

　親に多額の借金があり、このままでは幼い兄弟達を連れて心中するしかないと脅おどされて仕方なかったのだと、かつての恋人は言ったのだそうだ。

「今さら、そんな陳ちん腐ぷな言い訳が通じるものか。どうせあの男に捨てられでもして、新しい金かね蔓づるを欲しがっているだけだ。馬ば鹿からしい」

　貴史は心底嫌いやそうに言葉を吐はき出すと、手にしていたグラスの中身を一気に飲み干した。

「そんなことがあったんですか……。──お代わりは？」

　頼たのむ、と貴史に言われて、直己はグラスを手に立ち上がった。

（……その人。もしも本気だったら、きっと傷ついただろうな）

　それを思うと、少しだけ胸が痛い。

　貴史が言うように金蔓を好んで探すようなタイプの人間だったら構わないが、もしも彼の言っていることが真実だとしたら、それはとても哀あわれな話だと思う。

　この世には、直己の両親のように過保護な親ばかりではなく、子供を平気で犠ぎ牲せいにできる困った親もいる。

　本当に、どうしようもない状じよう況きように追い込まれていた可能性だってある。

　そんなことを考えながら、リビングにしつらえられたミニバーで空になった貴史のグラスに氷を足しバーボンを注ついでいると、貴史が軽く眉まゆをひそめた。

「まさか、あいつに同情しているんじゃないだろうな？」

（おっと、危ない）

　以前だったら絶対に気づかなかっただろうが、最近の貴史は直己の感情の変化を見み逃のがさない。

　それだけしっかり自分のことを見ていてくれているのだと思うと、正直嬉うれしかったりもする。

「もしも自分がその立場だったらって、ちょっと考えてみただけですよ」

「おまえだったらどうするんだ？　実家の酒屋が負ふ債さいを出して、幼い姪めいっ子を含ふくめた一族郎ろう党とうで心中するしかないと親に泣きつかれたら？」

　グラスを手て渡わたした直己を見上げ、貴史が妙みように具体的なことを言う。

「姪っ子もですか……。それは困りますね」

　大人ならある程度なら自己責任だと割り切れるかもしれないが、子供にはなんの咎とがもない。

　なんとかして助けてあげたいと思うだろう。

「そうですね。肉体労働でもなんでも仕事を掛かけ持ちして頑張って働きます」

　貴史の隣となりに座り直し、悩なやんだ末にそう答えると、「それでも返せないような借金だったら？」と貴史が追い打ちをかけてくる。

「金を払はらってやるから、見返りにその身体からだを寄こせと金蔓に言われたら、大人しく言うことを聞くか？」

　あまりにも具体的な質問に直己は言葉に詰つまった。

　そんな仮定は意味がないですよと誤ご魔ま化かそうとして貴史を見ると、貴史は妙に真しん剣けんな表情をしている。

（タカシさん、本当にその人のことが好きだったんだろうな）

　裏切られた痛みを今でも忘れられず、新しい恋こいをするのをためらってしまうほど……。

　本当に心から愛していたからこそ、裏切られたという傷もまた深いのかもしれない。

　それを思うと、直己の胸も痛くなる。

　でも、同情はしない。

　貴史が悲ひ恋れんに終わったその恋に囚とらわれていたせいで、もう少しで直己も自分の恋を摑つかみ損そこねるところだったのだから……。

「たぶん、その手の要求に応じるのは生理的に無理です。どんなに我が慢まんしようとしても我慢できそうにないし……」

　直己は本当に好きな人にしか抱だかれたくない。

　だから、きっと無理だ。

　自分の感情を完全に抑おさえて、家族のためだけに生きるなんてことはできそうもない。

（あの言い訳が本当だったとしたら、タカシさんの昔の恋人は、きっとすごく強い人だったんだろうな）

　またしても胸が少し痛んだが、直己はその痛みを振ふり切った。

　それは、もはや過去の話。

　今、貴史の側そばにいて、貴史を幸せにするのはこの自分なのだから……。

「でも、無理心中されるのも絶対に嫌なので、全部事情を話してから、お金を貸してくださいって、タカシさんに土下座するかもしれないです」

「土下座？」

「はい。なりふりかまわず土下座します。それで、やっぱりなりふりかまわず一族郎党揃そろってがむしゃらに働いてお金を返します」

「俺がその金をくれてやるって言ったら？」

「お金をただ貰もらうのは嫌ですよ。二度と対等な恋人同士に戻もどれなくなりそうだから……。──それに、そんなことしたら、タカシさんまた俺を変な風に疑うでしょう？」

　自分より気前のいい金持ちがいたらそっちに行くんじゃないかと……。

　直己がそう指し摘てきすると、貴史はちょっと気まずそうに苦く笑しようした。

（やっぱり）

　二度とあんな風に疑われるのは真っ平だ。

　貴史は疑うたぐり深いんじゃなく、むしろ心配性しようなんじゃないかと直己は思う。

　今の幸せを守ることより、失うことのほうを恐おそれているように見えるから……。

「俺はタカシさんを絶対に裏切りませんからね。もしもなにか引っかかるようなことがあったら、ちゃんとその都度確かく認にんしてくれなきゃ嫌ですよ。──その度たびに、一点の曇くもりもなくその不安を吹ふき飛ばしてみせますから」

　絶対ですよ、と改めて念を押すと、貴史はふにゃっと微笑んだ。

（あ、これ、はじめて見る顔だ）

　酒に酔よっているせいもあるのかもしれないが、柔やわらかくて無防備なその表情は安心しきった子供の微笑みを連想させて、直己はなんだかほっとした気分になる。

「色々と手間をかけて悪いな」

「任せてください。タカシさんと一いつ緒しよにいるための努力なら惜おしみませんから」

　直己がちょっと威い張ばると、貴史は笑えみを深くした。

「嬉しいな。お礼にご褒ほう美びを上げようか？」

「い・り・ま・せ・ん」

　直己はひと言ひと言に力を込めて言った。

　同居をＯＫして以来、貴史はなにかと理由をつけては直己にプレゼントを贈おくりたがる。

　最初のうちは以前のようにプレゼントや金で自分を引き止めようとしているのかと思っていたのだが、最近になってどうやら違ちがうらしいことに気づいたところだ。

（きっとタカシさんは、こういう風にして育ってきたんだ）

　ふたりは生まれ育った環かん境きようの違いのせいで、その考え方や常識が違う。

　これもきっとそういうことで、貴史にとっては、プレゼントも自らの愛情の深さを示す表現手段のひとつらしい。

　だから、直己がいらないと拒きよ否ひすると貴史はちょっと悲しい顔をするのだ。

「残念。また振られたか……」

　笑顔が一転、貴史は寂さみしげに目を伏ふせる。

（ああ、また凹へこんじゃったよ）

　いつもだったら、もう充じゆう分ぶんすぎるほどいただいてるし、タカシさんが側にいてくれるだけで充分ですよと宥なだめれば機き嫌げんを直してくれるのだが、酔っているせいか今日はいつもより落ち込み具合が大きいようだ。

（だからって、これ以上貰えないし……）

　直己は貢みつがれることに慣れていないし、愛情をプレゼントの量で測るような感覚の持ち合わせもないのだ。

（こんなときでも素す敵てきなんだもんなぁ）

　落ち込み気味に伏せられた切れ長の目には壮そう絶ぜつに色気があった。

　気け怠だるげに長い足を組み替かえ、バーボンのグラスにその薄うすい唇くちびるをつける。

　そんな貴史の仕草を脇わきで眺ながめていた直己は、我慢できなくなってキスをねだった。

「……ん」

　グラスから奪うばい取った唇はバーボンのスモーキーで甘い香かおりがする。

　その香りを充分にふたりで分け合ってから唇を離はなすと、貴史の薄い唇に優やさしげな微笑ほほえみが戻ってきていた。

（俺も少し意固地になりすぎてるのかも……）

　その微笑みを見ているうちに、直己の心も少しほぐれてきた。

　生まれ育った環境が違うふたりの価値観が、完全に一いつ致ちすることはきっとこの先もない。

　考え方や常識が違うのはわかりきっているのだから、お互たがいに歩み寄る努力をもっとすべきなのかもしれない。

　頭ごなしにいらないと拒きよ絶ぜつするんじゃなく、なにかもっと違う方向に話を持っていくとか……。

　少し悩んだ直己は、思い切って口を開いた。

「ご褒美じゃなく、誕生日プレゼントが欲しいです」

「誕生日は半年も先だろう」

　間かん髪はつ入れずに貴史が答える。

　誕生日をしっかり覚えていてもらえたことが嬉うれしくて、直己は目を細めた。

「細こま々ごまとしたものを大量に貰うより、意味のあるものをひとつだけ貰ったほうが嬉しいって話ですよ」

「なるほど。……リクエストはある？」

「ん～、そうですねぇ……。ふたつでワンセットみたいなものが欲しいかな」

「ふたつ？　ひとつじゃなくて？」

「はい。タカシさんとお揃そろいで身につけられるようなものが欲しいです」

　それに目を留める度、その片割れを身につけた人のことをきっと意識する。

　ふたりの絆きずなを目で確かめることもできる。

　つまり、結けつ婚こん指輪の代わりになるようなものを意識してのリクエストだった。

「それはいいな」

　貴史は、すぐに乗り気になった。

「どうせなら、この世界でふたつしかないものがいい。なにがいい？　指輪かネックレスか」

「あ、仕事中でも身につけられるものがいいです」

「だったら、ここは定番で時計だろう」

　浮うき浮きした様子で立ち上がった貴史は、書しよ斎さいから何冊かのカタログを手に戻ってきた。

「スイスにオーダーのみの受注生産で成り立っている時計屋があるんだ。オリジナルデザインも可能だから、ここに頼たのもう。……ああ、でも、半年後じゃ間に合わないか」

「来年の誕生日でも構いませんけど」

　貴史が見ているカタログを直己も覗のぞき込んだが、わかるのはどうやらドイツ語だってことだけで後はさっぱりだ。

「それなら、今年の誕生日プレゼントはスイス旅行にするか」

「え？」

「直接職人に会わないとオーダーできないからな」

「あ、そういうものなんですか」

（……もしかして、しくじった？）

　常識や考え方だけじゃなく、ふたりは金銭感覚もまったく違う。

　お揃いの腕うで時計を買うためだけに、まさか海を渡わたる羽目になるとは思ってもみなかった。

　直己は、うかつな自分をちょっと後こう悔かいした。

（まだまだ、わかってないなぁ）

　だが、まあいい。

　どんなに思おも惑わくがすれ違っても、今のふたりならすぐに心が離れることはない。

　お互いに理解し合うための言葉も時間も惜しんだりしない。

　ふたりで過ごすこれからの人生を少しでも楽しいものにするための努力なら、喜んでいくらでもする。

「どのタイプの時計が好みだ？」

　楽しげにカタログに目を通している貴史が聞いてくる。

（以前は、自分の趣しゆ味みでさっさと決めてたのに……）

　貴史もきっと、自分と同じように歩み寄る努力をしてくれているんだろう。

　そんな確信が胸に優しく広がっていく。

「デザインはタカシさんにおまかせします。タカシさんと俺と、ふたり共にちゃんと似合うのを選んでくださいね」

　そんな直己の答えに、カタログから顔を上げた貴史は「まかせろ」と愛いとおしげに目を細めて深く頷うなずいてくれた。
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　そのとき、貴たか史しは不ふ機き嫌げんだった。

　内うつ海みグループ関連の仕事で訪おとずれたニューヨークでのこと。

　同行していた目上の親族に、「知人に紹しよう介かいされたレストランに食事に行くつもりだが、君もどうだね？」と問われ、なにも考えずあっさり頷うなずいたのが悪かったのだ。

　その目的のレストランが、チャイナタウン内にあって、観光客が大勢訪れる人気の店だと知っていたら絶対に頷いたりはしなかった。

　同行者の口くち利ききで個室に通されはしたものの、壁かべが薄うすいようで一いつ般ぱん客きやく達がいるフロアからの賑にぎやかな騒そう音おんが漏もれ聞こえてくる。

　元々貴史は、中ちゆう華か料理が嫌きらいなのだ。

　ついでに言うと、チャイナタウンを飾かざるきらびやかで鮮あざやかな原色の彩いろどりも好みではない。

（だが、あの手の中国服はありか）

　ここに来る際、途と中ちゆうですれ違ちがった若い男性が着ていたパオと呼ばれる中国服。

　光こう沢たくのある濃のう紺こんの生き地じに銀の糸で刺し繡しゆうを入れたそれを、直己に着せてみたら似合いそうだ。

　そんな想像をすることで、なんとか賑やかすぎる店内の雰ふん囲い気きやテーブルから漂ただよってくる苦手な香こう辛しん料りようの香かおりから気をそらしていたのだが、さすがに限界が訪れた。

「──失礼」

　同行者達に一礼してテーブルを立ち、中座して化け粧しよう室へ。

　一般客用とは別に設置された上客用の化粧室兼けん休きゆう憩けい室は、ここ数年のうちに作られたばかりのようでそこそこ綺き麗れいだ。

　貴史はそこでスマートフォンを手に調べ物などをして少々時間を潰つぶした。

（そろそろ戻もどるか……）

　急ぎの仕事の電話があって……と言い訳できるギリギリの時間を見はからって、渋しぶ々しぶながらも個室に戻ろうとして廊ろう下かに出たそのとき。

「貴史？」

　出入り口付近でぶつかりかけたスーツ姿の人物が、貴史の名を呼んだ。

「久しぶり。俺のこと覚えてる？」

「……ああ」

　最後に顔を見たのは、たぶん八年ほど前になる。

　懐なつかしそうに目を細めたその青年の顔を、貴史が忘れるはずがない。

　最悪な形で自分を裏切ったかつての貴史の恋こい人びと、賢けん人とだった。

（変わったな）

　面おも差ざしは同じだが、まだ初うい々ういしさの残る大学生だった頃ころとは明らかに違う。

　下品な男の愛人に身をやつしたことで、きっと彼も薄うす汚よごれた人間になっていくのだろうと見下げていたのに、目の前にいる賢人は綺麗に年を重ねていた。

　どこか透とう明めい感かんすらあるその姿に、貴史は不快感を覚える。

　そんな貴史の気持ちに気づかず、賢人はこの偶ぐう然ぜんを心から喜んでいるようだった。

「その若さで、内海ＩＴソリューションズの社長としてかなり成功してるって聞いてるよ。昔から君はいつも見えないところで努力してきた。当然の成果だと思う。おめでとう」

「どうも」

　親しげに話しかけてくる賢人に、貴史は冷ややかに答えた。

　ツレを待たせているので、と化粧室から出ようとしたところを、賢人に腕うでを摑つかまれて止められた。

「今さらかもしれないけど……。──今、特定の相手はいる？」

「本当に今さらだな。……それを聞いてどうするつもりだ？　よりを戻したいわけじゃないだろうに」

「戻したいよ！……俺だって、好きで君を裏切ったわけじゃないんだ」

　賢人は辛つらそうな顔をしていた。

「父が事業に失敗したんだ。俺を囲っていたあの男に多額の借金を重ねてて、このままじゃまだ幼い弟妹もろとも心中するしかないって脅おどされて……。仕方がなかったんだ」

　ああするしか道がなかったんだと、賢人が言う。

（ふざけたことを……）

　初対面の相手からこの手の話をされたのなら、苦労したんだなと優やさしい言葉をかけることもできるだろう。

　だが、賢人相手では無理だ。

　かつて、賢人を愛人にした男は、内海家に対して一方的に遺い恨こんを抱いだいていた。

　賢人を手に入れたのを幸いに、その男は内海家の次代のホープと目もくされていた貴史を人前で散々馬ば鹿かにしてくれた。

　その結果、若かった貴史は見事にプライドをずたずたにされ、心には根深い傷が残った。

　思い出したくもないほどの屈くつ辱じよくの記き憶おくを充じゆう分ぶんすぎるほど抱かかえた貴史には、もはや賢人に同情するだけの情は残っていない。

「だから許せと？　冗じよう談だんじゃない」

　貴史はその薄い唇くちびるに嫌いやな感じの笑えみを浮うかべた。

「そうか、もう駄だ目めなんだね。……だったら一晩でもいい。もう一度だけ抱だいてくれないか？」

　賢人がすがるように請こう。

「ごめんだ。おまえなんかいらない」

　貴史は、賢人の目をまっすぐ見て言い切った。

「今の俺には、俺だけを求めてくれる純じゆん粋すいで可愛かわいい愛人がいる。おまえみたいな使い古しはもう必要ない」

　貴史の言葉に、賢人はすうっと表情を凍こおらせた。

「愛人？　恋人じゃなくて？」

「恋人？」

　貴史はハッと鼻で笑った。

「そんな当てにならない関係なんてもうごめんだね。誰だれかさんと同じように金であっさり裏切られるのは真っ平だからな」

　失礼、と冷たく言い捨てて、そのまま立ち去ろうとした。

　だが、すれ違いざま、賢人が貴史の腕を摑んで止める。

「──ごめん」

「今さら、なにを謝ってるんだ？」

　かつてのあの屈辱は、きっと一生忘れられないし許せもしない。

　そんな気持ちを込めて冷ややかに賢人を見ると、賢人はその目に涙なみだを浮かべていた。

「俺は守りたかったんだ」

「ああ？」

「貴史を好きだっていう、自分のこの気持ちだけは汚よごしたくなかった」

　実家の借金を貴史になんとかしてもらえないかと考えたこともある。

　だが、そんな多額の金銭のやり取りをしてしまったら、もう普ふ通つうの恋人同士ではいられなくなる。

　金の問題でこの純粋な気持ちを汚すぐらいなら、いっそきっぱり離はなれたほうがマシだと思ったと……。

「金で買われて汚れても我が慢まんできた。汚れた俺を見て、貴史が嫌けん悪お感かんを抱いているのがわかっても、それでも俺は構わなかった。──だって、俺の中の君への思いは変わらず綺麗なままだったし……」

　ぎゅうっと、摑まれた腕が痛い。

「なにを言ってるんだ？」

　わけがわからない。

　貴史は怪け訝げんそうに賢人を見たが、賢人はまるで涙を隠かくすかのように俯うつむいてしまう。

「俺は、俺の愛ばかりを守って、君の愛を壊こわしてしまったんだな」

「……腕を放せ」

　そう告げた自分の声がなぜか震ふるえていることに気づいて、貴史は軽いショックを覚えていた。




　そのすぐ後、同行者の秘書が化粧室まで貴史を迎むかえに来て、貴史はあっさり賢人から解放された。

（忘れるんだ）

　この十年、そうしようと努力して成功したはずだった。

　思い出しても動どう揺ようすることはなくなっていたのに……。

（……くそっ）

　ついさっき聞いたばかりの賢人の声が耳から離れない。

　──君の愛を壊してしまったんだな。

　そんな賢人の声が耳から離れない。

（愛なんて……）

　そんなものは、ただの幻げん想そうだ。

　金の力の前に、かつてその愛はあっさりひるがえされたのだから……。

　不ふ機き嫌げんなまま、チャイニーズレストランを出て、同行者等と共に迎えの車が待つ大通りに向かう。

　その道すがら、貴史の視界に、ふと爽さわやかな翠みどり色が飛び込んできた。

　ショーウインドウの中、普ふ段だんなら目も留めない小さな翡ひ翠すいの彫ほり物。

　ライトアップされた半はん透とう明めいのその翡翠は、不思議に清せい涼りよう感かんのある輝かがやきを放っている。

（……これは、イルカか？）

　翡翠の表面に彫り込まれたのは、二頭のイルカが楽しげに波間を泳ぐ姿。

　イルカを取り巻くように彫り込まれた波の文様もとても楽しげで、見ているだけで心が和なごむようだ。

「少し待ってもらえますか？」

　貴史は同行者に声をかけ、そのままその店に入ってその翡翠の置物を注文した。

「その程度のもの、わざわざ足を止めて買うほどでもあるまいに……」

　日本円に換かん算さんしても、十万足らずの陳ちん腐ぷな置物。

　年長の同行者は呆あきれたようにそう言ったが、貴史は曖あい昧まいに微笑ほほえんで誤ご魔ま化かした。

（直なお己みなら金額は気にしない。どんなものでもきっと喜んでくれる）

　安っぽいイルカのぬいぐるみを見せて、可愛いでしょう？　と得意気に言ったあの表情が脳のう裏りに浮かぶ。

　──あなたに一ひと目め惚ぼれしたんです、大好きなんです。

　そう言って、まっすぐに見つめてくるあの真しん摯しな瞳ひとみも……。

（あの瞳なら信じられる）

　愛とか恋こいとか、そんな形のない青あお臭くさいものを信じる気にはもうなれない。

　それでも、あの誠実な瞳と微笑みならばまだ信じられる。

　あの爽やかな微笑みを脳裏に浮かべただけで、不思議と心が穏おだやかになる。

（そういえば、あのデートでは本物のイルカは見なかったな）

　パンフレットに目を通した限りでは、直己に促うながされるまま訪おとずれたあの水族館には本館以外にも見所が沢たく山さんあったようだ。

　イルカなどのショーが見られるプールや、まるで遊園地のような遊具が設置されたスペース。そして温水を利用した植物園など……。

（我慢したのかもしれない）

　正直言って、貴史は水族館なんて場所には興味がなかった。

　つき合うと約束したから我慢していただけだ。

　そんな気持ちを察した直己も同じように我慢して、行きたいところにもいけずにいたのかもしれない。

（また来年、同じ季節にあそこに行くか）

　帰ってすぐ、また水族館に行こうなどとせっつくのはどうにもみっともない。

　確か去年の今ごろ一いつ緒しよに行ったな、などとさりげなく話題に出して、今度は敷しき地ち内の施し設せつを全部見学できるように誘ゆう導どうしてやろう。

（クルーザーを出すって手もあるが……）

　そうすれば、自然のままのイルカの姿を見せてあげられる。

　だが、贅ぜい沢たく好みの遊び相手なら喜ぶプランでも、なんとなく直己は喜ばないような気がする。

　大勢の一いつ般ぱん客きやくと一緒になって、イルカのショーに歓かん声せいを上げるほうを好みそうだ。

（まあ、来年の話だしな）

　これから、ゆっくりつき合っていって、直己の好みをもっとじっくり探さぐればいい。

　その頃ころには、いつも遠えん慮りよがちな直己も、今よりもっと自然体でいられるようになっているだろうし……。

　包装を終えた翡翠を、店主が恭うやうやしく貴史に差しだした。

「どうもありがとうございます。──あなたに素す敵てきな幸運が訪れますように」

　きっと日本人に販はん売ばいするときの決まり文句なのだろう。

　店主が慣れた日本語で告げる。

「ありがとう」

　貴史は小さな包みをそうっと受け取ると、自分でも意識しないまま優やさしい微笑みを浮うかべて店を出た。










恋れん愛あい未み経けい験けん。








黒くろ崎さきあつし
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